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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ジオラル王国の国境を抜けた俺たちは、人間と魔族が共存するブラニッカを目指して旅を続けていた。

　ラナリッタで、いろいろとやらかしたので安全のためにジオラル王国を出る必要があった。

「雨の匂いが濃くなってる。ケヤルガ様、急がないとまずい」

「そうか、早めに野営できるポイントを見つけないとな」

　雨に濡ぬれながらの旅は、体力を容赦なく奪っていく。

　無理をせず、早めにテントを張って今日は休もう。

「ケヤルガ様、一つ相談があります。新しい街についたら杖つえを買っていただけないでしょうか？」

「ああ、いいよ。ブラニッカならいい杖が売っているはずだ。今の杖が壊れたのか？」

「ええ、私が全力を出すと杖に負担がかかるようで、壊れてはいませんが、その一歩手前です」

「それはまずいな。フレイアの魔術が暴発したら大変なことになる」

【術】の勇者の力で普通の杖を使うこと自体に問題があったようだ。

　城から脱出する際に、王女フレア専用の杖を持ち出す余裕がなく、今の杖は街で適当に買ったものだ。

　中途半端な杖なら、すぐにまた壊れてしまうだろう。なんとかいい杖を手に入れたい。可能な限り良質なものを仕入れ、俺の錬金術士の知識と技能で改良しよう。

　一から作るのは時間がかかりすぎるが、改良するだけであればそう手間はかからない。

「今の杖を貸してもらっていいか？　応急処置ぐらいはできるはずだ」

「さすがはケヤルガ様です！」

　フレイアから杖を受け取り、確認する。たしかにこれはまずい状態だ。この杖で魔術を使えば暴発しかねない。

　急いで簡単な修理をしよう。

　フレイアが杖の話をするものだからとあることを思い出した。

　俺にも武器が必要だ。【神装武具】がほしい。

【神装武具】は勇者だけが使いこなせる最強、至高の武器たちだ。

　神という単語がついているのは伊だ達てではなく、人の手によって作られたものではない。

　世界に勇者が十人しか存在できないように、【神装武具】も世界に十個しか存在しない。

　太古より受け継がれ、大事に保管されている。

　見た目は宝玉だが、勇者が手にした瞬間に契約がなされ、その勇者にふさわしい形状へと変化する。

　一度目の世界では、【剣】【砲】【術】の三人の勇者は【神装武具】を与えられていたが、俺には与えられなかった。

　これはいやがらせではなく、ジオラル王国及び、その支配下にある国々が三つしか保持していなかったというだけの話だ。

　宝石をあしらった両手剣、神剣ラグナロク。

　魔力を弾丸にして吐き出す白銀の大筒、神砲タスラム。

　世界樹でできた神しん杖じようヴァナルガンド。

　どれも非常に強力な武器だ。もし、俺が【神装武具】の宝玉を手に取ればいったいどんな武器になるのだろうか？

「フレイア、セツナ、俺にはどんな武器が似合うと思う？」

　なんとなしに、二人に尋ねる。

　いまいち、俺にふさわしい武器というのが思いつかなかったので、身近な人物の意見を聞きたかった。

「ケヤルガ様は剣だと思う」

「ですね、それも重いのじゃなくて切れ味重視の取り回しのいい片刃の剣が似合うと思います」

　返事は面白みのないものだった。

【剣聖】の技能を【模倣ヒール】しているおかげで剣を主武装にしているから、剣の印象が強いのだろう。

　だが、それは借り物の技術だ。俺の本質とは程遠い。

　回復術士は本来なら杖を持つべきだ。

　べつに杖がなくても、魔術は使えるが、杖なしの魔術はどうしても魔力を収束させるのが難しく術式もゆがみやすい。

　その結果、展開速度、魔術精度、魔力効率が落ちている。

「ありがとう。参考になったよ」

　とりあえず、礼を言う。

　他人の技能を【模倣ヒール】して、本業の【回復ヒール】すらも規格外の俺が、まともな回復術士らしくあろうと考えても意味がないだろう。

　だからこそ、余計に【神装武具】がほしくなった。

【神装武具】は契約時、使用者にもっとも適した武器へと姿を変える。俺にもっとも適した武器を見てみたい。

　思いつく限り、【神装武具】の入手方法は二つしかない。

　一つは、ジオラル王国の城に忍び込んで宝物庫に保管されているものを奪うこと。ジオラル王国に一つだけ【神装武具】の宝玉があることを知っている。

　まだ王女フレアは契約しておらずブランク状態だ。手に入れれば契約することができるだろう。

　そして二つ目は、ほかの勇者から奪うこと。

　その場合は持ち主を殺す必要がある。

　持ち主が生きている限り、【神装武具】は宝玉に戻らないのだ。

【砲】の勇者がこの時期に【神装武具】を持っているかはわからないが、【剣】の勇者のほうは確実に持っている。

　もし、復ふく讐しゆうの機会が訪れたらさくっと殺して奪おうか。

　どうか、今回の世界でもあの同性愛者のクソ女が、人として終わっていることを祈ろう。こちらの世界で無害であれば復讐はしないというのが俺のポリシーだ。

　いくら、前の世界でクズだったとはいえ、罪のない人を殺せば、俺もあいつらと同類になる。

　……まあ、あのクズどもが二度目の世界で突然真人間になるとも思えない。いずれ、復讐の機会は来るだろう。

「ケヤルガ様、なにか悪いことを考えている顔」

「悪いことじゃない、素敵なことだ」

　復讐におまけができた。【剣】の勇者はなかなかいいやつかもしれない。俺に復讐を果たさせてくれるだけでなく、最高の武器まで提供してくれるなんて。

　ブラニッカで魔王に関する情報を集めた後は、【剣】の勇者の足取りを追ってみよう。

　どこかで、あの同性愛者のクソ女は自分が嫌悪している男のふりをして女を漁っているだろう。
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　森の開けた場所にテントを設置し終わるのと、雨が降り出すのはほぼ同時だった。

「セツナ、えらいぞ。セツナが教えてくれたから間に合った」

「ん。氷狼族の感覚は鋭い。これぐらい朝飯前」

　セツナが得意げに鼻を鳴らす。

　彼女の頭を撫なでてやると、嬉うれしそうに目を細めた。

「それにしても、すごい雨ですね。これだとテントから出られません」

「だな、火も使えないのは辛いな」

　野営するにしても、美お味いしいものを食べるように努力するが、テントの中で火をおこすわけにもいかない。

　硬く焼いたパンと干し肉をかじる。

「フレイア、水をくれ」

「はい、どうぞ」

　フレイアが水魔術で作った水を水筒に流し込んでから、コップに注ぎ渡してくれる。

　全属性の魔術を使えるフレイアがいるおかげで旅がだいぶ楽になっている。

　衛生的な水をいつでも用意できるし、火をおこすのも楽だ。

「ケヤルガ様、一つ気になることがある。ジオラル王国って魔族の領域に面している一番、南の国のはず。なのに、どうしてジオラル王国の南方面に他国の街があるの？」

　セツナの疑問はもっともだ。

「実をいうとブラニッカは、はるか昔に見捨てられた街なんだ」

「見捨てられた？」

「昔は南部もジオラル王国が統一しているわけじゃなかった。小さな国がたくさんあり、亜人たちの村も多かった。そんなときに、魔族の一斉攻勢があってね。人間たちは防衛線を作った。それが今のジオラル王国の国境の前身だ」

「防衛線の外にある街ははじめから守る気がなかったってこと？」

「そうだね。まあ、そうやって防衛線を用意して魔族の侵略は退けた。そのあと乱立していた国は、力づくでジオラル王国が全部吸収して、南部はすべてジオラル王国のものになったんだ。だけど、最近になって国境の向こうのブラニッカが無事で、しかも人間が魔族と共存しているとわかった」

　そのおかげで、南部すべての国がジオラル王国に吸収されたにもかかわらず、ブラニッカだけはブランタ帝国の支配下のままだ。

　ブラニッカが無事だとわかったあとも、ジオラル王国はブラニッカに手が出しにくい。

「少し、複雑」

「だからこそ、面白いんだけどね。俺も含めて魔族のことを知らなすぎる。魔族と人間が共存するブラニッカに行けば、いろいろとわかるはずだ」

　特に、魔王がどうやって選ばれるかは知りたい。

　一度目の世界で一目ぼれした魔王……銀色の髪の堕天使とまた会うというのは、俺の目標でもある。その足取りも追いたい。望み薄だがあそこ以上に適切な場所はない。

「ちょっと楽しみ。それに、魔族領域は強い魔物がたくさん出るって聞いてる。たくさん倒してレベルを上げる。セツナは強くなる。ケヤルガ様と肩を並べられるように」

　セツナは拳を作って力をこめた。

　そういう前向きな態度は好感が持てる。

「もちろん、私もそのつもりですよ！　ケヤルガ様の正義の旅のためには、私たちががんばらないといけないですから！」

　フレイアもやる気十分といった様子だ。

「二人とも頼りにしている。魔族領域は危険が多いが、圧倒的に強くなれる」

　セツナの言う通り、魔物の数も質も国境の中とは大違いだ。

　何より、種類が多い。

【浄化】して喰くらうことで、素質値を上げられる俺たちにとって、たくさんの種類の魔物に出会えるというのは大きい。

　たくさん倒してレベルを上げて、たくさん食べて強くなろう。

　とはいえ、この雨だ。魔物狩りは明日からだ。

「ケヤルガ様、この雨、外に出れない。だから……可愛かわいがって」

　セツナがしなだれかかってくる。

「ああ、セツナちゃん、抜け駆けはずるいです。私も、ほしいです」

　フレイアも俺の手を握った。

「しょうがない。今日は一日中可愛がってやる」

　可愛い、俺のペットたちだ。

　存分に愛してやろう。
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　朝になってテントから出るとよく晴れていた。

　良かった。さすがに今日もテントにこもって無駄にするわけにはいかなかった。

　最悪、雨の中の旅も覚悟していたが、これなら今日中にブラニッカにたどりつけそうだ。

「ケヤルガ様、おはよう」

　下着姿のセツナがテントから出てくる。

　寝起きのせいか、白い狼耳がぺたんとして可愛らしい。

「おはよう、セツナ。いい天気だ」

「ん。今日は降らない。ずっとお日様出てる」

　セツナは鼻をくんくんと鳴らしながら断言する。それは朗報だ。

「じゃあ、今日は朝の訓練が終わったら、少し魔物狩りをして、水浴びをしてからブラニッカに向かおう。このあたりの魔物を一通り狩っておきたい」

　魔物の肉を【浄化】して喰らうことで素質値が上がるのは、初めて食べる種類の魔物だけ。

　最強を目指すのであれば、一種類も無駄にはできない。

　フレイアの探索魔術で付近一帯を探して全種類を狩りたいものだ。

「わかった。……でも、その前に朝のご奉仕。ケヤルガ様、昨日あれだけしたのに元気」

「たしかにな。フレイアを起こしたら可哀そうだし、外でやろうか。そこの木に手をついて」

「明るい外は恥ずかしい」

　顔を赤くしながらも、セツナは頷うなずいて木に手をあて尻を突き出してくる。

　恥ずかしいとは言っているが、セツナは外でするほうが興奮する。今ももふもふの狼尻尾が揺れている。

「恥ずかしいと言いながら、セツナの体は正直だな。口のほうも素直になるぐらい可愛がってあげるよ」

　耳元でささやくと、セツナの狼耳がピンとなり、尻尾の揺れが大きくなる。

　本当にわかりやすい。さて、今日もセツナのレベル上限を解放していこうか。

　セツナの下着に手をかけると、すでに下着がぐっしょりと濡ぬれていた。指を入れると濡れているだけでなくひどく熱い。

　これなら前戯はいらなそうだ。

　俺も自分のものを取り出す。痛いぐらいに張り詰めていた。セツナの痴態を見せられているせいだ。

　セツナのほっそりとした腰を摑つかみ、一気に腰を押しあてる。

「んっ、んんっ、ケヤルガ様、いきなりっ」

「セツナはそっちのほうが好きだろ」

　耳元でささやくとセツナの膣ちつの内壁がうごめき、しぼりとろうとする。腰を前後させる。

　セツナの喘あえぎ声が大きくなる。

　こうして尻を突き出している女を後ろから犯すと征服欲が満たされる。

　自然と動きが大きく、乱暴になる。

　力任せで獣のようなセックスだ。

「やっ、ケヤルガ様、もう、だめ、足、力入らない」

　セツナが泣きそうな顔でゆっくり動いてほしいと懇願してくる。

　セツナの足から力が抜けて崩れ落ちそうになった。

　彼女の小さな体を持ち上げて、挿入したまま俺のほうを向かせる。

　セツナは唇を押しあててくるので、そのまま舌を入れて蹂じゆう躙りんする。その間も腰の動きは止めない。

　セツナの背中を木に押し付け、最後に渾こん身しんの一突き。
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「あっ、んんんんんっ」

　セツナがイって、激しく膣内がうねり、俺も達した。一番奥で精を吐き出す。

　引き抜くと、たっぷり出した精液がこぼれる。

　ゆっくりとセツナを地面に下ろす。

　セツナはとろんとした顔で俺のほうを見ている。

「ケヤルガ様の、もったいない。セツナに、ちょうだい」

　そう言うと、俺のものにしゃぶりついて掃除をしてくれる。

　その姿がエロくてまた勃起してしまった。

「セツナのせいで、また勃起したじゃないか」

　そう言うと、セツナの口の動きが大きくなる。

　どうやら、このまま処理してくれるようだ。

　健けな気げだ。ただ、物足りない。セツナの頭を摑むと、まるで精処理の道具のように乱暴に激しく前後に動かし、喉の奥まで突き入れる。

　セツナの口はなかなか気持ちいい。

　苦しいだろうに、セツナの股間からは愛液が溢あふれているし、嬉しそうに尻尾を振っている。こういう扱いをされるとセツナは興奮するのだ。

　セツナの口の中で再度の射精。セツナが舌を動かし最後の一滴まで舐なめとり、飲み込む。

　精液を全部飲み込んだあとも、名残惜しそうにしばらくアレをしゃぶってからセツナはようやく口を放す。

「ケヤルガ様、今日も朝のご奉仕、気持ちよかった」

「俺も気持ちよかったよ。明日も頼む」

「ん。がんばる」

　ほんとうにこの子は、献身的でいい所有物おもちやだ。
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　朝のご奉仕が終わったあとは、朝食を作りながらセツナがフレイアに護身術を教えるのを見ていた。

　セツナの朝の日課は、俺への奉仕の他にフレイアに護身術を教えるというものもある。

　昨日の夕食が味気なかった分、朝食は美お味いしいものを作るつもりだ。

　それにしてもセツナは教えるのがうまい。

　セツナは努力の鬼だ。天性の戦闘勘を持ちながら、その土台にあるのは絶え間ない修練。

　きっちりと、フレイアを導いてやっている。

「セツナちゃん、ちょっと、厳しすぎです。だめっ、もう、限界です」

「そうでもない。フレイアの体力を考えるとこれぐらいはできる。フレイアがへたれなだけ。その心を叩たたきなおす」

「そんな、死んじゃいます」

　フレイアが涙目になっていた。

　今はちょうど剣術の稽古をしているようだ。

　さきほどから、セツナが木刀でフレイアに斬りかかっている。

「目をつぶらない。つぶるたびに延長」

「ひいいいい」

　セツナ曰いわく、基礎のさらに前の段階。

　死の恐怖を体に覚えさせるための特訓らしい。

　本気で殺気を込めた一撃を急所に叩き込む寸前で止める。

　一呼吸で何度も、次々に致死の一撃が叩き込まれる。

　セツナぐらいの達人になればその一撃は寸止めでも、された側は死を身近に感じる。

　実際、フレイアは歯をがたがた言わせていた。だが、死を身近に感じるほどの恐怖は、セツナの美しい剣筋を嫌でも脳裏に刻むし、最後の瞬間まで見続けるという剣士にとっての基本を身に付けられる。

　非常に効率がいい特訓だ。

　そして……。

「いたひっ」

　フレイアが悲鳴をあげた。

　寸止めだけでなく、たまに攻撃が当たる。

　それはセツナが寸止めを失敗したわけではない。

　たまに致死の一撃ではなく、今のフレイアでも防げる程度に加減した一撃を放ち、それはあえて止めない。

　このせいで、フレイアはすべての攻撃に対して緊張感を保ちつつ、防御を意識し続けないといけない。

　精神力も体力も消耗していく。

　十五分ほど続き、セツナが動きを止めた。

「これで、見稽古は終わり。少し休憩したら型の練習。それが終わればランニング。フレイアに一番足りないのは体力と根性」

　フレイアはへなへなと膝をつき、潤んだ瞳で俺を見てくる。

「助けてください、ケヤルガ様、こんなの訓練じゃなくてただのいじめです。殺されちゃいます」

　王女フレア時代にある程度の戦闘訓練を受けているだろうが、魔術が本分ということもあり、本格的なものをやってはこなかったのだろう。辛いのはわかるが、この訓練は必要だ。

「いや、セツナの言う通り、ちゃんとフレイアの体力でできる範囲で考えられているよ。フレイア、戦場で一番最初に死ぬのは走れなくなったやつだ。今、がんばればがんばるだけ、死ににくくなる。セツナほどの教師はいない。辛いだろうががんばってほしい」

「ううう、できればもう少しだけ優しく」

「なんなら、俺がセツナと替わってもいい。でも、セツナより厳しくなると思う。限界まで厳しくしないと上達しない。俺はセツナほど的確に限界を見つけられない。だから、より厳しめにするしかない」

　フレイアが世界の終わりのような顔をした。

　仕方ない、鞭むちだけじゃなくて飴あめをちらつかせようか。

「セツナが一流だと認めるまでがんばったら、フレイアが驚くようなご褒美をあげるから、もう少しだけがんばってみよう」

　俺の言葉を聞いてフレイアが表情を明るくした。

「ずるい。セツナもがんばってるのに」

　対照的にセツナがむっとしていた。

　無理もない。セツナは全力でフレイアが護身術及び体力と根性を身に付けるためにがんばってくれている。

「もちろん、フレイアが一人前になればセツナにもご褒美をやる」

「やった！　フレイアを徹底的に鍛える」

　セツナは小さく握り拳を作った。

　喜んでくれて何よりだ。

「セツナちゃん、二人でがんばりましょう」

「ん。目標は三か月」

「……長すぎませんか？　できれば一週間ぐらいに」

「一週間でフレイアが一人前？　それを実現するつもりがあるなら、今の千倍ぐらい厳しい特訓が必要。百回やれば九十九回ぐらい死ぬ。それでもいいなら試す。それでいい？」

　淡々とセツナは告げる。妙な説得力がある。

　もともと、セツナはフレイアがもっとも成長できるように気を遣っている。その彼女が三か月と言ったのなら、本当にそれだけかかるのだろう。

「三か月でいいです。絶対、三か月で卒業をしてみせます！」

　何はともあれ、やる気になってくれて良かった。

　その後も訓練は続く。二人の訓練が終わったら温かな料理を朝食として振る舞おう。
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　森の中をセツナが疾走していた。

　さきほどまでフレイアと一緒にランニングをしていたのに体力はまだまだあるようだ。息一つ切らしていない。

　高くジャンプしたと思うと大樹の枝に着地、そこからさらに跳躍、枝から枝に跳び移る立体的な高速移動。

　動きの速さと全身のバネもすさまじいが、何よりもすごいのはバランス感覚。

　ひと際大きな跳躍。小さな体を宙に舞わせる。すさまじい高さだ。

　見事なムーンサルト。その勢いのまま地面に向かって頭から落ちていく。手には氷の爪。

　まっすぐに手を伸ばして急降下。

　その姿は、見み惚とれるほど美しかった。

「グガ？」

　セツナの標的、まだら模様の熊の魔物が音に気付いてきょろきょろと首を振る。だがセツナは真上、気付くわけがない。

　ファットベア。

　分厚い脂肪の鎧よろいと脂が染みついて攻撃を滑らせる硬い毛皮による二重の防御を持つ魔物。

　一流の剣士でもあれは斬れない。

　だが……。

「ハッ！」

　セツナが気合と共に氷の爪を突き出す。

　真上から真下へまっすぐな突きという、もっとも受け流しにくい一撃を脂肪と毛が薄い脳天に放ったのだ。

　氷の爪が深々と突き刺さる。

　セツナは氷の爪を切り離し、前回り受け身で着地の勢いを殺し、油断なくファットベアをにらみつける。

「ケヤルガ様、成功」

　セツナがこちらに向かってブイサインを送ってくる。

　脳天を貫かれたファットベアが倒れた。

「よくやったぞ、セツナ」

　見事な動きだった。さすがの俺も今のは真似できない。技術は真似できても、俺の体にはセツナほどしなやかなバネも、超人的なバランス感覚も備えていない。こんな曲芸じみた動きは彼女にしかできないだろう。

「ケヤルガ様、これは適合食材？」

　セツナの問いを受けて、【翡翠眼】を発動させる。

　精霊により与えられた、すべてを見通す眼。

　ファットベアを見つめる。

　これは適合食材だ。食べれば物理攻撃の素質値が上がる。

「そうだ。肉を切り分けてもらっていいか」

「わかった。さばく」

　セツナは器用に脂まみれの毛皮を凍らせてから砕いて剝はがし、首筋を氷の刃で切り裂く。

　そして、ファットベアの心臓のある場所を思いっきり踏みつける。心臓がポンプしきり、裂かれた首筋から勢いよく血が噴き出た。血抜きだ。

　狩ってすぐ血抜きをすることで肉はうまくなる。

「ケヤルガ様のお料理楽しみ」

「今日の夕食は街で調味料もいろいろ買えるから美味しくできる。期待していいよ」

　セツナは頷うなずき、的確に肉を切り分けていく。狼おおかみの亜人だけあって肉は大好物で上機嫌に尻尾を振っている。

　一緒にラプトルに乗っているフレイアが、俺の肩を叩く。

「ケヤルガ様、西に二百メートルほど行ったところに新しい魔物が現れました。形を見る限りイノシシの魔物だと思います」

　息も絶え絶えといった様子でフレイアが声をかけてくる。

　朝の訓練で、フレイアはすでに体力を使い果たしていた。

【回復ヒール】すればすぐにもとに戻るのだが、体力を使い果たした状態に慣れることも重要なので放置中だ。

　そのため、魔術を使った探索だけを任せ、狩りはセツナにさせている。

　レベルが上がれば上がるほど、セツナの輝きは増す。

　普通なら、どこかで急激に上昇をした身体能力を持て余す。

　いくら速く体を動かせようが、結局それを使いこなせないと意味がない。

　身体能力は上がろうと、それを使いこなすための反射神経や動体視力、脳の処理速度は上がらない。

　セツナは、どれだけ身体能力を上げても持て余す様子はない。間違いなく天才だ。

「私も、いつもなら戦えるのに」

　フレイアは悔しそうだ。

「少しして回復したら、フレイアも戦ってくれ。限界の状況で戦うのもいい経験だ」

「はい、もっと体力をつけます」

　そうして、俺たちは付近の魔物の狩りを続けた。

　得られた適合食材は三種類。

　すぐ食べるファットベアの肉は生のまま木の皮で包み、残りは燻くん製せいにした。

　狩りを終えたあとは、水浴びをして、少し彼女たちを可愛かわいがりブラニッカに向かった。
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「ようやくついたな」

「これが、ブラニッカですか。外から見ると普通の街ですね」

「ん。ラナリッタに比べると随分小さい」

　日が暮れる前にブラニッカにたどりついた。

　ブラニッカは中規模の街だ。

　防壁に囲まれているが、その高さも厚さもラナリッタには随分劣る。

　門のほうにも行列はなく、すんなり入れそうだ。

　魔族領域ということもあり、防壁の周りに死体が散乱している……ぐらいは覚悟していたがそれもない。

「じゃあ、入ろうか。世界で唯一、人間と魔族が共存している街、ブラニッカへ」

　門にたどりつき門番に通行税を払い、いざ中へ足を踏み入れようとしたとき心臓が嫌な音を立てる。

　悲惨な人生を歩み続けた俺が得た能力の一つ。第六感で危機的な事態が起こることを察知できる。

　これを感じたときは、間違いなく厄介ごとが訪れるのだ。

「ケヤルガ様、笑ってる」

　セツナが不思議そうに首を傾げた。

「なんでもない、なんでもないよ」

　少し前まで厄介ごとは、ただの厄介ごとに過ぎなかった。

　だが、今の俺は違う。

　厄介ごととは、楽しい復讐ゲームの始まりの合図なのだから。
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　ブラニッカに足を踏み入れる。門の見張りは人間だった。

　街の中で魔物を見つけたセツナが身構えたが、彼女の前に手を出して制止する。

「この街では魔物は当たり前のように出歩いている。魔族が支配している魔物だ。下手に手を出したら問題になるぞ」

　凶悪な牙と岩の肌を持つ大型犬のような魔物がいて、その背後には犬耳が生えた魔族がいた。

　ペットと飼い主だろう。

「ケヤルガ様、もしも襲われたら」

「そのときは反撃しろ」

「わかった。……先手を取られるのが少し怖い」

　セツナの懸念も理解できるが、そういうものだから仕方がない。

　こいつは魔物といえど、立派なペットだ。

　嚙かまれるかもしれない。それだけでこちらから手を出すわけにはいかない。

　フレイアのほうに目を向けると、きょろきょろとあたりを見ていた。

「ケヤルガ様、ここは不思議な街ですね」

「だな。聞いていたとおりだ」

　今歩いているのは商店が集まっている区画で、店員たちが声を張り上げて客引きをしている。

　商店では金貨や銀貨もきっちり使えていた。ここでは通貨が通用している。つまり、人間の価値観で街が管理されていることになる。

　夕食の食材調達と街の調査のために商店街を物色していると、いい野菜を置いている店を見つけた。

「おじさん、これとこれをくれないか」

　店先で見かけた野菜を買う。

　野菜を見れば、その土地の状況がだいたい見える。

　瑞みず々みずしく、しかもかなり大きく育っているし虫食いは少ない。

　この野菜は生産量を上げるためだけでなく、美お味いしくするための努力をしているようだ。

　食べるためだけでなく美味しくするために手間をかける余裕があるということは、平和かつ豊かな街だということだ。

「あいよ。べっぴんさん二人も連れてるとはにくいね。おまけしとくよ。兄ちゃんにじゃねえぞ。後ろのべっぴんさんたちにだ」

「ありがとう。二人ともよく食べるから助かるよ」

　そして、今の会話でも一つのことがわかった。

　亜人に対する差別が存在しない。

　フレイアだけでなく、セツナまで褒めた。

　この男の様子を見る限り、お世辞ではなく本心からの言葉だ。

　……驚いたことに、魔族領域にあり魔族を受け入れながら、この街は平和で豊か。さらには、亜人に対する差別心もない理想の街だということがわかってしまった。

「ケヤルガ様、お野菜おまけしてもらって良かったですね」

「おいしそうな野菜。晩御飯が楽しみ」

「二人が美少女で良かったよ。今日の熊鍋にたっぷり使ってみよう」

　これだけいい野菜があれば、熊鍋は飛躍的に美味しくなるだろう。

　その後は、商店でこの街独自の調味料を買ってみた。

　大豆を発酵させて作った味み噌そで、味見をさせてもらったが、なかなかいい味がしている。

　これを出だ汁しで割れば、いい熊鍋ができるだろう。

「!?」

　男の魔族とすれ違った。

　牛の様な角と紫色の肌をした二メートルほどの人型の魔族だ。おともに牛の魔物を連れている。

　狂牛族。魔族の中でも危険視されている種族だ。

　今、連れているのは小型の魔物だが、戦場では超大型の牛の魔物を操る。

　とてつもない速度と力で突進するタフな牛の魔物の群れを意のままに操るうえ、彼ら自身も人間とは比べ物にならないほどの頑強さと力を持っている。

　どんな強固な城壁もその突撃力の前では無力。守りの騎士を軽くはじき飛ばし城壁を砕き、あとに続く魔物たちの通り道を作る理不尽な暴力。

　もっとも人間に恐れられている魔族が、人間の店でにこやかな表情で買い物をしている。

　事前情報では知っていたが、この目で見るとやはり驚いた。

　一通り買い物を済ませて宿に向かう。

　野菜を買った店の店主にすすめてもらった宿だ。そこも店主が魔族で驚かされた。
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　俺たちは借りた部屋に荷物を下ろし、そのまま雑談を始めていた。

「本当にこの街は人間と魔族が共存しているんだな」

　共存とは名ばかりで、実際は魔族に支配されているのではと疑っていたが、そんな疑い、一瞬で吹き飛んだ。

「ですね、魔族のかたが普通に買い物をしているだけじゃなくて宿屋までやってるなんてびっくりです」

「魔族だけど、いい人だった」

　セツナの頰ほおが膨れている。

　怒っているわけではなく、果物をもらい、口に含んでいるからだ。

　宿屋の店主が形が悪く酒場で出せない果物をセツナにプレゼントしてくれた。

「間違いなくいい人だ。調理場を借りたいと言ったら、持ち込んだ食材で料理してくれるって言ってくれたしな」

　なかなかいいサービスだ。

　すでに肉は【浄化】済みで、あとはどう料理しても問題ない。自分で作るよりプロに任せたほうがいいだろう。

　俺たちはしばらく雑談をしたあと、この宿の中にある酒場に向かった。
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　酒場にやってきた。人間と魔族が笑いながら酒を飲んでいた。席はだいぶ埋まっているようだ。

「お客様、すみません。空きテーブルがなくて相席でもよろしいでしょうか？」

　店員が申し訳なさそうに問いかけてくる。

　頷うなずくと、先客に確認をとってくれた。

　六人掛けのテーブルに二人で飲んでいる人間たちがいた。二人とも中年の男性だ。雰囲気で商人だとわかる。

「どうぞこちらに」

　店員に案内される。

「相席、すみません」

「いいって、気にすんなよ。この店の料理はうまくて安いからな。いつもこんな感じだ。安くできるのは客が多いからだ。相席ぐらいで文句は言わんさ」

　商人は、もう酒が入っていて上機嫌だ。

　よくよく見れば、この商人は俺が野菜を買った店の店主だった。

「んだんだユースラの言う通りだ。おっ、兄ちゃんの連れ、すげえ美人じゃねえか。美人と飲めるなら、オラも大歓迎だ」

　また、これか。美少女はいろいろと人生で得をするようだ。

「フレイア、酒を注ついでやれ」

「はい、ケヤルガ様。……どうぞ」

「こいつはありがてえ」

　フレイアに命じて酒を注がせる。

　いろいろと話を聞かせてもらいたい。気分よく飲んでもらおう。

「店員さん、この店で一番おすすめの酒を五つ、二つはこちらの方々に」

「おっ、兄ちゃん。おごってくれるのか」

「これも何かの縁ですし。いろいろとお話を聞かせてください。この街に来たばかりで知らないことばかりなんです」

　人好きする顔で微笑ほほえみかける。

　ケヤルガの顔は、情報収集をしやすくするため、人に好かれやすいような顔にしてある。

「兄ちゃん、気前がいいね。ありがたく、いただくよ。よし、この街の先輩としていろいろと教えてやる」

　俺は運がいい。

　年季の入った商人たちは、最高の情報源だ。自然な流れで彼らから情報をもらえるのはありがたい。

「この街は魔族と共存していると聞いてはいましたが、まさかこうして、同じ酒場で飲んでいるほどとは」

「そりゃ、初めからこんな関係ができてたわけじゃねえんだ。十年前に、この街は見捨てられた。絶望的な戦いになるかと思ったんだが、領主様が魔族と交渉をしてな。たまげたなぁ、あのときは」

　共存は人間が持ちかけたのか。

　その領主はまともな神経ではない。

「それを魔族は受け入れたんですね」

「ああ、最初は大変だったがな、話しているうちにあいつらも人間じゃねえが、人だってわかったんだ。人なら、うまくやっていけるだろ。お互いに助け合って、譲り合って、よりよい生活のために頑張ってるんだ」

　この言葉には、人間というのも種族の一つであり、魔族や亜人と区別していないという価値観が根底にある。

　この価値観が根付くまで、どれだけの時間と経験が必要なのか、俺には想像もできない。

「魔族に助けられている……ですか？」

「魔族っていうのはすっげえのよ。人間がやれば一年かかる開拓も魔物を使役して一週間で終わらせちまう。魔族の魔術ってのもいろいろあって、それが農業とか、工業とか、酒造りとかにも使えんだ」

　なるほど、労働力の提供と魔術の恩恵を受けているのか。

　この街が豊かなのも納得がいく。

「それをして魔族側にはなんの利益が？」

「魔族側には文化がなかったのよ。うまい野菜の作り方や、家畜の育て方、酒の作り方に、料理、心を弾ませる音楽、演劇、他にもいろいろ。労働力を提供する代わり、魔族は人間の文化を楽しむことができるようになった」

「素敵な関係だ」

「それに、人間は魔物の餌を提供しているからな」

　思わず、眉を顰ひそめる。

　魔物は魔力がある生き物を好む。だから、魔力を持つ人間や亜人を襲って喰くらうのだ。

　まさか、この街の人間を喰わせている？　一部の人間を生いけ贄にえにして安全を買っているのか？

「あんちゃん、勘違いしてねえか？　べつに人間を喰わせてるわけじゃない。これだよ」

　服の袖をまくり上げると、そこには刺し傷がいくつかあった。

「この街じゃ、税金の一部を血で払うんだ。月に一回、酒瓶にいっぱいの血を渡すと、うんと税金が安くなる。血が嫌な奴はふつうの税金を払えば済むから強制じゃねえ。人間は魔物の労働力と魔族の魔術の力を得る。魔族は文化と、魔物の餌になる血をもらう。俺らはうまくやってるよ。納得ずくでな」

　魔力は血に宿る。

　この制度なら定期的に十分な量の血がとれる、最高の魔物の餌だ。

　人間を襲うよりもよほど効率がいい。

　魔族にとって、人間が牛を飼い乳をしぼるのと同じというわけだ。

　ブラニッカは、魔物の餌を生むための牧場という見方もある。

　共存共栄、ブラニッカは頭のいいやり方をしている。

「面白い話を聞かせてもらいました。気になるのは、魔族たちが暴力を振るわないのか、です。ずっと敵だって思っていたから気性の荒さが心配で」

「そら、暴力を振るうこともあるさ。でもな、人間だって同じだ。悪い奴も暴力を振るう奴もいる。それも含めて同じ人だ」

　商人は酒をうまそうに飲み干す。

　だいたい見えてきた。

　俺が知りたかった情報の一つは、フレア王女の妹、ノルン姫がどんな口実でブラニッカを滅ぼそうとしているかだ。

　今聞いた話をまとめると、中から見れば素晴らしい街だが、外から見れば魔族に支配されているともとれる。

　実際に、この街にいる人間たちは血を差し出し続けているのだから。あのノルン姫が、この街を滅ぼす口実にするには十分な理由だ。

　さて、ノルン姫の目論見はわかった。

　……だが、わかったとしても俺が動く理由がない。ノルン姫は現時点では俺に害をなしていない。復ふく讐しゆうはできない。

　村のみんなの処刑に関わっている可能性があるが、まだそれは推論の段階。

　たとえば、この商人がノルン姫の率いる王国軍の襲撃で殺されればどうだろう？

　だめだな。俺は彼のことがさほど好きになれない。

　彼が目の前で殺されても復讐心に火がつかないだろう。




「すみません、お客様。もう一人、相席してもよろしいですか？」

　そんなことを考えていると大豆味み噌そと熊肉の香りが胃袋を直撃する。

　店員が熊鍋を持ってきてくれたようだ。それだけでなく、相席の許可を求めてきた。




　商人二人組が頷いたので、俺も頷く。

　すると、店員が一人の少女を連れてきた。ぼろぼろのローブで全身を包んでいる。
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　その顔を見て、驚いた。彼女はずっと探し続けた少女だった。

　そう、その顔は間違いなく一周目の世界で俺が殺した魔王。俺の知る魔王より幼いが間違いない。

　だが……、銀色のはずの髪は黒。そして栄養状態が悪いのか頰がこけていた。

　うまく隠しているが、とんでもない量の魔力を内に秘めている。……この子なら四年後に魔王になっていても不思議ではない。

「これで出せる温かいものをお願い、量がたくさんあると助かるよ」

　しかし、そんな強大な存在である彼女の懐具合は寂しいようだ。

　ポケットから銅貨を何枚か見せる。

　店員は頷き、去っていく。

　あれなら、肉の切れ端が入ったパン粥がゆがせいぜいだ。

「兄ちゃん、知ってるか。魔族っていうのは、いろんな町や村を作って国もあって王もいる。だけどな、どの国の王よりもえらい奴がいるんだぜ。魔王って言ってな。どんな魔族だろうが王様だろうが、魔王には絶対服従だ」

「ああ、知っていますよ」

「どんな奴だろうな。きっと、すっげえムキムキでデカくて。ツノとか何十本もあるんだろうな。考えただけでしょんべんちびりそう」

　面白い想像だ。実に魔王らしい。だが、俺の知る魔王とは全然違う。

「いや、案外可愛かわいい女の子でしたよ」

「兄ちゃん、会ったことがあるみたいだな。詳しく聞かせてくれよ。可愛い女の子ってどんなのだ」

　まったく信じてはいないが、面白い冗談だと思って商人が乗ってくる。思わず、俺も悪ノリしてしまう。

「強いて言うなら、俺の隣にいるのが魔王です」

　とびっきりの冗談をかました。

　さて、この俺が知る未来の魔王はどんな反応をするのだろうか。
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　一度目の世界と、今回の世界では魔王の姿が変わっていた。

　一度目では銀色の髪をした美少女で黒い翼の堕天使。

　だが、今回の世界では悪魔の角をもつ大男。

　一度目の世界で出会った魔王の情報を集めようと、魔族と人間が共存している街に来たのだが、驚いたことに酒場で情報収集をしていると探していた本人がやってきた。

　似ているだけで別人の可能性もゼロではない。

　いろいろと相違点がある。年齢が一度目の世界では十代後半だったが、隣にいる少女は十代半ばに見える。銀色の髪は黒くなっていた。

　それを確かめるために、あえて爆弾を放り込んでみた。

「強いて言うなら、俺の隣にいるのが魔王だ」

　さて、この少女はどんな反応をするだろうか。

「おいおい、そんな子が魔王なはずねえだろ。俺だって勝てそうだぜ」

　酒のせいで上機嫌な商人は大笑いする。

　まあ、この人たちの反応はどうでもいい。俺が気にしているのは少女の反応だ。

「いきなり、人のことを魔王呼ばわりするなんて。お兄さん、そうとう酔ってるね」

　少女はローブで顔を深く隠して明るい声をあげる。

　無難な返事だ。

　思えば口調も記憶の中の魔王と違う。一度目の世界よりもずっと子供っぽい。魔王になってから口調を変えたのだろうか。

「酔っているわけじゃないさ。俺の知っている魔王によく似ていたから」

「……魔王に会ったことがあるの？」

「遠い昔にね」

「そう。でも人違いだよ。私はただのしがない魔族……今日の食事に困るぐらいのね」

　彼女が自嘲すると、食事が運ばれてきた。

　想像どおり、野菜くずと干し肉のかけらが浮いた粥だ。

　彼女は、それを実に美お味いしそうに食べる。

　ぐうっとお腹の音が聞こえた。

　セツナのお腹の音だ。あつあつの熊鍋が目の前にあるのに、俺が手を付けないせいでお預け状態だったためだろう。

「フレイア、セツナ、俺たちも食べようか」

「……ん。お腹空いた」

「こんないい匂いのするお鍋をがまんするなんて拷問でしたよ」

　セツナが照れて赤くなった顔を逸そらし、フレイアは熊鍋を取り分けていく。

　いい匂いだ。大豆味噌の出だ汁しでたっぷりの熊肉と青野菜を煮込んでいる。

　熊肉も美味しそうだが、肉と出汁の旨みをたっぷりすった野菜も楽しみだ。

「これはうまいな」

「今まで食べた中でも、かなり美味しいほう」

「ですね。シンプルな料理なのに、どうしてこんなに美味しいのでしょうか」

　口に入れた瞬間、力強い熊肉の旨みが広がる。味噌がしっかりと肉の旨みを受け止める。

　よく味わってみると、肉に塩とスパイスを練り込んでいる。これのおかげで獣臭さがないし、柔らかくなり旨みも増している。

　スープも味噌をただ溶いただけでなく、いくつかのキノコで丁寧に出汁をとっている。

　この酒場の料理人はいい腕をしている。

　市場で買った野菜も鮮度も味も抜群で、肉と交互に食べるといつまででも食べられそうだ。

　うまいだけではなく、魔物の因子が肉体に適合し物理攻撃の素質値が上がっていくのを感じる。また一つ強くなれた。

　ただ……。

「いくらなんでも、量が多すぎたな」

「たくさん食べられるのは嬉うれしい……でも、ちょっと限界」

「さすがに、これ全部食べたら太っちゃいますね」

　調理を頼んだときに熊肉は二キロほど包んで渡したが、肉をすべて使い切って鍋を出してくるとは思わなかった。

　セツナもフレイアもわりと食べるほうだが、野菜と合わせると一人あたり一キロを超える量だ。熊鍋以外にも、いろいろとつまみを頼んでいるし、パンと酒まで腹に入れている。さすがに、俺たちだけでは食べきれない。

　また、お腹の音が聞こえた。

　今度は、セツナではなく、魔王（仮）の少女だ。

　少女の頼んだお粥では、量が少なくてお腹を満たしきれなかったのだろう。

「俺たちだけじゃ、食べきれそうにない。残すのはもったいないし、手伝ってくれないか？」

「施しを受ける理由がないよ」

「施しじゃないよ。せっかく作ってもらった料理を残すのはもったいないしさ、魔王と勘違いしたお詫わびかな」

「……そういうことならもらう」

　フレイアに目配せすると、彼女は取り皿に大盛りにした熊鍋を魔王（仮）に渡す。

　それを受け取った瞬間、彼女は無邪気に微笑ほほえんで深紅の瞳を輝かせる。

　そして、勢いよくかきこんでいった。

　可愛らしい。

　俺たち全員で挑んでも全滅させられかねないほどの魔力をもった危険な魔族なのに、見ているとほっこりとした気持ちになる。

「ぷはっ、美味しかった。ありがとう。あなたいい人間だね。どうして私を魔王と間違うかな」

「さっきも言っただろ。昔、魔王に会ったことがあるって。銀色の髪をした少女だった。深紅の瞳をしていてね。黒い天使の翼が綺き麗れいだった」

　俺がそう言った瞬間、少女の目の色が変わる。

「銀色の髪と、黒い翼の魔王？　なんであの人を……それに、私とはぜんぜん」

「君のことじゃないよ。ただ、俺の知っている魔王はそうだったってだけで」

　少女の目には敵意すら宿っている。

　ローブで隠していた翼を見破られて怒ったのかな。

　もしかしたら、髪のほうも染めているだけで実は銀色かもしれない。

「おいおい、兄ちゃん。滅多なことを言うもんじゃねえぜ。銀の髪はともかく、深紅の瞳に黒い翼って言ったら、黒こく翼よく族の特徴だろ」

　商人が笑いながら会話の内容に口出ししてきた。

　知らない種族だ。

「だとしたら、まずいんですか？」

「まずいもなにも、今の魔王が根絶やしにすることを決めた種族じゃねえか。種族全体に懸賞金がかけられていてな。しかも生死は不問ときやがる」

　なるほど、だからこうして少女は変装しているのか。

　現魔王が皆殺しにすると決めるほど、警戒されている種族。

　ちょっと興味が湧いてきた。

「もし、この場に黒翼族なんてものが現れたら」

「殺し合いだな。なんせ、孫の代まで遊んで暮らせるぐらいの懸賞金だからな。先に獲物を奪われないように獲物の前に競争相手を消そうとここにいる全員で殺し合う」

　すさまじく物騒な話だ。

　少女の顔色を見る。

　表情が消えていた。周囲を警戒している。

「えっと、名前はなんだっけ」

「君に名乗る気はないよ。私はそろそろ行く。ごはんも食べ終わったし……死にたくなかったら余計なことに首を突っ込まないで」

「忠告はありがたいが、さっそく首を突っ込もうか。窓に向かって全力で防御。やらなきゃ、死ぬ」

　親切な俺は彼女に素敵なアドバイスを贈る。

　俺に全幅の信頼を置いているフレイアとセツナはすでに防御態勢に入っている。

　さて、魔王（仮）の少女はどうするか。

　窓のほうを見て、目を見開く。

　素直でよろしい、彼女の力なら死なずに済む。

　魔王（仮）の少女は手を窓に向けて、全力で防御の魔力結界を展開した。

　すさまじいな。術式自体は、はっきり言って未熟もいいところ。だが、めちゃくちゃな魔力放出量で防御力は超一級。

　そして、次の瞬間すさまじい轟ごう音おんがした。

　窓が吹き飛ばされ、炎の魔力が吹き荒れる。

　セツナはフレイアの張った結界に隠れ、俺は魔王（仮）の少女の後ろに隠れていた。

　自力でも防げるが、魔力の無駄遣いは避けたい。

「っ、君のせいで」

　魔王（仮）の少女は魔力結界に力を込めながら苛立たしそうな声を上げる。

　襲い掛かる炎の魔術は単発では終わらない。二の矢、三の矢が降り注ぐ。だが、強力な魔力結界は揺らがない。

「俺のせいじゃない。この炎の魔術、いろいろな魔力が混ざってるだろ。複数の術者による連携魔術、地脈の力も使ってるから儀式魔術だな。最低でも、陣の構築に一時間はかかる。何が言いたいかっていうと、おまえがこの店に来ることはとっくに襲撃者にばれていて、ゆっくりと儀式魔術を準備する時間すらあった。これは計画的な攻撃だってことだ」

　まったく、失礼な。

　俺のせいで正体がばれて襲撃されたなんて言いがかりもいいところだ。おそらく、この少女はしばらくこの店に通っていたのだろう。行動パターンを読まれて襲撃されるなんて間抜けなやつだ。

「ううう、そうかもだけど」

　少女が悔しそうな顔をしている。

　意外に余裕がある。フレイアですら、冷や汗を流しながら必死で防御するぐらいの威力の儀式魔術をあっさりと防ぐとは。魔王ならこれぐらいはできるか。

　少女や俺は無傷だが襲撃の余波で店内は地獄だ。店員と客は焼け死ぬか逃げている。

　いい店だったのに、ひどいことをする。

「親切ついでにもう一つアドバイス。こういう派手な攻撃を行う場合、たいてい陽動だな。これだけの火力を使う以上、おまえの力を相手はかなり警戒している。となれば相手も儀式魔術一つで終わるなんて楽観視はしていない。想定されるのは一方向に意識を集中させておいて、死角からの不意打ち。感知し辛い魔力が通わない攻撃を使う。俺なら毒矢かな」

　はじめて、少女の顔に焦りがでる。

　少し意外だ。今回襲撃してきている相手はかなりの手て練だれだ。これぐらいを想定できない魔王（仮）の少女が今まで生き延びてこられたとは思えない。

　もしかしたら、今までは手練れの護衛でもいたのかもしれない。

「ご忠告ありがとう。でも、余計な心配だったね。だって」

　彼女の言葉がそこで途切れる。

　クロスボウの矢が彼女の太ももに突き刺さっていた。強力な麻ま痺ひ毒どくが塗ってあるようで、その場に崩れ落ちる。

　炎の魔力弾が止む。

　クロスボウを射った男は、店内に潜んでいた。さすがは俺だ。予想通りの展開になった。

　魔王（仮）の少女はクロスボウを射った男をにらむ。

　男は魔族だった。狂牛族。目には下卑た光が宿っている。

　さて、どうしたものか。

「俺を雇わないか？　報酬は出世払いでいい。雇わなければ、あいつにさらわれるか、殺されるか、どちらにしても愉快なことになると思うぞ」

　俺を雇っても愉快なことになるだろうが、それはそれだ。とりあえず、この窮地からは脱出できる。

　麻痺毒でしびれ、意識がもうろうとしていた少女は唇を震わせる。

　もう、声はでないようだ。

　だが、何を言ったかはわかる。「助けて」

　よろしい。少女は運がいい。俺は正義の味方だ。か弱い少女の懇願に応えよう。

「わかった。というわけで、そこの魔族。俺は彼女を守る。俺が守る以上、彼女を連れ去ることはできない。おとなしく帰ってくれないか」

「カヨワキ、ニンゲンガ。ワレラニ、ハムカウトハ、オロカ」

　狂牛族は一人ではないらしい、店内だけで三人いた。

　外から、儀式魔術を放った連中もこちらに向かっている。

　それにしても、このいかにも魔族な発音。駄目だ、笑いそうだ。

「ナニガ、オカシイ」

「ごふっ、いや、なんでもないよ。忠告だ。俺は、温厚で紳士的かつ正義感にあふれる素敵な青年だが、どうしても許せないものが一つだけある」

　そう、俺の唯一といってもいい欠点だ。

　その一点においてだけひどく短気になるし、加減ができない。

「俺は、俺から奪うやつを許さない。おまえたちはすでに俺のお気に入りの店をめちゃくちゃにした。万死に値する。しかし、慈悲深い俺は、おまえたちの仕事の邪魔をしてしまうことに、若干の罪悪感があるのでそれは許そう。だけど、俺の新しい玩やとい具ぬしまで奪おうとするなら……殺すしかないな」

　そう、はっきり言って、こいつらはまだ生きていられることを俺に感謝しないといけない。

　あくまで、俺の慈悲深さによって、まだ呼吸が許されているだけにすぎない。

「ウルサイ、シネ」

　狂牛族の男が剣を抜いた。自殺志願者なら、その望みを叶かなえよう。

「残念」

　剣聖から【模倣ヒール】した技能、【見切り】と【縮地】の複合技。

　相手の呼吸のリズムに合わせ、呼吸の合間、注意力が薄れる一瞬を見計らい距離をゼロにして触れる。

「【改悪ヒール】」

　体を作り変える魔術で、心臓の出口に軽く蓋をしてやる。

　それだけで人体は壊れる。それは魔族であろうと変わらない。

　狂牛族の男が全身を痙けい攣れんさせて倒れた。

　残り二人の狂牛族が動揺する。俺相手に一瞬でも隙を晒さらせば即死だ。丁重に屠ほふってやろう。

　残り二人も、一人目と同じように倒れる。

「フレイア、セツナ、逃げるぞ。今、倒れた少女に護衛として雇われた。彼女を守るために全力を尽くす」

「ん。わかった。でも、今回はいろいろといきなりすぎる」

「セツナちゃん、ケヤルガ様にはきっと深い考えがあるんですよ！　今は黙ってついて行きましょう」

　フレイアとセツナが駆け寄ってくる。

　魔王（仮）の少女を肩に乗せる。

「うわ、乱暴にしないで」

「もうしゃべれるんだ。麻痺毒は抜けたのか？」

　俺の診たてではゾウですら半月ぐらい身動きできなくなるタイプの毒に見えたが。面白い体をしているな。

「まだ歩くのは無理だけど、ちょっとぐらいなら。ねえ、なんで君は私を助けたの」

　本当のことは言えない。

　適当にごまかさないと。

「ノリと勢い」

　魔王（仮）の少女だけでなく、フレイアとセツナの視線まで痛い。

　適当な言い訳を考えたが、適当すぎたようだ。

「冗談だよ。大事な話だから、あとでゆっくりと話すさ」

　下手なことを言うわけにもいかない。まだ、この少女の正体すらわかっていないのだから。

　だから、時間稼ぎだ。

「それより、治療しよう。俺は回復術士ヒーラーだ。それぐらいの毒、簡単に抜けるぞ」

「うん、お願い」

　許可をもらったので、【回復ヒール】をする。

【回復ヒール】により、記憶を読み取っておこう。

「なるほど、そういうことか」

　そうか、やはりこの子は一度目の世界の魔王か。

　面白いことになりそうだ。やはり、魔族の側からでしか見えない真実というのもあるんだな。

　顔のにやけが収まらない。

　まずは、安全なところに退避してからこれからの計画を考えよう。
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　肩に温かな重みを感じる。

　少女を一人抱えて、セツナ、フレイアと共に疾走していた。

　彼女は一度目の世界で魔王として敵対した少女だ。

　なぜかこの街ではローブで姿を隠していたし、今日の食事にも困っているような懐事情だった。

　彼女の実情に探りを入れている最中に、魔族に襲撃されてしまい、今は逃げている。

　敵は人ごみに紛れて追走してきていた。

「どこに逃げるつもりなの？」

「スラム街が東にあるって聞いたからな。あそこなら廃屋の一つや二つはあるだろう」

　担がれている少女が問いかけてくるので答えた。

　街の外に出ることも検討したが、テントや寝具などはすべて宿屋に置いてきている。

　夜の山で装備なしで一晩過ごすのは俺やセツナなら大丈夫だが、素人にはきつい。

「ケヤルガ様、敵がまだ追ってきてる」

　セツナが鼻をひくつかせながら警告してくれる。

　店内の連中は始末したが、複数人がかりで魔術を放ってきた連中は始末できていない。

　セツナは匂いを覚えているので、振り返らずに追っ手の存在を確認できる。

「フレイア、対処を任せる」

「ちょっと待ってくださいね。セツナちゃんに確認して特定をします」

　特定と言っているのはセツナが匂いを覚えている魔族と、【熱源探査】で捉えた魔族が合っているかの確認だ。

　追いかけてきているので間違いにくいが、無関係な人間を巻き込む可能性がある。そういうのは俺の主義に反するのでしっかり特定が必要だ。

　フレイアが指さした魔族をセツナが確認し、頷うなずいた。

　あとは、【熱源探査】の感覚に従って魔術を放つだけ。

【熱源探査】で一度捉えれば、障害物に隠れようがどれだけフェイントを入れようが、数値としてフレイアの頭に直接位置情報がフィードバックされるので逃れられない。

「ケヤルガ様、殺していいんですか？」

「頼む、他人は巻き込むなよ」

「かしこまりました。では……」

　角を曲がり、この道には他の通行人がいないことを確認したフレイアはある程度走ってから足を止める。

　しばらくすると、追走してきた三人の魔族が角を曲がってくる。

「【氷槍風弾】」

　氷の槍を作り出し、圧縮した空気で打ち出す。

　風属性と氷属性の複合魔術だ。

【熱源探査】で得られたデータから未来座標を想定しつつ、連射する。

　氷の槍の雨が降り注ぎ、回避しようとした敵は捉えられ、防御しようとした敵は貫かれる。

　追跡してきた魔族も手練れだが、【術】の勇者の強力な複合魔術を食らえばひとたまりもない。

「騒ぎになる前に、ここを離れるぞ」

「はい」

「ん」

　二人が頷き、スラム街に向かって走り出した。





◇






　スラム街に廃屋は多かった。

　おかげで隠れるには好都合だ。

　人の住んでいる気配がない建物を選び、中に入ってから簡単な結界をかける。

　中にはほこりやゴミが散乱しているが、掃除をすれば住めるだろう。

「セツナ、フレイア、掃除を頼む。俺は新しい雇い主と話がある」

「かしこまりました。気持ちよく眠れるようにがんばります！」

「……余計なことをしてセツナの仕事を増やさないで。セツナの言うことだけすること」

　フレイアは、元が王女なので家事全般がかなり苦手だ。

　頭はいいので物覚えはいいのだが、初めてのことをすると、だいたい大惨事を引き起こす。

　それを見越してセツナが釘くぎを刺した。

「悪いな。俺も話が終わったら手伝うから。さて、話を聞かせてもらおうか」

　肩の荷を下ろす。

　ずっと担いでいたせいで妙に肩が凝る。

　まあ、話を聞かなくてもすでに【回復ヒール】した際に記憶はもらったので状況はわかっている。

　その際に、記憶だけでなく技能まで得た。

　魔物の技能は【模倣ヒール】できないが魔族はできるのか。初めての経験だったので少し驚いた。

「一体、何が目的なの」

　警戒心丸出しの目で、魔王（仮）の少女は俺を見ている。

　善意だけで強力な魔族から自分をかばう人間がいるわけがない。

　疑うのは当然だ。

　むしろ、ここで無警戒で俺たちに感謝するバカなら、さすがに見捨てる。

「黒い翼に銀の髪、紅あかい瞳の魔王に会ったことがある。俺はどうしても彼女に会いたかった。会って話をしたかったんだ」

「あれは冗談じゃ」

「冗談でこんなことができるわけがないだろう」

　あの状況において正しい行動というのは、少女を見捨ててさっさと逃げることだ。

　少女を助けたことにより、彼女を追いかける組織に顔が割れた。

　襲撃者の背後に誰かがいることは間違いない。この街での行動にかなりの制限がかかった。

「……でも、おかしいよ。だって、黒翼族が魔王だったのは三十年以上前までだもん。人間ってすぐにおじいちゃんになっちゃうんだよね？　君はどう見ても若いから噓うそに決まってる」

「そうだな。俺たちが会うのは未来だ。四年後、俺は魔王に出会う。そう、おまえとだ」

　あまりにも唐突な物言いに、少女は茫ぼう然ぜんとした顔をする。

「何を言ってるの？」

「この瞳なら未来を見ることができる」

【翡翠眼】を発動させる。俺の眼が翡翠色に輝く。

【翡翠眼】に未来を見通す能力なんて存在しない。だが、ある程度魔術の素養がある者なら、力のある魔眼ということはわかるはずだ。

「俺と出会う未来の魔王だから助けた。これ以上の説明は必要か？」

「……わたしが、未来の魔王、笑えない冗談だね」

「冗談じゃないさ、実際にこの目で見た」

　俺はそう言って笑いかける。

　少女は戸惑っている。

　俺の言葉を信じていなくても、魔王候補であることがばれたと思っているのだ。

　彼女は手袋でおおわれている左手をさする。

　そこには刻印がある。

　未来うんぬん言ったのは、女の子はだいたい未来とか運命とかいう言葉に弱いし、彼女の境遇を考えると説得が楽になりそうなので考えてみた『設定』だ。

「人間って弱くて、魔術もろくに使えないと思ってたけど変な力を持っている君みたいなのもいるわけだ」

「まあな、ただ弱いというのは訂正してもらおうか。罠わなかどうかを疑っているようだが。……もし害するつもりなら、今のおまえ程度、罠に嵌はめるまでもない。なにせ、俺は勇者でおまえより強い」

　手袋を脱いで、手の甲に刻まれた刻印を見せる。

　勇者のみに刻まれた証。

「改めて名乗ろう。俺は【癒】の勇者ケヤルガだ」

「っ!?　君は勇者だったんだね」

　少女は警戒心を強め、戦闘態勢に入る。

　戦いになるのはめんどうだが、それならそれで構わない。実力でわからせるのも一興だ。

　間違いなく勝てる。俺の【翡翠眼】は、魔王（仮）の少女のすべてを見通していた。
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　合計素質値が６００なんて初めて見た。

　俺やフレイアのような勇者ですら５００台。レベルも50を超えている。

　技能とスキルも優秀だ。

　人間に使用不能な、光と闇の魔術を使いこなし希少な召喚魔術まで持っている。

　独自の戦闘術である【黒翼武闘】も非常に強力。

　技能は一応すべて【模倣ヒール】したが、【眷けん属ぞく召喚】は、眷属への誘いという前提スキルがないと使い物にならない。【暗黒魔術】や【神聖魔術】は今後、必要に応じて使わせてもらおう。

　俺はレベルでも素質値でも、技能、スキルの優秀さでも負けているが、さきほどの襲撃で見ていた限り、少女には絶対的に経験や技術が足りていない。やりようはいくらでもある。

　それに彼女はＭＰをほとんど使い切っていた。

「戦ってもいいが、その前に話を聞いてくれ。たしかに勇者は人間が使う魔族殺しの道具だが、俺は魔族との共存を望んでいる。俺がおまえを助けたのは、人間と魔族のふざけた争いを終わらすために、おまえが次の魔王になったほうが都合がいいと思ったからだ」

「君がわたしの何を知ってるの」

「未来で会ったと言っただろう。少なくともおまえを追っている奴らの望む通りになるよりは、おまえが魔王になったほうがいい。だから、それまで守ってやる」

　彼女の記憶を覗いて、魔王候補であることはわかっていた。

　魔王の死が近くなると、二十の種族に一人ずつ手の甲に魔王候補の証が刻まれる者が現れる。

　そして、魔王が死ぬと同時に、そのいずれかに継承が行われる。選ばれる基準は不明だ。

　三十年前、黒翼族の魔王が死に別種族から魔王が選ばれた。

　その魔王は弱い魔王だった。他の候補を卑ひ怯きような策略を駆使して殺すことで選ばれ、先代魔王の種族である黒翼族を徹底的に冷遇し、権力を引きはがした。

　名君とうたわれた先代と比較されることが耐えられなかったし、自分以外に権力があることが許せなかった。

　そのコンプレックスから必要以上に黒翼族と、先代魔王と親交が深かった種族すべてを追いやった。

　そして、死期が近づき黒翼族に魔王候補が現れたとき、どうしようもなく怖くなった。再び黒翼族から魔王が現れれば、自分が行った黒翼族への仕打ちの報復を受けるのでは？　その不安を解消するために魔王の権限で黒翼族を皆殺しにすることを決めた。

「信じられない。やっぱり、君には……勇者には頼れない。助けてもらったことには感謝する。だけど、ここでお別れだよ」

　彼女は背を向けた。

　予想通りの反応。

「それでいいのか？　お前みたいな強いだけの子供が一人で何ができる。実際、俺が手助けしないと死んでいたな。これからもそうだ。おまえに足りないものを教えてやろう。逃げるための知恵が足りない、警戒心が足りない、逃走費用が足りない、仲間が足りない、志が足りない、覚悟が足りない」

　強いだけの相手を殺すなんて簡単だ。

　二十四時間張り付いて、無防備になるまで待ち続ければいい。

　どんな強者もどこかで隙を晒さらす。組織的な行動をできる集団であれば彼女を殺せる。

「うるさい！」

「そんな様子だと、また背中の翼が重くなるな」

　魔王（仮）の少女が振り向く。

　彼女の翼には、無数の同族の魂が宿っていた。

　現魔王によって殺された黒翼族の魂は死後、すがるように、魔王になって恨みを晴らしてくれと彼女のもとに現れる。

　一度目の世界で彼女が使役していた堕天使たちのほとんどは現魔王に殺された黒翼族だ。

「いったい、君はわたしに何をしろって言うんだよ！」

　駄だ々だをこねるように、少女は叫ぶ。

　今まで感情を抑え込んでいた。

　一週間前まで、彼女の周りには護衛の黒翼族がいた。だが、殺された。

　一人になり、気持ちを抑えつけ耐えに耐えて、逃げ続けてやってきたのがこの街だ。

　張り詰めた心がついに決壊した。

「俺と一緒にいればいい。守ってやる。足りないもの全部、俺が補ってやれる。望むならもっと前向きな選択肢もあるぞ」

「……前向きな選択肢？」

「今の魔王を殺して、さっさとおまえが魔王になる。今の魔王が死ねば即座に次の魔王が選ばれるんだろう？　候補者は無数にいるが、俺が保証しよう。おまえが選ばれる。そうすれば、故郷で震えている同族も救われるぞ」

　少女の目に昏くらい炎が宿る。

　耐えがたいほどの魅力だろう。

　逃げるだけの日々から解放されて、同族たちが救われる。

　何より、同族を皆殺しにしようとして、自分を付け狙う魔王が憎くないはずがない。

　復ふく讐しゆうにおいて、俺はプロだ。同じ道に堕ちてくれれば、操りやすくていい。

「あこがれる。すがりつきたくなる。でも、本当の君の欲望を教えて。じゃないと信じられない。君はどう見ても正義のためなんて、そんな理屈で動く人間じゃない。それぐらい、わたしにもわかる。君の本心は、わたしを守りたいって言ったときと、魔王を殺したいって言ったときにしかなかった」

　少し感心した。なかなか鋭い。俺が言った人間と魔族との共存なんて建前だ。

　俺が欲しいのは二つあった。

　一つは、この少女自身。今はまだ雛ひなだが、かつて敵対した俺ですら見み惚とれるほど綺き麗れいな少女へと成長する。

　彼女の最後に涙を流した姿は美しく感動した。だから、手に入れたいと思っている。

　もう一つは……

「魔王の心臓がほしい。なに、魔王になったおまえの心臓を抉えぐるわけじゃない。今の魔王をぶっ殺すついでだ。それがおまえに望む報酬だよ」

　こっちは、セツナやフレイアには聞かれたくないので耳元でささやく。

　やっぱり知っていたのか、少女が目を見開く。

　魔王の心臓は抉ると紅い宝石になる。

【賢者の石】。かつて、俺はそれを使って世界そのものを【回復ヒール】した。

　この世界で使うつもりはないが、いつでもやり直すための準備をしておきたいのだ。

　とはいえ、残基確保のために、お気に入りの魔王おもちやを殺すのは忍びなく思っていた。もったいないのだ。

　だけど、魔王おもちやが恨んでいる現くそ魔や王ろうであれば趣味と実益を兼ねてぶっ殺して、レアアイテムゲットというわけだ。

「一晩だけ考えさせて。今日は君と一緒に過ごす」

「ああ、よく考えてくれ」

　彼女はきっとこの話を受け入れるだろう。すでに、彼女の目は復讐の魅力にとりつかれた者特有の目になっている。

　こうなれば、こっちのもの。さて、明日からどうやってこの魔王おもちやで遊ぶか考えておこう。
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　未来の魔王に考える時間を与えて、一晩をスラム街の廃屋で過ごした。

　半ば手中にしたようなものだ。

　だが、いろいろと気になることがあった。

　彼女は、現魔王に狙われている。それはいい。

　俺が気になるのは、この少女が到底一人で追っ手を躱かわし続けられるとは思えないにもかかわらず、現実として一度目の世界では無事魔王になっていたこと。

　少女、イヴ・リースは強い。それもとてつもなくだ。

　だが、生物として強いだけだ。感知能力は素人同然、魔術は半人前、武術も身に付けていない。

　高レベルではあるが、【剣聖】クレハと違い壮絶な死闘の果てにたどりついたわけではない。

　魔族は人間と違い、ある程度のレベルを持って生まれてくる。

　彼女はたまたま生まれたときから強かっただけだ。

　先代魔王の血統というだけあり、最低限の教養はあるが蝶よ花よと育てられたお嬢様であり、生活力もなく隙だらけ。俺から見れば殺したい放題。

　結論を言うと、プロに狙われて生き残れるわけがない。

　一度目の世界で生き残れたのであれば、彼女を助ける存在が現れたはず。

　それも現魔王に狙われているにもかかわらず、継承までの間、彼女を生かし続けられるような超一流の守護者だ。

　つまるところ、その超一流の守護者とやらが俺の敵に回らないかを心配している。

　その存在は彼女自身も知らないはず。知っていれば、昨日のような反応をしていない。

「ケヤルガ様、考え事？」

　熱っぽく、少し不安の交じる声をセツナが発する。

　今は早朝だ。

　朝の日課をしていた。

「悪いな、日課の最中に他の女のことを考えるのは少し無粋だった。今はセツナのことだけを考えよう」

　日課の最中ぐらい、セツナを見てやろう。

　セツナのことだけを考えて精一杯可愛かわいがってやるとセツナは喜んでくれた。

「ケヤルガ様、すごく嬉うれしい。もっとぎゅっとして」

「ああ、ぎゅっとしてやる」

　セツナが強く抱き付いてくる。

　しばらくして日課が終わった。これでセツナはまた一つ強くなる。

　セツナはその場で崩れ落ち、息を荒くする。

　そして、俺のほうをとろけるような目で見てくる。

　彼女と唇を合わせる。

　甘えるように舌を絡ませてくる。

　相変わらず、可愛い奴だ。

「なっ、なっ、なっ、君たちは朝っぱらから何をやっているんだよ！」

「ただの日課だ。騒ぐな」

　フレイアは幸せそうにまだ眠っているが、魔王（仮）の少女、イヴは起きていた。

　そして、真っ赤な顔を手で隠しつつ……指の隙間からしっかりと俺とセツナの朝の日課を見ていた。

「騒ぐよ！　なんで、私の前でそんな」

「日課だと言っただろう。掃除が終わったのはこの部屋だけだ。なら、おまえが見ていてもここでするしかないし」

　この廃屋を昨晩、掃除とがれきやごみの撤去をして、なんとか寝られるようにしたが、一部屋が限界だった。

　というより、他の部屋を居住可能にする必要性を感じていない。

　俺たちは追っ手に狙われている。

　気配遮断と侵入者察知、簡単な防御結界を施しているが、その強度と魔術消費は面積が広がるほど指数関数的に増大する。

　プライベート空間の確保のためだけに、何部屋にも結界を広げてその強度を下げ、俺が消耗するわけにはいかない。

　なにより、見られると俺もセツナも燃えるタイプだ。

「わっ、わけがわからないよ。わたしにもそういうことする気？」

　イヴはそう言って、両手で体を抱きしめて後あと退ずさる。

「そんなわけがないだろう。俺は無理やりそういうことをするのは好まない。それに女には不自由していないしな」

　セツナを抱き寄せる。

　彼女は嬉しそうに体重を預けてくる。

　ついでに、寝ているフレイアの尻をもむ。彼女は幸せそうに寝息を立てていた。

「まあ、おまえが欲求不満なら犯してやってもいい。今から犯そうか？」

「余計なお世話だよ！」

　ふむ、しっかり濡ぬらしていたから興味があるかと思ったのだが。

　あんまり突いて機嫌を損ねるのもまずい。

「とりあえず、朝飯にするか。朝食が終わるまでに自分がどうしたいか考えをまとめておくといい。……セツナ、フレイアを叩たたき起こして今日の訓練を始めろ。俺はその間に朝食の支度を済ませておく」

　イヴは熊鍋を勢いよくかきこんでいたが、半分も食べないうちに襲撃を受けた。

　昨晩、イヴのお腹の音がよくなっていた。夜食を提供してもよかったが、ある理由であえて無視をした。

「わかった。少しでも怪しい気配があったらすぐに引き返しつつ、合図を送る」

「そうしてくれ。よくわかっているな」

　セツナの頭を撫なでてやる。

　そうすると、セツナは狼おおかみの尻尾をぶんぶんとふる。

　彼女は服を着て、比喩抜きでフレイアを叩き起こす。

「きゃう!?　いたっ、いきなり何するんですかセツナちゃん」

「フレイアは今日も寝坊」

「はうっ!?　またやっちゃいました……。今日こそ、朝の日課に交ぜてもらうつもりだったのに」

「心配しなくていい、朝の日課に交ざれなくて温存した体力。残さず全部吐き出させるから」

「ひいい、鬼、鬼教官、ケヤルガ様、助けて、いやあああああ」

　セツナがフレイアの首根っこを摑つかんで外に引っ張っていく。

　なんだかんだ言って、あの二人は仲がいい。

　フレイアに自覚はないようだが、一日ごとにしっかりと強くなっている。セツナはいい教師だ。





◇






「君は結局、いい人なの、悪い人なの？」

　俺が淹いれたお茶を飲みながら、イヴは話しかけてくる。

　すでに翼を隠していたローブは脱いでいる。

　美しく黒い翼をあらわにしていた。その翼からは強い魔力と、無数の魂を感じる。

　おそらく、本体とは別に翼の羽一枚一枚に絶大な魔力を貯め込む機能がある。

　少し羨ましい。一、二枚もいで、俺の装備に加工できないか実験したいぐらいだ。
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「俺はいい人だよ。自慢じゃないが、俺ほどいい人はこの世界にはいない」

　穏やかで、紳士的、正義感に満ちたケヤルガ様とは俺のことだ。こんな俺だからこそ、セツナはなついている。

　記憶を奪って洗脳したフレイアも、きっかけはあれだが、なんだかんだ言って洗脳直後より絆きずなが深まっていた。間違いなく俺の人徳によるものだ。

【剣聖】クレハなんて、正攻法でくどいて俺に夢中だし、こんな俺がいい人でないはずがない。

「そういうことを自信満々に言う人にろくな人はいないと思うよ」

「自分を自信満々に悪い人と言う人は、間違いなくもっとクズだぞ。言葉には力がある。いい人と言い続ければ、いい人になるし、悪い人と言えば、当然そうなるし、そう行動する」

　それは一つの真理だ。俺は俺をいい人と言い続けよう。

　噓うそをついているわけではない。彼女は俺の所有物おもちやになる予定だ。

　大事な所有物おもちやたちにとって、間違いなくいい人だ。復ふく讐しゆう対象にとっては悪魔になるが。

「君ってわりと理屈屋？」

「そういうきらいはあるな。まあ、それを置いといて自己紹介をしようか。まだ、おまえに名前を聞いていない。俺のほうはすでに名乗っていたが、改めて名乗ろう。俺は【癒】の勇者ケヤルガだ」

「……黒翼族のイヴ・リース。先代魔王の孫にして、魔王候補の一人だよ」

「イヴ、可愛い名前でよく似合っている」

　ローブを脱いだ彼女は、間違いなく美少女だ。

　十五、六歳ぐらいで、漆黒の髪が白い肌によく似合っている。紅あかい瞳も魅力的。顔立ちも人形のように整っていた。

「それはどうも」

　イヴはこちらのことを警戒していた。

　朝の日課を目の前でやったことも警戒している理由だろう。

　まあいい、彼女がどういう選択をしても俺は構わない。

　魔王になる前に死なれたら困るが、洗脳でぶっ壊し、操り人形にして言うことを聞かせても意味はない。

　俺がほしいのは、未来の成長したイヴだ。あの美しく気高い魔王であって、フレイアのような従順で便利なオナホールではない。

　そんなことを考えながらも、朝食の準備を進める。

　パンばっかりだと飽きるので今日は麵だ。

　小麦粉を水で緩めに溶く。

　それを少しずつスープに流すと、ふわふわむにゅむにゅした白い塊になる。極東料理のワンタンというものに近い形状と食感だ。

　よくスープの味がしみ込んで美お味いしくなるのだ。

　スープのほうには、先日の狩りで得ていた犬の魔物の燻くん製せいをたっぷり入れてある。

　貴重な素早さの素質値が上がる適合因子入りだ。

　本来、素質値を上げる食べ物はパーティ以外に食べさせたくはないが、彼女は特別。

「料理、上手なんだね」

「旅をしているのに自炊ができないのは致命的だぞ。それもイヴの欠点だな。美味しくて栄養がある料理は旅の最大の娯楽だ。心身の疲れを癒し、旅を豊かにする。……いや、セックスが最大の娯楽だから、二番目か？」

「だから、君はなんでそうデリカシーがないんだよ!?」

　正解はイヴのようなタイプの少女には、あけすけな態度をとってわざと怒らせるぐらいが警戒を解かせるのにちょうどいいから。

　これは口には出さないけど、無数の人間の記憶があるのでタイプごとに打ち解けやすいパターンは理解している。

「イヴが俺たちと一緒に来ることを選べば、共に旅をするんだ。変な隠し事をすると肩が凝るだろう？　イヴが結論を出す前だけ、うまく隠して後で文句を言われてもお互い不幸だ。俺は、自分を全部包み隠さず見せると決めているんだ」

「……君って意外にものを考えているんだね」

「大事な仲間候補だからな。さて、そろそろセツナとフレイアが帰ってくるところだ。朝食にしよう」

　結界がセツナたちの帰還を感知した。

　さて、今日の朝食が口に合ってくれるといいんだが。





◇






「ケヤルガ様、今日のスープすごく美味しい」

「はい、この麵、むにゅむにゅして面白い食感ですし、味がしみてたまりません」

　どうやら、スープは好評のようだ。

　燻製した肉を入れると良い出だ汁しがでるし、味つけには例の大豆味み噌そを使っている。

　適当にぶちこんだ山菜のえぐみを大豆味噌が打ち消してくれて食べやすい。

　なにより、パンが続いていたので珍しい麵もどきが嬉うれしいのだろう。

　セツナもフレイアもあっという間に平らげて、お代わりまでした。

　この小麦粉を緩く溶いたものをスープに流す麵もどきは、少ない量でたっぷりと作れるので旅向きだ。

　イヴのほうを見る。

　目から涙がこぼれていた。

「泣くほど、まずかったのか？」

　イヴは慌てて目をこすって涙をふく。

「ううん、久しぶりに安心して、美味しいものを食べて、なんかすっごく温かくなって、なんだろう。涙が止まらないよ」

　無理もない。

　護衛が死んで一週間、世間知らずのお嬢様にすぎないイヴは、常に怯おびえながら、満足に眠ることも食べることもできなかった。昨日は熊鍋を勢いよくかきこんでいたが、少ししか食べられなかったし、狙われているという疑心暗鬼から鍋を味わう余裕なんてなかっただろう。

　油断ならない相手とはいえ、一応命がけで自分を守った実績があり、現時点で害することがない俺に守られて安心して美味しい食事をゆっくりと味わい、緊張の糸が切れたようだ。

　実はこれも狙い通りだ。

　感情論も、俺への警戒も、それらすべてはたった一つの圧倒的な現実の前には砕け散る。

　それは、安全に美味しいものを食べられるという魅力。

　餌え付づけというのは、飢えた獲物相手になら、原始的だがもっとも効果的な方法だ。この方法を否定するものは、本気で飢えたことがないものだけだ。

　胃袋を摑まれた獲物は、生存本能が、もっともらしい理由を無理やりひねり出し理性のほうを勝手に説得する。

　このスープを飲んだ時点で、もうイヴには俺たちと行動を共にしないという選択肢はない。今は、俺の目論見どおりそれらしい、一緒についてくる理由を考えているだろう。

「それはよかった。お代わりもあるからたっぷり食べればいいさ」

「ありがと……美味しい、本当に美味しい」

　ちゃんと味わって、食事を楽しんでいる。

　こんなものでよければ、これからいつでも食べさせてやろう。

　鍋が空っぽになったタイミングで、全員に干したクランベリーを配る。

　山で摘んで、乾燥させたものだ。

「セツナはこれが好き」

「ケヤルガ様、いつも食事の後にこういうのを出しますね」

「健康のためだよ」

　果物でもなんでもいいから、酸っぱいものを食事のあとになるべく取らないといけない。それは俺が【回復ヒール】した冒険者の知識にあった。

　だから、こうして木の実類を見つけては、保存食に加工してなるべく持ち歩いていた。

「甘い、甘いのってすっごい久しぶり」

　こっちもイヴの心の琴線に触れたらしい。本当に美味しそうに干しクランベリーを食べる。

　女、子供はどの時代も甘いものが好きだ。

　一つ一つゆっくり味わって食べている。俺はイヴが食べ終わるのを待つ。

　そして、約束の時間が来た。

「イヴ、朝食のあとに俺についてくるか決める約束だったな。条件を整理しようか。俺が提案するのは、イヴが俺たちと共に行動すること。おまえを追っ手から守ってやる。俺たちは強い。おまえが魔王になるまで安全な旅ができることを約束する。おまえが望むなら、現魔王を殺してやってもいい。そうすれば、数少ない生き残りの黒翼族は助かるだろうさ」

　イヴは、俺の目をまっすぐに見つめる。

「すごく魅力的な提案。でもわたしが返せるものが少なすぎるよ」

「おまえが差し出せるものはいろいろとある。まずは純粋に戦力として優秀だ。技術はまだまだだが、生物として強い。仲間になる以上、無駄飯を食らうだけというのは許さない。その戦闘力、俺たちのために使わせてもらう」

　イヴはもって生まれた力が大きすぎる。

　もし、この才能の塊の少女を本気で鍛え上げればどれほどの化け物になるか、俺も想像ができない。

「次だ。俺は魔王を殺したい。その理由はすでに教えたはずだ。おまえへの刺客を返り討ちにすれば、魔王の情報を引き出せて都合がいいし、イヴの強大な戦闘力は魔王殺しの重要なカードになりえる」

　そして、これは俺のポリシーに関する部分でもある。

　魔王の心臓である、【賢者の石】は喉から手がでるほどほしい。

　そのためには魔王を殺さないといけない。

　だが、自分への誓約として、自らを害さない相手を一方的に殺すことはしない。

　それをしたとたん、俺は正義の味方から、かつて俺を苦しめたゴミどもと同じところまで堕ちる。

　イヴが俺の所有物おもちやになるのなら、現魔王は俺の所有物おもちやを奪おうとする敵になってくれる。

　つまり、楽しい楽しい、復讐の対象者だ。

　俺は、俺から奪うものを何人たりとも許さない。嬉き々きとしてぶち殺して心臓を抉えぐって、【賢者の石】をゲットできる。現魔王を殺すためにもイヴを仲間に引き入れる必要があった。

「本当にそれだけなの？　そんな理由だけでわたしを命がけで守ってくれるの？」

「それだけだ。強いて言うなら、以前も言ったが、俺は魔族と人間の戦いを終わらせたい。おまえが魔王になったら人間と交渉の舞台に立つ魔王になってくれ。魔族の利益のために戦う以外の選択肢を視野に入れてもらえればそれでいい」

「どうして、戦いを終わらせたいの？」

「面倒だからな。意味のない殺し合いなんて。殺し合いをしてもお互い得るものなんてなんにもないだろう？」

　そもそも、魔族との戦争はジオラル王国が他国の援助を合法的に集めるために始まった。やつらのために人間と魔族が血を流し続けるなんて胸むな糞くそ悪い。無意味な悲劇が次々と生まれていくのは、正義感が強い俺としては見過ごせないのもある。

「……私の体目当てとかじゃないよね」

「どれだけおまえは自意識過剰なんだ？　小娘の分際で。まさか自分に惚ほれたから、俺がおまえのために命だけじゃなく、大事な女……セツナやフレイアまで危険に晒さらして守ってやるとでも思ったのか？　自分の体にはその価値があると？　さすがは魔王候補。すさまじい自己評価の高さだな。そこまでの自信は俺にもないぞ」

　イヴは顔を真っ赤にして体を震わせる。膝に置いた手までぷるぷる震えて涙目だ。

　やばい、ちょっぴり図星の部分があったから過剰に反応してしまったようだ。

　これではやりすぎだ。へそを曲げられかねない。

「わかった。わたしは君についていく！　ついていくからには役に立つよ。こう見えて、すっごく強いんだからね。ただ、ちょっと不意打ちに弱いだけで、真正面からなら、昨日の追っ手ぐらいどうとでもなったんだから！」

「暗殺や諜ちよう報ほうを稼業にしている相手と正攻法なら勝てるって、そんなことをドヤ顔で言っている時点で、めちゃくちゃ不安になるんだが。あれだ、魚と陸で徒競走して勝てるって得意顔になっている小娘を見ている気分かな？」

　だめだ、イヴを相手にすると、ほぼ無意識にからかいたくなる。

　そういうオーラをイヴは発している。

「うるさい！　うるさい！　なんでそんな意地悪言うのさ。とにかく、これからよろしくお願いします！　あとわたしは小娘じゃないもん。立派な大人だから！」

　俺は苦笑する。

　何はともあれ、未来の魔王が手に入った。

　これからは、もっと俺の人生を面白くできるだろう。

　とりあえずは、当初の予定通りこの街で情報収集だ。

　妹姫のほうも気になる。

「わかった、わかった。小娘と言ったのは謝る」

「本当はわかってないよね。わたしだって……その気になれば、そういうこともできるもん」

　なぜか、急に意地を張りだした。

　ここまで熱弁する理由がわからない。

　いや、セツナの顔を見てわかった。

　小娘じゃないと言うたびに、セツナは鼻で笑っていた。

　似たような境遇のセツナから見たら、イヴはぬるま湯につかったお嬢様だ。そういう反応をするのもわかる。

　そして、セツナは独占欲が強い。所有物おもちやとして不満を口に出すことはないが、俺が新しい女に手を出すたびに内心では傷ついて、不満を溜めている。

　それでも、我慢して俺に尽くすところが可愛くて、俺は新しい女をセツナの前に連れてくるのが楽しみですらある。

「ううう、証明する。わたしだってできるもん」

　イヴの新たな欠点が一つわかった。

　極度の負けず嫌い。今後のためにも少し矯正したほうがいいだろう。

　何気なく放った一言が、どんな結果を引き起こすか体で知ってもらおう。

「そうか、イヴは立派な大人で、そういうことができるんだな。なら、この場で証明してもらおうか」

　ほら、これは据え膳というものだ。喜んで手を出そう。
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　墓穴を掘ったイヴをからかってみた。

　からかわれた本人は顔を真っ赤にして俺をにらみつけて、乱れた服を直している。

　やれと言われたからやったのに、途中で涙目になって「お母さん！」と叫ばれた。

　あれは、すごく萎える。

　無理やりするつもりはないので、あっさりと中止した。

「男を誘うときはよく考えることだ」

「ケヤルガ様の言う通り。そうやって、途中で拒絶したせいで無駄にケヤルガ様に気を遣わせるなんて失礼」

　セツナもうんうんと頷うなずく。セツナはわりとイヴには容赦ないな。

「襲えって言ったからって、まさか本気で襲うなんて思わないよ！」

「自分、不器用なんで」

「意味わかんないよ!?」

　おかしい。とある冒険者の記憶には、こう言っておけば女は納得するとあったのに。

　そういえば、一つ気になることがあった。

「黒翼族も立派な魔族だよな。なら、当然魔物を使役できるはず。いったい黒翼族はどんな魔物を使えるんだ？」

　魔物というのは、魔力を宿すことで突然変異を起こした動物。

　そして、魔族というのは魔物を使役できる人種だ。

　この街の狂牛族が牛の魔物を扱えるように、黒翼族にも何かしらの魔物を扱えるはずだ。

　一度目の世界で魔王と対たい峙じしたとき、翼から現れた堕天使たちが魔物だと思ったが、【翡翠眼】で彼女を見てわかった。

　あれは、死んだ同族の魂を翼に宿し召喚する【眷けん属ぞく召喚】という彼女自身の召喚魔術に過ぎない。

　なら、堕天使とは別にちゃんとした魔物が使役できるはずだ。

「ちゃんといるよ。でも、あれは、その扱いが難しいというか、試練が必要というか」

　妙に歯切れが悪い。

　何かわけありの魔物のようだ。

「試練が必要なら協力する。少しでも戦力がほしいから。是非、手に入れたい」

　黒翼族はイヴを見る限り非常に強力な種族だ。

　魔族と使役する魔物の強さには比例関係がある。

　イヴの魔物は間違いなく強い。それを捨ておくわけにはいかない。

「人間は知らないんだけど、魔物が魔族に無条件で従うのは、魔族が魔物より格上だからだよ。でもね、たまに魔物が魔族より格上で、高い知性まで持っているケースがあるんだ。そういう場合、魔物は魔族を試す」

「逆に言えば、魔族を認めれば言うことを聞くわけだな」

　なんだ、簡単なことじゃないか。

　何を迷う必要があるのだろう？

　試練が必要ならさっさとやればいい。

「わたしは上位って言ったよね。黒翼族の場合、魔物なんてカテゴリーの外にある守り神様なんだよ。死病の神鳥カラドリウス。わたしぐらいなら丸吞みできちゃうぐらい大きくて、白い鳥なんだ。足と首回りと尾の根本だけ黒いのが綺き麗れいで……でも不気味な鳥の魔物」

　カラドリウス。その名を聞いて脳内検索をかける。

【回復ヒール】して得た記憶の中にもあった。

　人間側の伝承にも残っている。イヴの言う通り魔物ではなく神としてあがめられている。

　かつて、俺が治療した奇病なんて目じゃないぐらい強烈な感染病が国中に蔓まん延えんしたことがある。

　その病を根こそぎ喰くらいつくし、飛び去っていった救国の神鳥。

　逆に滅びの魔鳥という伝承もある。その肉を喰えば不老不死になると言われていることもあり、とある国が千の軍を率いて狩りに出向いた。

　その結果は、カラドリウスの羽ばたきで巻き起こった風に触れた瞬間、死の病に冒され軍が壊滅、生き残りが国に戻ったせいでその病がもとになり国が滅びた。

　そのあとに、再びカラドリウスが現れ、大量に蔓延した病を美お味いしそうに喰って回ったらしい。

　ようするに、病を喰らう能力とまき散らす能力をもっているようだ。

　基本的には餌である病を喰らうだけの益鳥だが、敵対した瞬間に病をまき散らす害鳥となる。

「ほしいな。神鳥とあがめるぐらいなら住すみ処かはわかっているだろう？　すぐ会いにいこう。新しいペットがほしかった」

　ラプトルも可愛かわいいが、神鳥カラドリウスもなかなか楽しみだ。

「しょっ、正気かな!?　死んじゃうよ。あれ、いくつ国を滅ぼしたかわかんないぐらい危険なんだよ。試練なんて、誰も成功したことがないんだからね！」

　イヴは俺を必死に止めようとする。

　面倒だが、説得するか。

　……イヴの記憶は得ているので勝手に行くことも可能だが、今後のよりよい関係を築くために、同意を得ておきたい。

「イヴ、そもそも確認していなかったな。おまえは、とりあえず俺の隣にいて、いつか自動的に魔王になるまで生き残れればそれで満足なのか？　それとも、仲間を一人でも救うために現魔王を始末したいのか、どっちだ？」

「……もちろん、後者だよ。これ以上、あいつの好き勝手にさせたくない。それに、黒翼族をこれだけめちゃくちゃにしたあいつを絶対に許せない。この手で殺してやる」

　甘ちゃんだと思ったがいい目をしている。

　彼女の翼には、死して未練を抱えた同胞の魂が無数に宿っている。

　彼らが、彼女をそそのかしているのだろう。

　ある意味、呪いだ。

「なら、見えている最高の戦力があるのであれば、リスクを負ってでも手に入れるべきだ。神鳥カラドリウス。いくつもの国を滅ぼしたその力。うまく扱えば、万の軍よりもよほど使える」

　便利なペット。

　正確に言うと、俺のペットではなくイヴのペットだが、俺の所有物おもちやのペットは俺のペットだ。

「だけど、あの試練は乗り越えられないよ。最悪の病と対峙するんだもん。生き物である限り絶対に無理」

　なら、簡単だ。

　病との戦いという時点で俺の得意分野だ。

「忘れたか、俺は【癒】の勇者だ。生きている限り、俺は誰も死なせない」

　神鳥の病、それは強力かつ、まともな薬も、まともな魔術も全部無駄だろう。

「神様の作った病だろうが、病であるなら癒してみせる」

　イヴはごくりと生唾を飲んだ。

　彼女だってわかっている。

　もし、神鳥を仲間にできればどれだけ心強いか。

　そして、試練に打ち勝てる存在がここにいる。

「イヴ、わかってるだろ？　危険な賭けだが、俺という勝算があるうちに挑んだほうがいい」

　こうは言っているが、神鳥についてはけっして楽観視していない。

　一度目の世界で魔王になったあとですら、イヴは試練を避けたことはわかっている。

　あの、【術】の勇者として完成した王女フレアの第七階位の魔術を跳ね返し、【砲】の勇者を殺し、【剣】の勇者を切り払った、強力な魔王がしり込みしたのだ。

　俺の【回復ヒール】ですら通用しない可能性はある。

　切り札である、第六の【回復ヒール】を使う必要があるかもしれない。

「わかったよ。確かに、本気で現魔王を殺したいなら必要だね。試練に挑むのもいいかもしれない。だけど、試練を受けるにはいくつか条件が必要。その一つに星のめぐりがある。出発は二週間後。ここから五日ほど歩いたところに神鳥カラドリウスの住処がある。試練を受けられるのは三週間後だけど、少し余裕を見たほうがいい」

　おそらく、特殊な封印が施されているのだろう。

　神鳥カラドリウス自身が施したのか、あるいは神鳥の力を恐れた黒翼族が施したのかはわからないが、彼女ほど力のある存在がそう言っているのなら、その日をおとなしく待つしかない。

「わかった。なら、現魔王殺しはそれからだな。ここを離れるわけにもいかないし、しばらくはこの街で情報収集だ」

「それには同意するよ。たぶん、そっちのほうが安全だから」

　イヴが試練までの間にこの街に滞在することを許してくれてよかった。

　もうすぐ、妹姫との楽しいゲームが待っているんだ。

　それまではこの街を離れたくない。

　神鳥のいる場所が遠く離れており、日帰りが不可能とわかった時点で、ジオラル王国による街の襲撃があるまでこの街を離れる気はさらさらなくしていた。

「じゃあ、さっそく情報収集に行ってくる。街での聞き込みだ。セツナとフレイアは、この隠れ家で待機だ。イヴを守ってやれ。何かあった場合は、いつもの通りに頼む」

「ちょっと待って、君、もう顔が割れているんじゃ」

　襲撃犯は皆殺しにしたが、見張り役も配置されており、そいつから俺の顔は出回っていると思ったほうがいい。

　だが、それがどうした。

「【改良ヒール】」

　俺は、顔を変える。

　俺は【改良ヒール】で自らをあるべき姿ではなく、望んだ姿に変えられる。

　ケヤルガと比較し、より聞き込みに適した人の良さそうな青年の顔にした。

「これで大丈夫だろ。安全のためにイヴの顔も変えておくほうがいいのだろうが……その顔は気に入っているから弄いじるつもりはない。それじゃ、行ってくるよ」

「そんなことまでできるんだ。ねえ、じゃあ今まで私が見てた顔も偽物？」

「ああ、偽物だ。俺の本当の顔は別にある」

　ケヤル。あの甘ったるい少女のような顔立ちは付け入られる隙になる。

　だから、あまり好きじゃない。

「いつか、本当の顔を見てみたいものだね。きっと、君の心みたいに捻くれて、ねじ曲がった顔だろうけど」

　ひどいことを言ってくれる。

　というか、俺はそういうふうに思われていたのか。優しく紳士的に振る舞っているのに。

「ケヤルガ様の本当の顔は、かっこいい。それに、すごく優しそうで好き」

「私も同意見です。こう、ぎゅっとしたくなります」

　セツナとフレイアが、ほんのり頰ほおを赤くしてつぶやく。

　二人にはケヤルの顔を晒さらしたことがある。

　彼女たちには、ケヤルガが偽の顔であることはすでに話しており、ベッドの中で本当の顔をせがまれた。

　それ以来、ケヤルの顔を二人は気に入ってくれている。

　なんでも、実に俺らしい顔だそうだ。

　ケヤルの甘さも、優柔不断さも、弱さも捨てたのに、まだどこかに捨てた俺の残ざん滓しがあるのだろう。

「お土産、楽しみにしていてくれ」

　話は終わりだ。出かけるとしよう。
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　俺は街に出る。

　昨日は少々失敗してしまった。

　襲撃者を皆殺しにしてしまったのだが、一人ぐらいは殺さずに拉ら致ちして情報を引き出すべきだった。

　せっかくの美味しい料理を出してくれるいい店を台無しにされて気が立っていたせいで、あっさり殺してしまったのが痛い。

　反省しないといけない。

　冷静さを失えば待つのは死だ。心の中で『俺は復ふく讐しゆう鬼き。感情などとうになくしてしまった。ただ冷徹に人を殺すだけの存在』なんてつぶやいてみる。

　おっ、なんとなく心が冷えた気がする。これで俺も今から冷徹な復讐鬼だ。

　そんな復讐鬼な俺は、昨日食事を楽しんでいるところを襲われた宿屋が見える位置にある喫茶店から、悲惨な状態になっている宿屋を見つめていた。

「帰るときには、毛布の類も忘れずに買わないとな」

　あの廃屋に毛布なんて気の利いたものはない。

　おかげで昨日はかなり眠り辛かった。

　健康と快適な睡眠のために毛布は早急に手に入れる必要がある。

「やっぱり騒ぎになっているか」

　街で人気の酒場つきの宿が焼き払われたのだ。

　窓から見える一階部分が激しく焼けた宿屋には人だかりができていた。

　周辺を注意深く探る。

　昨日の襲撃者の一味がいないかを探している。

　襲撃者の情報はなくても、イヴの痕跡を探しているやつらを見つけ出せばいいし、イヴが目当てなら必ずここにくる。

　仕草での判別のほかに、【翡翠眼】で見て高レベルな魔族を探すというのも一つの手だ。

　ぼうっと眺めているだけなのは寂しいので、茶と菓子を楽しみながら警戒を続けている。

　生クリームたっぷりのシフォンケーキ。なかなか美味しい。

　狂牛族が育てた牛から搾ったミルクを使っているらしい。

　魔物ではなく普通の牛だ。魔物の肉や乳が毒なのは人間も魔族も変わらない。だが、狂牛族は、普通の牛も扱いがうまいらしく、このシフォンケーキに使われている生クリームは今まで食べた中でも最高のものだ。

　お土産に買って帰ろう。きっと、セツナたちも喜ぶ。

「ふむ、狂牛族は見殺しにしてもいいと思ったけど、これだけうまいものが作れるならもったいないな。生かしてやろう」

　一部の狂牛族だけを見て判断するところだった。

　妹姫の軍勢からなるべく守ってやろう。
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　紅茶の二回目のお代わりを注文した。なかなか怪しいやつらが現れない。

　すでに調べ終えたあとか、もしくはこの街に来ていた追っ手は昨日の襲撃者だけだったのか？

　どっちにしろ、これ以上ここにいても時間の無駄だ。お土産にシフォンケーキを買って帰ろう。

「いや、無駄じゃなかったようだな。何の用だ？」

　背後から殺意を感じたので振り向かずに問いかける。

　背後にいる誰かは、警告もなしにナイフを急所目がけて突き出してくる。

　せっかちなやつだ。

「残念、俺には見えているんだ」

【剣聖】クレハから【模倣ヒール】して得た技能である【見切り】。

　己の剣域に存在するすべてを肌で感じる。

　突き出されたナイフを半歩体をずらすことでかわし、伸びきった腕をとり、相手の力を利用して投げる。

　くるっと一回転させて襲撃者を背中から地面に叩たたきつけ、襲撃者の首元に懐から取り出したナイフを突きつけた。

「指一本でも動かせば喉を搔かき切る。話を聞かせてもらおうか」

　優しく問いかけてやる。

　店の中が騒がしくなる。

　まったく、襲撃者も襲う場所を選んでほしい。

　せめて、人ひと気けのないところに行くまで我慢できなかったのか。これだから常識がないやつは困る。

　だいいち、全身をローブで覆うという恰かつ好こうからして怪しさ丸出しだ。ど素人のイヴでもあるまいし、こんなの、私は怪しい者ですと言っているようなものだ。

「……イヴ様を返せ。今返せば、命だけは助けてやる」

　女の声だ。

　おそらく、二十代半ばから後半。

　イヴ様？　イヴを様付けで呼ぶとすれば、彼女の仲間か。

　おかしい。イヴ自身の発言でも、【回復ヒール】で読み取った記憶でも今まで彼女を守っていた護衛は死に、もう頼れるやつはいないとあったのに。

　それに、なぜ俺がイヴを連れ去ったとばれた？

「質問をしているのは俺だ。余計なことを言わず、俺の質問に答えろ」

　ナイフで浅く、皮膚を切る。

　襲撃者の心音が大きくなる。汗の量も増えた。

　こいつは、場慣れしていない。身のこなしと合わせて考えれば、二流以上、一流未満といったところか。

【回復ヒール】で記憶を覗のぞけばてっとり早いのだが、【回復ヒール】したとき、相手の記憶の密度と内容によっては俺は数秒、放心状態になる。

　他に敵がいるかもしれない。この場で【回復ヒール】を使うのはリスクが大きい。

「私は、イヴ様を」

　襲撃者が何か言いかけたときだった。

　轟ごう音おんが鳴り響く。それは足音だ。人のものじゃない。もっと大きな足音が窓の外から聞こえてくる。

「まさか、アイアンヘッド・カウ!?」

　狂牛族の男を乗せた一体の魔物が猛スピードで突っ込んできている。

　その魔物の名はアイアンヘッド・カウ。

　石頭を通り越して鉄頭と呼ばれるほど、ふざけた硬さの頭部を持つ牛。サイズも馬鹿げていて、馬より二回り大きい。

　その巨体でありながらとてつもない脚力で、瞬間的には時速１００キロを突破する。

　でかくて、堅くて、速いものが突っ込んでくればどうなるか。

　答えは簡単だ。

　店の壁が砂糖細工のように粉々に砕けて、そのままこちらに向かって突っ込んでくる。

　アイアンヘッド・カウの全力の一撃は城壁すら砕く。こんな薄い喫茶店の壁、ひとたまりもない。

　俺と襲撃者をまとめてひき殺すつもりらしい。

「あれ、おまえの仲間か」

「違う、敵だ」

「そうか」

　襲撃者の顎に裏拳をかます。

　意識を刈り取った。

　そろそろ聞き取りがめんどくさくなってきた。意識を飛ばしてから拉致って、安全な場所で【回復ヒール】をして情報を引き出せば、殺すか捨てるかしようと思っていたのでちょうどいい。

　こいつを連れて逃げよう。

　アイアンヘッド・カウとまともに戦うのは面倒だし、今は足手まといもいる。

　それに、しっかりとマーキングをした。嗅覚に優れた氷狼族でないとわからない特殊な香料をたっぷり塗ったナイフを、アイアンヘッド・カウに投げつけ、柔らかい脇腹に突き刺した。たとえナイフを抜こうが傷口にたっぷりと香料が染みつき、三日三晩はにおいがとれない。

　よほど距離が離れない限り、セツナの鼻があれば追える。ここはおとなしく逃げて、あとでゆっくり寝込みを襲ってやろう。

　襲撃者を肩に担いで、その場で跳躍。

　数瞬前まで、俺がいたところにアイアンヘッド・カウが突っ込んでいく。その勢いは止まらず店の中がぐしゃぐしゃになっていった。

　俺は奥歯を強く嚙かんだ。

「ああ、本気でむかついてきたな。なんだ、こいつらは。俺のお気に入りの店を次々に潰しやがって」

　熊の肉を最高に美お味いしい熊鍋にしてくれた、穴場的な酒場。

　そして、上質な生クリームたっぷりのシフォンケーキを出してくれる喫茶店。

　どちらも、非常に気に入ってまた来ようと心に決めていたのに。これだともう二度と楽しめないじゃないか。

　まったくもって度し難い。

　この狂牛族の男は楽には殺さない。こいつの仲間もだ。こいつらの命程度ではけっして償えるものではない。

「食べ物の恨み、骨の髄まで刻んでやる」

　そう言い捨て、襲撃者を肩に抱えたまま、すばやく店を出てせまい路地を選び、奥へ奥へと入っていく。

【改良ヒール】により、速度を極振りにしつつ、さらに脳のリミッターを外して全力で距離をとる。

　外に待機していた、狂牛族の仲間も追走しようとしているが、速さが違いすぎる。あっという間にまいた。

　そのまま、俺は適当な廃屋に入る。

　二日連続で不法侵入してしまった。俺としては立派な宿でのんびりしたいというのに。

「さて、この女をどうするか」

　気を失ったままの襲撃者を乱暴に下ろす。

　声でも、そして肩に抱えた感触でも間違いなく女だということはわかっている。

　俺は周囲の気配を探り安全を確認してから、廃屋に結界を張る。

　意識が戻ったときに、武器を持っていると危ないので裸にひんむいて、両手、両足を縛っておいた。

　思った通りだ、物騒なものをたくさん隠していた。

「狂牛族でも、黒翼族でもないのは意外だ」

　裸にしたので、種族の特徴が見て取れた。

　金の髪に豹ひようの耳と尻尾をもった金豹族。

　本来、この街にはいないはずの種族。なぜ、金豹族がイヴを探していたのかは気になるが、そんなもの【回復ヒール】をしてみれば一瞬でわかる。

「エロい体だ。食べごたえがありそうだ」

　セツナもフレイアもクレハも美少女だが、あくまで少女。大人の女性と体を重ねることは少ないのでわりと新鮮味がある。

　少し調べてみたが感触と匂いがまるで違う。とはいえ、大人の女性という珍しさがあるだけで、セツナたちのような超一流の女と比べると数段落ちる。

　たまに変わった味が食べたいときには、これはこれでいいかもしれない。

　何はともあれ、楽しい、楽しい【回復ヒール】の時間だ。

　この状況なら、数十秒呆ほうけていようが安全だ。

　この女の記憶を根こそぎ探ってみよう。

　やっぱり、【改良ヒール】で姿まで変えたのに変装がばれたのは気になる。俺のプライドがひどく傷つけられていた。理由を探らねば。
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「ふうん、なるほど。一応、この女はイヴの味方というわけか」

【回復ヒール】が終わった。

　この女の正体は、現魔王への反対組織の一員だ。

　魔族に対する魔王の命令は絶対であるが、勅命を放ち、言うことを聞かせる能力に過ぎない。直接言葉をかける必要があるし、ある程度時間が経てば自然に解ける欠点もある。

　当然のように、魔王に反感を持つ者もいれば、こうやって組織立って敵対する者も現れる。

　この女の組織は、今の魔王に虐げられている種族たちが集まってできていた。

　彼らの目的は魔王に虐げられている種族の中から次の魔王を輩出することで、今の魔王が築き上げた権力構造を無にすること。

　そのために、現魔王に寵ちよう愛あいを受ける種族の魔王候補は殺して、逆に虐げられている種族の魔王候補は保護する。

　イヴも当然、その候補に入っている。

　こいつらの組織があったから、一度目の世界でイヴは魔王になれたのかもしれない。

　ひどい連中だ。イヴのような少女を自分たちのために利用するなんて。良識ある俺としては、こんなことは許せない。

「にしてもな。まさか、姿を変えてもばれた理由が匂いってのはな。人間には思いつかない発想だ」

　この女は、宿に置き去りにした俺の荷物の匂いを覚え、そしてその匂いをたどったらしい。

　まあ、何はともあれ。

　この女を始末しようか。イヴの顔見知りでもないし、イヴをさらって利用しようとしている悪の組織のメンバーだ。

　それに、面倒じゃないか。反魔王体制の組織とか。そいつらの思惑に巻き込まれたくない。

　そんなものがあれば、イヴはそれに頼ってしまう。俺のありがたみがなくなる。イヴが頼るのは俺だけでいいのだ。そんな組織はいらない。

　もう一つわかったことがある。美味しい生クリームがのったシフォンケーキを出す店を襲撃した狂牛族の男は俺じゃなくて、この女を始末しようとしていたらしい。

　つまりは、こいつがいなければ、あのケーキをまた楽しめたのだ。いらいらがどんどん募っていく。

「いいことを考えた」

　たとえ、こいつを始末したところで第二、第三の刺客がイヴを保護しにくる。

　だとすれば、この女をうまく利用したほうが得策だ。

「だけど、何を口実に復ふく讐しゆうするかだ。それこそが問題だ。いや、冷静に考えると、俺はこの女に復讐してもいいんじゃないか？　わりとこの女はふざけたことをしてくれたよな」

　この女は、いきなり背後から俺の急所に向かってナイフを突き出してきたのだから、何をされても文句は言えないだろう。

　ケーキの恨みもある。うん、復讐すべきだ。

　あれからいろんな魔物の毒を手に入れて奇跡的な配合をし、人間相手には強すぎて使えなくなった新作の媚び薬やくの実験もしてみたい。

　魔族で強きよう靭じんな体を持つとはいえ、俺の人形になるか廃人になって壊れるかは五分五分といったところだ。

　まあ、廃人にならなくても、人生終了だけど。

「さてと、食べ物の恨み、ついでに背後からナイフで突かれそうになった恨みを晴らさせてもらおうか」

　にやりと笑い、ポーチからいくつかの瓶を取り出した。

　今日の夜は、セツナに匂いをたどってもらって、狂牛族の始末もしなくちゃならない。手早く、楽しく、取り返しのつかないことを始めようか。

　ズボンがやけに張り詰めていた。ああ、わかった。今日は妙に攻撃的になっていると思ったら、せっかくやる気になっていたのに、イヴに拒絶されてお預けになっていたせいだ。行き場のないリビドーが俺をおかしくしていた。

　一発気持ちよく発散して、いつもの優しくて冷静なケヤルガになるとしよう。
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　廃屋で、復讐の対象者になった豹の魔族で少し遊んでみた。

　罪状は、背後から俺の急所目がけてナイフで突いてきたことに加えてもう一つ。

　俺を襲っただけなら、ちょっとお茶目は過ぎるが、この程度の腕では害にはならない。俺の心は広いので許してやってもよかった。

　だが、美味しい生クリームたっぷりのシフォンケーキを出してくれる店を潰す原因を作った。これは駄目だ。

　いくら、俺が温厚だといっても限度がある。

　だから……、ちょっとだけ意地悪してみた。

「意外に、壊れるのが早かったな」

　新しい媚薬は強すぎたようで、穴という穴から汁という汁を垂れ流して、豹の魔族は笑いながら痙けい攣れんしている。

　さすがの俺もあれには萎えてしまっていた。

　最初のうちは、楽しく大人の女性を味見して、この世のものではないほどの快楽を楽しんでもらえていたのだが、調子に乗って投与しすぎたせいで完全に壊れてしまった。あのおもちゃはもう使えない。

　おかげで一回しかできていない。これじゃ満足できない。

　夜まで我慢して、フレイアとセツナで発散しようと決める。

　たまには大人の女性もいいが、やっぱりあの二人が一番いい。もしかしたら、毎日フレイアとセツナを可愛かわいがっていたら、そのうち興味をもってイヴも一緒に参加したいと言ってくるかもしれない。そうなれば素敵だ。積極的にイヴに見せつけよう。

「媚薬の実験は失敗だ。魔族相手なら強めでもいけると思ったんだけどな」

　この媚薬はこのままじゃ使えない。

　もしくは媚薬としてではなく別の用途で使うのもいいかもしれない。

　殺さずに無力化できるという点では優れている。もっと強めれば面白い薬になる。

　問題は、壊れてしまった豹の魔族をどう始末するかだ。

　当初の予定では俺の操り人形にして、彼女の組織に偽の情報を流すつもりだったが……こんなものを送られても向こうも困るだろう。

「治してやるか」

【回復ヒール】を使って、彼女の体を元に戻す。

　脳に受けた深刻なダメージが抜けていく。

　ただ、問題はある。

　強烈な快楽の記憶が残っているし、壊れた心までは戻らない。体が治っても人として生きていくことは難しいだろう。

　薬は怖い。駄目、絶対。

「あう、あああ」

　どうやら、まともに言葉もしゃべれないらしい。

「【真の名】……●●●において命じる。所属組織に対して、魔王候補、イヴ・リースの捜索を可能な限り妨害しろ。手段は問わない。また、俺のことを他者に漏らすことを禁じる」

　しっかりと【真の名】を聞き出していたので、それを使い命令する。

【真の名】のやっかいなところは、【回復ヒール】で記憶を探って手に入れても、それだけでは意味がないこと。本人の口から聞き出す必要がある。

　媚薬の量が少なめだったときは口が利けたので、そのときに聞き出しておいてよかった。

　……冷静に考えると媚薬の問題は強さではなくて量か。

「あう」

　豹の魔族はこくんこくんと何度も頷うなずく。

　壊れた彼女に何ができるかはわからないが、とりあえず何かしらの動きはしてくれる。

　あとは成り行きに任せよう。

【真の名】をもって俺の名前を出すことは禁じているので、どんなことをやらかしても飛び火はない。

　我ながらいい考えだ。

　豹の魔族は廃屋を去っていく。

　これで一件落着だ。

　彼女も運が良ければ、人並みの生活が送れるようになる。いいことをした後は気分がいい。

「さて、戻ろうか」

　俺は女には甘いが、男には容赦をしない。

　イヴを襲撃した狂牛族たちには地獄を見てもらおう。
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【改良ヒール】で、さらに顔を変えてから廃屋を出た。

　なにせ、豹の魔族を抱えて逃げるところを狂牛族たちにばっちり見られている。

　おかげで、無駄に魔力を使う羽目になった。心の中で、復讐ポイントを一つ加算しておく。

　復讐ポイントが貯まるほど、復讐の対象者は楽に死ねなくなる。ちなみに、復讐ポイントランキングの歴代トップである王女フレアは、心の底から一生俺に尽くし、戦いにも使える便利な性奴隷となった。

　俺が向かったのは商店が並んでいる地区だ。

　狂牛族の操っていた魔物にしっかりマーキングし、夜襲をかけるつもりではあるが、それまで暇だ。今のうちに廃屋で暮らすために必要な毛布類と食料の買い出しを済ませておきたい。

「やつらにどんな地獄を見てもらおうか。ただ、痛みを与えるだけだとつまらないしな」

　復讐の趣向には毎回頭を抱える。

　相手は男なので気持ちいいこともできない。

　加えて、個人的な美学として、復讐の対象者の家族や友人に手を出すのはＮＧだ。それはただの外道であり美しくない。

　あくまで俺か俺の所有物を傷つける。あるいは何かを奪った相手でない限りは手を加えない。

「いいことを思いついた。食べ物の恨みは、食べ物で晴らそう」

　そのために必要なポーションを調合しよう。

　ちょうどいい魔物の毒素がある。

　きっと、楽しい復讐劇になるだろう。
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　買い物を済ませた俺はたっぷりと荷物を抱えて隠れ家に戻ってきた。

　結界に乱れはないので侵入者はいなかったみたいだ。

　家に入る前に姿をケヤルガのものに【改良ヒール】する。

　この姿が一番しっくりくる。

　俺が戻ると、フレイアとセツナが駆け寄ってきた。

「おかえりなさいませ。ケヤルガ様の不在時に問題はありませんでした」

「ケヤルガ様、荷物がいっぱいで大変。持つ」

　二人とも、よく懐いた犬のように素直だ。

　もう一人は部屋の隅でひざを抱えている。あの子はまだ懐くのに時間がかかりそうだ。

「あったかい毛布！　ケヤルガ様。買ってくれてありがとう」

「服もあります！　これで洗濯できますね」

　食料と毛布以外にもいろいろと生活に必要なものを用意していた。

　なにせ、宿に大半の荷物を置いてきてしまっていた。

　今日は借りていた部屋を見に行ったが、荷物はなくなっていた。

　イヴを探すための手がかりになるため奪われた。

　旅の必需品や、ポーチに入りきらないポーション類や食材。

　さまざまなものが失われている。

　これもひどい仕打ちだ。……絶対に許さない。復ふく讐しゆうポイントに二点を足しておく。

「セツナ、フレイア。昨日、襲撃してきた連中の仲間を見つけたんだ。セツナには話したことのある、例のにおいつき投げナイフ。それでやつらの使役する魔物を刺した。セツナならにおいを追えるだろう」

「ん。さすがにここからなら無理だけど、街を一周しながら探せばたぶん見つかる」

「頼りになる。今日は夜襲をかけよう」

「了解。ケヤルガ様に喧けん嘩かを売った罪、その命で贖あがなってもらう」

　セツナが鼻息を荒くする。

　可愛いやつだ。セツナを使い捨てにするのは最後の最後だ。セツナにはかなり愛着がある。

　フレイアのほうを見ると、魔術で水を生み出し桶おけに溜ためていた。

　これは、洗濯の準備だ。

「ケヤルガ様、セツナちゃん、イヴちゃん。ケヤルガ様が買ってくれた新しい服に着替えてください。今、着ている服はだいぶ汚れちゃっているので洗って干しておきます」

　洗濯はフレイアの仕事だ。水を生み出す魔術が使えるので適任だった。

　元王女が洗濯をする光景はなかなかシュールで楽しい。

　フレイアとセツナは、なんの躊ちゆう躇ちよもなく服を脱いで下着姿になる。そして買ったばかりの服の山を見て、どれがいいか選び始める。

　いい光景だ。

「なっなっなっ、なんで、そう躊躇なく脱ぐんだよ。男の前だよ!?」

　さきほどまで黙っていたイヴが声を張り上げた。

「セツナはケヤルガ様の所有物」

「私は少し恥ずかしいですけど、ケヤルガ様がその気になれば……嬉うれしいかなって」

　セツナもフレイアも俺に肌を見せることをためらわない。

　フレイアに至ってはチャンスとばかりに誘ってくる。

　今日は、ちょうど溜まっている。たっぷり可愛がってやろう。

「セツナ、フレイア。ちょうど、その気になった。服を脱いだところだし。一発やろうか。毛布も買ってきたことだしね」

　床の上は痛い。

　毛布がある。これは大変すばらしいことだ。

「ん。今日の夜は夜襲でできない。今のうちにやるのは賛成。たっぷり可愛がって」

「私も、今朝は寝坊しちゃってできなかったので……ちょっとうずいています」

　二人が潤んだ目でにじり寄ってくる。

　そんな俺たちを見て、イヴが顔を真っ赤にしていた。

「そうだ、イヴ」

「ひゃっ、ひゃっい！」

　イヴは真っ赤になって変な声を上げる。

　すさまじく緊張している様子だ。

「俺たちは、今から重なり合うつもりだ。今のうちに隣の部屋で着替えてくるといい。今、着ている服は洗いやすいようにひとまとめにしておいてくれ。着替えは多めに買っておいたから好きなのを選んでいいよ」

　朝の件で、イヴがかなり怒ったので仕方なく結界を張った部屋を二部屋に増やしている。

　気配りをしてあげたのに、一瞬呆ほうけた顔をしたイヴは、首を傾げ、そして頰ほおを膨らませた。

「なっ、なんで今、そんなこと」

「イヴが同じ部屋ですると文句を言ったから、結界を広げたのにさらに文句を言われるとはな。……それとも、まさか誘われることを期待したか？」

　俺がそう言うと、赤い顔をさらに赤くした。

　図星のようだ。そんな彼女を笑うと涙目になっていた。

「知らない！」

　彼女は適当に服を一着手に取り、部屋を出ていく。

　本当にからかい甲が斐いがある少女だ。

　笑いながらイヴを見送る。

　三人になったことだし、さっそく始めよう。

　イヴも興味津々なようだし。

　俺の【見切り】は、イヴが隣の部屋で壁に耳を押し当てていることを見抜いている。

　この様子だと、イヴが交ざりたいと言うのもそう遠くない。

　きっかけが必要だな。イヴが俺に惚ほれる劇的なエピソード。それがあれば、エッチなことに興味が津々なイヴは俺に惚れたから抱いてくれという言い訳ができる。

　そんな都合のいい出来事はなかなか起こらないだろうが、必要なら起こせばいい。

「ケヤルガ様、まだ？」

「お預けはひどいです」

　セツナとフレイアは待ちきれない様子だ。

　しょうがない、たっぷり可愛かわいがってやろう。

　まあ、せいぜい頑張ろう。壁に耳を押し当て、自分を慰めているイヴのおかずになるようにフレイアとセツナをいつもより鳴かせる。俺はなんて優しいんだろう。イヴもきっと喜んでくれる。
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　なかなか楽しい時間を過ごしたあとは、夕食を食べてからすっかり暗くなった街に出ていた。

　ことが終わったあと、真っ赤な顔のイヴが戻ってきたがエッチな匂いがした。

　本人がばれていないと思っているのが滑稽だ。今後も、イヴが一人で楽しむための材料を提供してやろう。そのうち、本物の俺が欲しくなる。

　今回はセツナを連れている。

　フレイアとイヴは留守番だ。イヴを敵の前に連れ出すわけにも、一人にするわけにもいかない。

「ケヤルガ様、においを見つけた。ここからたどれる」

「いい子だ。ご褒美に明日はお菓子を買ってやる」
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「楽しみにしてる」

　セツナの先導のもと、俺たちは狂牛族たちの隠れ家を探す。

　やつらは街の外、森の中にテントを用意していた。

　テントの周辺で、アイアンヘッド・カウが眠っている。

「ついた」

「早速、始めるとするか」

　見張りもいない。

　襲撃は容易だ。

　そうだ、一つ面白いことをしよう。

　眠っているアイアンヘッド・カウに近づく。鉄頭のアイアンヘッド・カウといえど、その首筋までは硬くない。

　そこに注射針を刺し、薬液を注入。

　豹ひようの魔族を壊した媚び薬やくの原液だ。

　さて、どんな反応をするかな。

「グアアアアアアアアアアアアアアア」

　アイアンヘッド・カウが起き上がり咆ほう哮こうする。

　そして忙しく鼻を動かす。

　あれは、何かを探している。

　そして、テントを見つめた。

「……ネタだったのに、本当にこうなるとはな」

　アイアンヘッド・カウはテントに突進する。

　テントがバラバラになり、アイアンヘッド・カウがわずらわしげにテントの残骸を振り払うと、その口には狂牛族の男がいた。

　なんと、その男を地面に投げ捨て、前脚で両手両足をへし折ると、そのまま腰を落とした。

　狂牛族の男の腰の骨が砕け、男の悲鳴が響き渡る。

「ケヤルガ様、あれはなに」

「媚薬を血管に投与してみた。アイアンヘッド・カウは雌しかいない魔物だからね。……その気になって自分と同じ牛の雄を探した結果があれだ」

　なかなか、面白い見世物だ。

　人間よりは魔族がお好みらしい。俺には目もくれずアイアンヘッド・カウは次々に狂牛族の男たちを襲っている。

　最高に笑える風景が眼前に広がっていた。

　だが、そろそろ飽きてきたな。ぼちぼちメインディッシュにいくとしよう。

　この程度で、俺がやつらを許すことはありえない。
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　アイアンヘッド・カウに狂牛族の男たちが襲われている。

　それも性的な意味での逆レイプ。

　だが、残念ながらいろいろとサイズが違いすぎて、男が潰されるという悲劇が起こっていた。

　それをセツナと共に森の木々に隠れながら見ていた。

　最高に笑える見世物で、笑いをこらえるのが難しい。

　これを引き起こしたのは俺だ。

　アイアンヘッド・カウに媚薬を投与した結果、雄牛ならなんでもいいと牛の魔族を襲っている。魔族には魔物を操る力があるが、完全に我を失ったアイアンヘッド・カウには魔族の支配が届かない。

「魔物にも効果があったんだな。あの媚薬」

　巨大なアイアンヘッド・カウがここまで狂うとは驚きだ。なるほど、豹の魔族があっさり壊れたのも納得できる。

　この媚薬は気を付けて使おう。壊すつもりでないと使ってはいけない。

　残念だ。こんど【剣聖】クレハに使って、様々なプレイを楽しもうと思っていたが、こんなものを使ったら廃人になる。あれは、利用価値があるし女性としての魅力もある。壊してしまうのは惜しい。俺のお気に入りだ。

　アイアンヘッド・カウは狂牛族の男を押し倒して、腰を振り続けている。だが、その動きは次第に緩慢になっていき、最後には白目をむいて失神した。

　薬が回り過ぎたようだ。

　さきほどまで逃げ回っていた狂牛族の生き残りたちが得物を手に、アイアンヘッド・カウを始末しようとしている。

　大事なペットになんてひどいことをするんだろう。ペットは家族だ。家族に手をかけるなんてあいつらには血も涙もないのか。

「セツナ、アイアンヘッド・カウの始末に夢中なやつらに奇襲をかけよう。おまえは左から攻めろ。ためらわずに殺せ」

「了解。迅速に始末する」

　無傷の狂牛族はたった四人。残りはアイアンヘッド・カウによって殺されるか瀕ひん死しの状態だ。

　四人のうち二人はセツナに殺させる。二人もいれば情報源として十分だし、俺の復ふく讐しゆう対象のおもちゃとしても問題ない。

　殺さずに無力化するのは、普通に殺すより難しいし、リスクがあるためセツナには任せられない。大事なセツナを危険に晒さらすわけにはいかない。

　だからこそ、俺がやる。

　この騒ぎで、伏兵がいることは考えづらい。今、目の前にいるのが敵のすべてだろう。

　セツナが手に氷の爪をまとい戦闘態勢に入る。お互い顔を見合わせ、頷うなずいて飛び出す。

　俺は、【回復ヒール】で得た超一流の暗殺者の技術を用いて無音での走行を可能にしているが、セツナのほうは氷狼族特有の柔軟な筋肉が無音での走りを可能にしていた。セツナは天性の狩猟者だ。こういった奇襲にすさまじい適性がある。

　アイアンヘッド・カウに気を取られた狂牛族たちは死角から無音で近づく俺たちに気付いていない。

　セツナが先に男たちの背後に近づき両手を一いつ閃せんした。右と左で別の狂牛族の男を狙った。

　彼女の氷の爪は超一流の鍛冶師が造り上げた刃のように鋭利だ。頸けい動どう脈みやくを搔かき切り血が噴水のように噴き上がる。悲鳴を上げることすらできず二人の狂牛族が倒れる。

　鮮やかな手並み。一撃で殺すならあれ以上効率のいい方法はないだろう。拍手を贈りたい気分だ。

　俺も負けていられないな。

「血っ、血がああああああ」

「てめえ、何者だ」

　血の噴水に気付いた生き残りがセツナに視線を向けた。

　隙だらけ。

　俺の手には布がある。その布には即効性の睡眠薬が染み込んでいた。一歩間違えれば、二度と目覚めないぐらいの強力なものだが、まあ、失敗したならそれでいい。遊べなくなるのは残念だけどそれだけだ。

　欲を言えば前もって実験しておきたかったが、こんな危険なものを自分で試すつもりになれなかったし、可愛いセツナや便利なフレイアに使っての実験も論外。

　人体実験には、死んでもいい外道を使うに限る。

　セツナを警戒する狂牛族の後ろから近づいて口元に布を押し当てると、痙けい攣れんして失神する。その要領でもう一人も無力化。

「うん、いい薬だ。生け捕りが随分楽になる」

　一応、心臓は動いているから死んではいない。

　あとは脳に深刻なダメージがないかが問題だ。

「セツナ、お疲れ様。また腕を上げたね」

「レベルがあがったおかげで体が軽い。それに、フレイアに教えているときに基礎を再確認できた」

「セツナが真面目に教えているからだよ。本気で教えないとそうはならない。偉いぞセツナ」

「ん」

　セツナのほうに近づき頭を撫なでる。

　すると、セツナは頰ほおを染めて頷く。

　彼女から離れると、アイアンヘッド・カウに襲われて瀕死の連中をさくっと始末した。

「さて、じゃあとっとと情報を引き出すとするか。この街でイヴを狙っているのはこいつらだけかを知っておかないとね。こいつらだけなら、大手を振って宿に移って普通の暮らしができる」

　廃屋暮らしはなかなか不便だ。

　毛布は買ったものの、やっぱり柔らかい布団の上で気持ちよくセックスしたい。

「拷問、セツナも手伝う」

「助かるよ。外出中のやつらがいたら、戻ってくるかもしれないし、とりあえず場所を移そうか。セツナ、こいつらの同族が近づけばにおいでわかるか？」

「狂牛族のにおいは特徴的。今はほとんど無風だからだいぶ遠くてもわかる。少なくとも周辺数百メートルぐらいにはいないし、近づいてくればわかる」

　頼りになる。こういった優れた嗅覚などは【模倣ヒール】でもどうにもならない。

　やっぱり、仲間にするなら亜人か魔族だな。黒翼族のイヴにも何か人間にはない特技があるかもしれないから、いろいろと話を聞いてみよう。

　では、さっそく拷問だ。

　ぱっと見た限り、狂牛族たちはちゃんと目を覚ましそうだ。ただ、かなりぎりぎりだったな。もうちょっと濃度が高ければ殺してしまっていた。

　今回使った睡眠薬はちょっと薄めよう。あほみたいに丈夫な狂牛族たちでさえこうだ。人間に使っていれば一発廃人。やっぱり、人体実験は重要だ。

　今後、趣味で作っている怪しげなポーションは、こうして死んでもいいクズどもに積極的に投与してデータを集めるようにしよう。趣味と実益を兼ねた楽しい遊びだ。
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　深い森の中に場所を移す。

　さて、楽しい楽しい復讐タイムだ。

　罪状をまとめよう。イヴに向かって儀式魔術の火炎魔術をぶちこんだ。もちろん俺も効果範囲にいたし、それだけじゃなく可愛かわいいセツナと便利なフレイアも巻き込まれる位置にいた。

　俺を殺すことが目的ではなかったが、結果として俺たちも多大な被害を受けた。

　次に、美お味いしい熊鍋を作ってくれた店を壊してくれたこと。熊鍋も最高にうまかったが、つまみ自体のレベルも高く、この街の地酒も感動するほどの味だった。毎日でも通おうと決めていたのに、こいつらのせいで一度きりで終わり。

　今でも夢で思い出す。メニューには、今まで見たことがない美味しそうなものが並んでいたのだ。どれもこれもこいつらのせいで二度と食べられない。

　ようするに、こいつらは死んで当然の極悪人ということになる。

「ケヤルガ様、これぐらいでいい？」

「ああ、ありがとう」

　セツナに地面を深く掘ってもらった。

　氷の魔術は便利だ。セツナは器用に氷でスコップを作り出し、すさまじい身体能力をフル活用して一気に五メートルほどの深い穴を掘ってくれた。

　そこに狂牛族の男たちを放り込む。頑丈なこいつらなら死なないだろう。

　逃げられないように、両脚のアキレス腱を切っているし腕のほうもばきばきに砕いた。自己治癒力が高い狂牛族でも自然治癒は絶望的。

　さらに、俺の錬金魔術で穴の内部を固めてつるつるにし、指をかけられないようにした。

「さてと、そろそろ起きるころかな」

　俺は優しいので【回復ヒール】してやっている。適度に睡眠薬を中和し、計算上ではあと三十秒で起きる頃合いだ。

　よし、起きた。

「ここはどこだ!?」

「俺たちは襲われて、痛てえええええ」

「なんじゃこりゃ、脚も、手もおおおおお」

　意識を取り戻した彼らは、両手両脚の痛みを感じて悶もだえ、苦しむ。

　ある程度、落ち着くのを待ってから穴を覗のぞき込む。この状況にもかかわらず短時間で落ち着けるなんて、曲がりなりにも魔王の命令を受けてイヴを襲撃しただけはある。

「こんばんは、狂牛族の方々」

「てめえは、あいつを助けた……」

「ああ、か弱き少女を守る、正義の騎士ナイトケヤルガだ」

　彼らは俺の顔を覚えている。

　あの襲撃者のほかに見張りがいるという読みは当たりだった。

「ふざけるな！　なにが正義の騎士だ、おまえ、頭がおかしいのか!?」

「失礼な。俺は極めて正常だ。むしろ、正常さにかけては人類トップクラスと言っていい。さて、君たちは今の自分の状況がわかっているかな？　それを踏まえたうえでの発言をしたほうが利口だと思うけど」

　男たちは押し黙る。

　そして、一つの結論にたどりついた。

　アイアンヘッド・カウを暴走させた犯人が目の前にいて、自分たち以外の仲間はすでに殺されていると。

　そして、自分たちも両手両脚を壊され脱出不能な場所にいる。

　ようするに、彼らの命は俺の手の中にある。

「てめえ、ケヤルガって言ったな。俺たちを生かしているのにはわけがあるんだろう」

　かしこい。ちゃんとわかっているようだ。

「聞きたいことがある。この街でイヴを狙っているのはおまえたちのグループだけか」

「答えれば、ここから出してくれるのか？」

「ああ、約束しよう。俺は噓うそはつかない」

　謙虚で誠実であることがモットーなので、なるべく噓をつかないようにしている。自分を守るための噓、可愛い女の子を喜ばせるための噓はつくのだが、それはそれというやつだ。

「……この街で魔王候補を狙っているのは俺たちだけだ。ここから出してくれるなら、二度と魔王候補にもおまえたちにも手を出さないと誓う」

　復ふく讐しゆうポイントにさらなる加算。残念、ポイントが一定値に達したので殺害方法が一ランク残酷にアップ。

　こいつは噓をついた。

　これはもう地獄に堕ちるしかない。尋問なんて、趣味でやっているだけで【回復ヒール】で記憶から情報はすでに抜き取っている。

　やつらのほかに、魔王の息がかかった夜犬族のアウトローもいて、狂牛族たちをバックアップしているのだ。

　それを知っていて、話さなかった。

「おかしいなあ、おまえたちの仲間が夜犬族の諜ちよう報ほう員いんのことをげろったんだけどな。……本当のことを言えば助けてやれたのに。まあ、なんだ。自業自得だな。そこで死ねばいいさ」

　俺は笑う。

　狂牛族たちの顔が絶望に染まる。

　人というのは不思議なもので、理不尽な死よりも、自らの行動が招いた死のほうがずっと絶望が深まる。

　そのためだけにわざわざ演技をしてやった。

　まあ、ぶっちゃけ、本当のことを言おうが、言わなかろうが、殺すつもりだった。……後悔の中で死んでもらおう。

「おっ、俺たちは末端で、知らなかったんだ。本当だ。悪気はない」

　見苦しいな。

　これも噓だ。こいつは副リーダーですべて知っている。こんな噓が通用すると思われているのは腹が立つ。

「わかった。信じよう。でも、ペナルティは必要だな」

　セツナに命じてたっぷりと氷の雨を降らせる。この高さだ。かなり痛いようで穴の中から悲鳴が聞こえてくる。

　しばらくして穴の中に氷が溜まった。

　俺の錬金魔術で穴の中はつるつるにしているので、氷が溶ければきっちり穴の中に水が溜まる親切設計だ。

「さて、俺をだまそうとした罰だ。穴からは出してやるがそれは二週間後だ。それまで生き延びていればいいな。水はたっぷり用意してやったからなんとかなるだろう」

　俺はやつらに背を向ける。

「まっ、待ってくれ。水があっても食料がないとどうしようも」

「うまい料理を出す酒場を襲ったおまえたちは、食べ物のありがたさを知る必要がある。そこで学ぶといい」

　このおしおきは、こいつらに食べ物のありがたみを感じてもらうために行った。

　きちんと食べ物のありがたみがわかっていれば、あんなに素敵な料理を出してくれる酒場で襲撃せず、ちゃんと店を出たあとに襲ってきただろう。

　ある意味、こいつらは可哀そうなやつらだ。だから、食べ物のありがたみがわかるように導いてやる。いいことをしたあとは気持ちがいい。

「いやだ、絶対に飢え死にする！」

　叫び声が聞こえてくる。

　ふむ、不思議なことを。ちゃんと食料ならあるじゃないか。立派な牛肉が。

「おまえたち、どっちか一人が食料になれば二週間もつかもな。まあ、頑張れ。……セツナ、行こうか。うーん、すっきりした。食べ物の恨みを晴らせたよ」

「ん。今日は疲れた」

　遠く、争いあう声が聞こえている。

　俺とのやり取りで黙っていたほうが、かなりご立腹なようで、こうなったのはおまえのせいだから、おまえが犠牲になれと叫んでいる。

　うわぁ、本気で食べる気かな？　気持ち悪い。たとえ、二週間生き延びても助けるつもりがないのに無駄なことを。

　俺は薄く笑いながら、森を後にした。やっぱり、この復讐ゲームは最高に楽しい。







[image: 第十話　回復術士は新たな友を見つける]







　魔王の息がかかった狂牛族たちをきっちり片づけて、すがすがしい気分で街に戻る。

　いいことをしたあとは気持ちがいい。これで当分の間、イヴが襲撃を受けることはない。

　もちろん、狂牛族の協力者である夜犬族にも襲撃をかけて潰した。【回復ヒール】で得た情報から、前回の襲撃にかかわっていると裏は取れているので問題なく潰せる。

　そちらは諜報担当という性質上、一か所に集まっておらず一網打尽とまではいかないものの、諜報に徹して直接攻撃をしてくるようなやつらではないため、ある程度は放っておいても問題ないとわかっている。

　しばらくはおとなしくしているだろうし、こうしている間にも狂牛族の代わりとなる実行部隊を呼び寄せているだろう。

　そして、それこそが俺の狙いでもある。

　狂牛族たちも夜犬族たちも、定期的に命令を受けて汚れ仕事をしているだけで、こちらから魔王を襲撃するために必要な情報を何も持っていなかった。

　夜犬族たちは、狂牛族を全滅させられるほど危険な相手に襲われている今の状況なら、それ相応に強力な部隊を呼ぶはずだ。

　強いやつらほど、いい情報を持っているだろう。潰せば魔王につながる情報を持っている公算が高い。

「ケヤルガ様、楽しそう」

「こう、喉から魚の骨が取れた感じだね。やっぱり、街に自分を狙っている連中が潜んでいると思うと疲れる。それに、これで宿が取れる。明日が楽しみだ」

　当面の脅威を排除したし、夜犬族たちが呼ぶであろう増援が来るまでに時間がかかることを考えると、堂々と宿屋に泊まることができる。

　廃屋よりも、ずっと居心地がよくなる。

　それに、食事もよくなるだろう。

　破壊されてしまったあの酒場のように美味おいしいご飯を出してくれると素敵だ。

　そんなことを考えながら、俺たちは家路を急いだ。
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「うわあ、ふかふかのベッドです。やっぱり、毛布よりもベッドですね」

　フレイアがベッドに飛び込む。

　廃屋に潜んでいた期間はたった二日なのに、よほどベッドが恋しかったみたいだ。

「いい宿があってよかったな」

「はい、このシーツからお日様の匂いがします」

　廃屋で一晩明かしたあと俺たちは宿を探した。

　商店で買い物しながら、おすすめの宿を教えてもらっていたのだ。

「掃除が行き届いているし、シーツもちゃんと天日で干している。うん、高い金を取るだけはあるね」

　少なくとも部屋は合格点。

　あとは備え付けの食堂兼酒場の質がよければ文句なしというところだ。

「ケヤルガ様、これからどうするの？」

「イヴのペットになる神鳥のところに行けるようになるまでは、この街で待機かな。その間に情報収集しながら路銀を稼ごうと思う。荷物が全部奪われて予定外の出費が多かったしね」

　旅のためにそろえていた、外がい套とうやテント、保存食。その他もろもろ、部屋に置きっぱなしにしていたものが奪われた。

　旅に必要なものはけちらず、最高のものをそろえるのがモットーなのでかなりの痛手だった。

　この街で買い直すつもりだが、その分の資金が必要だ。

「今日は旅の道具と杖つえを買いにいこう。フレイアの杖、本気でやばそうだ」

「そうなんです！　もう、今の杖、本当にあぶなっかしくて、新しい杖がずっとほしかったんですよ」

　この街に来る前からフレイアの杖は限界だった。

　先日の襲撃を撃退するために魔術を使ったことでさらに消耗している。

　さっさと新しいのを買わないといけないだろう。

　荷物を宿屋において、貴重品をポーチに移して出かける準備は万端。

「あの、ケヤルガ」

「なんだ、イヴ？」

　イヴがおそるおそるといった様子で声をかけてくる。

「やっぱり、一部屋しか借りないんだね」

「ベッドも二つあるし、この部屋の広さなら快適に暮らせるだろ？」

「……もう一部屋借りるつもりはない？　その、ケヤルガたち、私がいても普通にやるから、気まずいんだよ」

　このむっつりさんは、今朝も俺とセツナの日課が始まると隣の部屋に行き、耳を壁に押し当て自分を慰めていた。

　気まずいというのも噓ではないだろうが、それよりも彼女は一部屋だと自分を慰められないので困ってしまうというのが大きいだろう。

「ないね。イヴ、とりあえず今見えている敵を叩たたいただけで、襲撃者はまだまだ現れる。同じ部屋にいたほうが守りやすい」

「それはそうだけど」

「それに二部屋取ると金が余計にかかる。イヴの衣食住を支えているのは俺だ。イヴは俺になんの対価も払わずに、自分のために余計な金を使えと？」

「うっ、そう言われるとつらい」

　イヴはほぼ一文無しだ。彼女の生活にかかる金は全部俺が負担している。

　彼女はわりと良識がある。こういう釘くぎの刺し方は効果的だ。

「体で払ってくれるなら考慮してもいいよ。さっそく今夜からやろうか？」

「それ、本末転倒だよね!?」

　ちっ、気付かれた。頭が弱そうだから流れでいけると思ったのに。

「もう、いいよ！　一緒の部屋で我慢するよ！　でも、その少しは気を遣ってもいいんじゃないかな!?　せめて、行為の最中、外出するぐらい許してよ」

「……死にたいのか？　命を狙われている少女が夜に一人きりで出歩く？　夜こそ俺たちと一緒にいるべきだろう」

　なんという命知らず。

　あれだけ派手に襲われておいて、その発想がでるとは驚きだ。

「うっ……なら、ちょっと我慢するとか」

「どうして俺がイヴのために我慢しないといけないんだ。それに……回数を減らしたらセツナとフレイアが可哀そうだろう」

「ん。今でも少ないぐらい。もっとケヤルガ様に可愛かわいがってほしい」

「ケヤルガ様に抱かれているときが一番幸せです」

　二人は顔を赤くしてそれぞれ右腕と左腕に抱き着いてくる。

「というわけだ。多数決で、イヴには悪いが耐えてもらおう。大丈夫、そのうち慣れるさ。セツナとフレイアの喘あえぎ声が子守歌に聞こえるようになるから」

「ならないよ!?」

　相変わらず、イヴの突っ込みは心地よい。

　いずれはイヴも加えて三人でやりたいものだ。その日はそんなに遠くないだろう。

　さて、たっぷりイヴで遊んだことだし、買い物に出かけよう。
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　旅の道具と、杖を探しに商店に来ていた。

　遠くから俺たちを監視しているような視線を感じる。

　夜犬族たちの生き残りだろう。

　襲ってきてくれないかな。酒場で襲われるよりはここで襲われたほうがいい。

「あのテントすごそう」

「おっ、いいな。さすがは人と魔族が共存している街だ」

　セツナが指さしたのは折り畳み式のテント。

　だが、素材に魔獣の皮と骨を使っている。

　これまで使っていたテントよりも布が薄く軽いが、強度は上回っているし汚れにくく水もよくはじく。テントの骨は、比喩でなく本物の骨を使っていて、そちらも軽くよくしなり強度も抜群だ。まさに夢の素材といえよう。

　テントづくりの技術は、魔族のものではなく人間のもの。魔族の魔物素材に関する知識と人間の培った技術の融合。

　こういうのを見ると、人と魔族の共存はすばらしいものに思える。

　値段が手ごろなのも評価が高い。

　迷わず購入した。これは、たとえ荷物を失っていなくても購入を考えるほどいいものだ。

「ケヤルガ様、いい杖がありました。よく手になじみます」

　通りの向こうからフレイアの声が聞こえる。

　そこは魔族が開いている商店で、武器や防具、薬などいろいろと並んでいる。

「血染樹の枝に、魔物の羽根をあしらった杖か。しかも、俺にも手がぎりぎり届く値段だ。他の街ではこんな値段で買えるものじゃないんだが……品質にも問題ない。いいね。掘り出しものだよ。買おうか」

「やった！　血染樹って初めて聞きます。すごい樹なんですか？」

「血を栄養に育つ樹なんだ。たぶん、魔物の血をたっぷり吸って育っている。血染樹は、吸った血で成長の仕方が変わる。おそらく、こいつは魔族の手で杖に最適な素材になるように、よりすぐりの血をたっぷりと注がれて育てられている」

　じゃないと、これほどのものはできない。その手間を考えると安すぎる。

　人間の生活圏では見かけない樹だし、それを杖の加工用に育てるなんて、魔物を自在に操れる魔族にしか不可能な芸当だろう。

「兄さん。お目が高いね。その通り！　この杖にあしらっている羽の持ち主、シャクヤ鳥の血を定期的に与えて育てた樹で作った杖だ。シャクヤ鳥の血を吸わせると、丈夫で魔力を練りやすい最高の杖が作れる。ほかじゃ、滅多に見られない逸品だよ」

　たしかに、このレベルの杖はなかなか見ることができない。

　奇病の治療で稼いだ金のほとんどを使ってしまうが絶対に見逃せない。

「よし、もらおう」

「まいどあり！」

　俺は金貨を数枚渡して、杖を購入する。

「ケヤルガ様、ありがとうございます。ケヤルガ様の贈り物、大事にしますね」

　フレイアは嬉うれしそうにぎゅっと杖を抱きしめた。

「そうしてくれ。フレイア、少し杖に魔力を込めてもらっていいか」

「はい！」

　フレイアが全力で魔力を込める。

　フレイアが全力で魔力を込めても軋きしむ様子も痛む様子もない。

　並みの杖ではこうはいかない。

　魔族の商人が、フレイアの桁違いの魔力を見て目を見開いている。それぐらいにフレイアの魔力は異常だ。

「次、循環させてくれ。術を放つときと同じ要領で」

「やってみますね」

「ふむ、やっぱりよどみがあるな。ちょっと杖を貸してくれ。矯正する」

「よろしくお願いします！」

　魔力が循環する際に、いくつか魔力回路に抵抗があるのが見て取れた。

　抵抗は威力を減衰させるだけじゃなく、杖自体にダメージを与える。

　杖の性能を上げるためにも、杖を長持ちさせるためにも抵抗を取り除かないといけない。

　フレイアから杖を受け取る。

　こういう、魔力をもった木で作った杖には、杖そのものに魔術回路が形成される。

　魔術回路をよどみなく流れるように、錬金魔術を使ってチューニングし、最適なものに作り変える。

　よし、抵抗がなくなった。

「フレイア、もう一度魔力の循環を」

「はい！　すごいです！　さっきよりずっとスムーズ！　これならどんな魔術も使いこなせます」

「よかった。じゃあ、次の店に行こうか」

　やっぱり、錬金術士の技能と知識、錬金魔術は便利だ。

　さすがは、ジオラル王国最高の錬金術士を【模倣ヒール】した甲か斐いがあった。いろいろと役立つ。

　杖が手に入ったし、残りの旅道具を買いそろえながら、路銀集めの算段を立てよう。

　このままだと、あと一週間も今の宿に滞在すれば金が底を尽きる。

「ちょっ、兄さん、待ってくれ。その杖、俺にも見せてもらっていいか」

「別に構わないが？」

　商人に呼び止められ、フレイアに杖を渡すように伝える。

「ほう、こいつはすげえ。本当に特級品になってやがる。兄さん、その若さではんぱねえ腕の持ち主だな」

「気が済んだなら返してほしいんだが」

「待ってくれ。商談だ。ここにもう二本、杖がある。こいつらも同じように、チューニングしてくれたら、さっきの金の三分の一を返すぜ」

　少し、考える。

　三分の一戻ってくるのは嬉しい。

　そして、彼の言葉から推察すると、ここに並んでいたのはおそらく二級品だ。

　一本の樹から無数の枝が採れて杖にできるが、魔力の収束、循環性能でクラス分けされているのだろう。ここにあるものは、循環性能が劣り、二級品と判断されていたものだ。

　どうりで、使っている材料のわりには安すぎると思った。

　そして、循環性能さえ改善すれば特級品として売れるので、商人はこの話を持ちかけてきたのだろう。

「三分の一じゃ受けられないな。半分だ。半分払い戻してくれれば、残りの二本も面倒をみよう」

「兄さん、欲を出しすぎじゃないか」

「まさか。あんたは全額返してもぎりぎり元を取れる。半分でも大きな儲もうけ、三分の一しか返さないのはぼりすぎだ」

「……そこまでわかってる客か、いいぜ、半分返してやる」

　受け取った二本の杖を手早くチューニングして商人に手渡し、商人はきっちり杖の具合を確認した。用心深い商人だ。好感がわく。

「本当にほれぼれする腕だね。兄さん、何者？」

「ただのしがない旅人だよ」

「んなわけねえだろう」

　商人は笑いながら、金貨を包んだ袋を投げ渡してくる。

　さきほど支払った金額の半分だ。

「こいつはおまけだ」

　そして、細身の剣を投げてくる。

　さやから引き抜くと、ミスリルの美しい刀身があらわになった。

「ちょっとだけ、俺が儲けすぎた。このまま帰すと、俺の商人としての名が泣く。兄さんの腰に差してるの、もう、悲鳴を上げてるぜ。悪いことは言わねえから、俺のやった剣を使いな」

「はじめは、もっとぼろうとしたくせによく言う」

「馬鹿な素人からぼったくるのはいいが、わかってる職人相手に損をさせるのはまた別だ。黙って受け取れ」

「感謝する」

　今まで使ってきた剣は、近衛騎士隊長のものを拝借したもので、ずっと使い続けてきた。

　もともと年季が入ったものだったし、無茶な使い方をしていたので金属に疲労が溜たまり、ごまかしがきかなくなってきたところだ。

　新しい剣は非常に助かる。

　そのあと、少々この商人と雑談した。

　いくつかの商談も交える。

　この杖のように、お互いが儲けられそうな案件がいくつかあった。

　話がはずんで、今日の夜に商談を兼ねて一緒に飲もうと約束する。いい地酒とうまい料理がある店を紹介してくれるらしい。

　思わぬ、いい出会いだった。

　何より……俺はこいつを気に入った。気がいいやつだし、商人としてまっすぐだ。話をしていて楽しい。

　そんなことを考えていると、街が騒がしくなる。

　中央街道のほうに何かが来ている。

　そちらのほうに向かう。

　するとそこには、騎士たちが数百人、見事に隊列を組んで行進している。そしてその中央には王家の紋章が入った馬車。

「妹姫……ついにやってきたか」

　やってきたのは、俺の村の襲撃の黒幕と思しき人物。

　ジオラル王国でもっとも、無慈悲かつ狡こう猾かつな毒婦。

　この世界でもっとも俺が恐れている策士。

　その名は、ジオラル王国第二王女、ノルン・クラタリッサ・ジオラル。
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　ついに待ちわびた獲物が来た。

　妹姫……ノルン・クラタリッサ・ジオラル率いる軍勢が街にやってきたのだ。

　俺は【模倣ヒール】しストックしていた技能の中から【気配遮断】と【魔力遮断】を【改良ヒール】で身に付け、ここから一キロほど離れたところまで移動。高い建物を見つけ、壁を蹴り上がり屋根に上って伏せる。

　さらに【翡翠眼】を発動して視力を強化し、気配を消しながら遠くから様子をうかがう。

【翡翠眼】ならこれだけ離れていても、一人ひとりの表情すら読み取れる。

　兵の数は、おおよそ千程度。

　なにより驚くべきは。

「なんて強さだ。ノルン姫は本気ってことか」

　千人もの大部隊なのに信じられないほど高レベルの者が多い。

　鎧よろいに刻まれているシンボルを見てすべて納得した。あれは誉れある聖せい槍そう騎士団。ジオラル王国でも五指に入る精鋭騎士団だ。

　街一つ攻略するためだけに聖槍騎士団がジオラル王国を留守にするとは、なかなか思い切ったことをするものだ。

　今までの雑魚ざこどもを相手にしたときのように正面突破は極めて難しい。

　さすがの俺でも、聖槍騎士団に策なしで突っ込めば返り討ちにあうのは確実だ。

　妹姫を狙うなら策がいる。

「……いっそここから狙撃するか」

　妹姫は顔を見せていないが、騎士団に守られるようにして前方を走る馬車に王家の紋章が刻まれている。

　高確率で妹姫はあの中だ。

　いくつかの技能を組み合わせることで、ちょうど捨てようと思っていた旧ふるい剣を砲撃に使って遠距離射撃が可能だ。

　その威力なら馬車ごと吹き飛ばせる。

　……いや、やめておこう。そんなことをすれば魔族の仕業とこじつけられて、この街を滅ぼすきっかけを作ってしまうだけだ。

　それに、まだこの世界のノルン姫は疑惑こそあれど、俺に恨まれることはしていない。

　この状況で復ふく讐しゆうすることは俺の美学に反する。

　第一、こうして堂々と街の中に入ってきたということは、少なくとも現時点では、客として招かれているのだろうし、この街も受け入れている。

　ノルン姫ならどんな手を使ってでも無理やり攻める口実を作るだろうが、やつの仕事を手伝ってやることもない。

　心臓がどくんっと大きく嫌な音を立てた。その音が鳴りやまない。

　汗まで噴き出てくる。

　騎士の中に、信じられないやつがいた。

　まさか、こんなところにいるなんて。探し出して復讐するつもりではあった。

　だが、ここに来るのは想定外だ。

　目の前が真っ赤になる。どうしようもないほどの殺気が膨れ上がり、漏れてしまう。

　その殺気に気付いた一人の騎士がこちらを向いた。騎士の中にいて鎧をまとわず洒しや落れた赤の服を着こなす壮年の男性。

「まじかよ」

　一キロも離れているのに、漏れた殺気に気付き、その男の瞳が俺を捉えた。

　あの距離から、漏れ出た殺気に気付くか？　化け物め。

　慌てて、屋根から飛び降りる。

「はは、三英雄の【鷹眼】様までいらっしゃるのか」

　ジオラル王国では、圧倒的な強者には二つ名が与えられる。

　たとえば【剣聖】。たとえば【弓神】。二つ名を与えられた強者の中でも、さらに飛び抜けて強い者たちが三人存在する。それこそが三英雄。【鷹眼】はその一人。

　三英雄には、【剣聖】クレハ・クライレットの力すら届いていない。

　それだけで、どれだけ規格外の存在かがわかる。

　彼女の場合は若すぎること、経験、武勲が足りないことも考えられるが、少なくともクレハと同等、あるいはそれ以上と思って挑まなければならない。

　やつの存在で、妹姫襲撃の難易度が跳ね上がった。

「くそっ、俺は間抜けか」

　偵察で殺気を漏らすなんて。

　普通は気付かれることはない。【鷹眼】が異常なだけ。

　だが、ミスはミスだ。

　そのミスのせいで、【鷹眼】は警戒を強めるだろう。

「感情を抑えきれるわけがないだろう。あいつを目の前にして」

　俺が動揺したのは、隊列の中にいた【剣】の勇者を見つけたからだ。

　一見すると華美な鎧を着こんだ美青年。

　だが、その実態は極度の男嫌いの女。
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　男嫌いでありながら、女を引き寄せるためにああやって男の格好をしている。

　一度目の世界で、あの女はフレアに夢中だった。

　そのフレアは犬のような扱いで俺をいじめるのが楽しくて俺に執着していた。そのことが気に食わないあの女から嫉妬され、ひどい虐待を受け続けたのだ。

　殴る蹴るは当たり前。……男としての尊厳を極限まで踏みにじられた。

　あいつを見ると、体が震える。

　恐怖だ。今でもやつに刻み付けられた痛みと屈辱が俺の心を縛っているのだ。

　俺は生まれ変わったはずなのに。まっすぐで優しく、弱いケヤルを捨て、誰よりも強いケヤルガに。だというのに、情けなく今も怯おびえている。こんなことが許せるか。

　あいつを殺さないと、俺は前に進めない。

　……どんな手を使ってでも殺す。いや、殺すだけでは済まさない。やつの呪いを解くほど強烈な復讐でないと、俺はやつの呪縛から解放されない。

「あの同性愛者のクソ女をどうやって地獄に堕としてやろうか」

　あいつがもっとも嫌がることをたっぷりしてやろう。殺してくれと懇願するまで。

　そのためには、まず復讐の理由を作らないといけない。

　それは案外簡単だ。

【剣】の勇者ブレイドは、どんな状況でも街に来ると女を物色する。大事な女をやつに食わせてやればいい。それで復讐の口実はできる。

　ブレイドが女をものにするのには次の二つがある。第一に美青年に偽装して普通に口説く。それで成功すれば持ち帰って、ベッドの上で初めて女性ということをばらし、その段階で抵抗しようが無理やりものにする。

　次に、口説いて失敗した場合。その場合はあまり好みでない女であれば見逃すが、万が一やつの好みだった場合は無理やりさらい、部屋に連れ込みレイプする。薬の力まで借りる下種だ。やつは常に危ない薬を持っており、それで嫌がる相手の意思を捻ねじ曲まげてまで手に入れようとする。

　恋人がいようが、子供がいようが関係ない。あいつは自分がほしい、だから手に入れる。それ以外のことに興味はないのだ。

　正真正銘のクズだ。そうやって踏みにじられる側の気持ちを一切考えない。自分以外にも心があるという当たり前のことを認識できていないから、自分が気持ちいいと思うこと以外のすべてを無視できる。

　あそこまで典型的なサイコパスを他に知らない。

「セツナとイヴを囮おとりに使うか」

　あの同性愛者のクソ女なら、フレイアが王女フレアだと見抜きかねないので囮に使えない。

　本来、こういう危険なことには壊れてもいいフレイアを使うところだが、王女だとばれるリスクは負えないのだ。

　替えが利かないセツナとイヴを使うしかない。彼女たちは、とびっきりの美少女だ。やつの前にちらつかせれば、間違いなく食いつく。

　だが、復讐のためとはいえ、セツナとイヴを危険に晒さらしていいのか？

　セツナとイヴが傷つくのはいやだ。それはどうしようもなく不快だ。それほどまでに、彼女たちに愛着が湧いていた。

　俺はどうすればいい……。

　悩んでいるうちに騎士の一団は、この街の中央にある領主の館にたどりついたようだ。

　少なくとも今日は、あの同性愛者のクソ女も街に繰り出せない。今日のうちにどうするか決めよう。

　ただ、一つ言えるのは。

　こうして、やつを見つけた以上、このまま生かしておくことはありえない。それだけだ。

　今日は、奴らに動きはないはずだ。

　これ以上、ここにいる意味はない。

　昏くらい気持ちを押し殺しながら、俺は闇に消えていった。

　気持ちを切り替えよう。まずは、さきほど出会った商人との商談だ。
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　偵察を終えた俺は、昼に杖を売ってくれた商人と飲む約束があったので移動する。

　やっと震えが止まってくれた。これなら不審に思われることはないだろう。

　飲み会とはいえ気は抜けない。この街で路銀を稼ぐための商談も兼ねている。

　イヴを仲間にして人数が増えている分、旅費もかかる。ここでなんとかまとまった額を稼いでおきたい。

　今回はフレイア、セツナ、イヴの三人娘も連れている。

　商人が可愛かわいい子ならみんな連れてこいと言ったのでその好意に甘えた。

　ちなみにイヴには軽い変装をしてもらっている。カツラをかぶり、軽い化粧で顔の印象を変えさせた。

　さらに自慢の翼が隠れるゆったりとした服を着せていた。

　翼は畳んで、羽をぎゅっとすると驚くほど小さくなるので不自然さはない。全身をおおうローブだと目立つのでフレイアが見立てた服を買ったのだ。なかなか似合っていて可愛らしい。

「よっ、兄さん。よく来てくれた」

「メシがうまい店には目がなくてね」

　店に入ると個室から商人が顔を出して手招きしてきたので、そちらに向かい席に着く。

　この店は、追加で金を払うことで個室が使える。

　一般席のほうは飲むには早い時間というのにすでに超満席。

　この店の人気のほどがうかがえる。

「兄さん、すみにおけないね。三人もとびっきりの美少女を連れちゃって」

「ああ、俺にはもったいない子たちだよ」

「じゃ、さっそくやろうぜ。まずは一杯。この街の地酒だ。こいつを飲まないと始まらないぜ」

　そう言って商人は瓶をかかげた。

　グラスにたっぷりと注いでくれる。

「果実の香りがする酒だ」

「こいつは山やま葡ぶ萄どうで作った酒でな。なかなかいけるぜ。乾杯前に一口味見してみな」

「ではお言葉に甘えて」

　山葡萄の甘酸っぱい香りが鼻腔を刺激する。甘い酒かと思ったら、すっきりしてほのかに甘味がする程度、酸味もほどほどで飲みやすい。

「思ったより甘くないな。料理とも合いそうだ」

「おうよ。肉と一緒に飲めない酒を頼む趣味はないんだ。料理もたっぷり用意してるぜ」

　商人が手を叩たたくと次々と料理が運び込まれた。

　脂ののったカモを丸々一羽使ったクリームシチュー。

　牛の内臓をスパイシーな香辛料で煮込んだモツ煮。

　こってりとした緑の実の野菜をすりつぶして、酢と和あえた不思議なサラダ。

　食べたことはないが匂いと見た目だけで美お味いしいと確信できるメニューが並ぶ。

　食いしん坊のセツナなどは鼻をひくひくさせながらよだれを垂らしていたし、イヴのほうもちらちらと俺と料理を交互に見る。

　よほど待ちきれない様子だ。

「兄さん、では乾杯といこうか。二人の出会いと、これからの商売の成功を祈って」

「ああ、仲良くやっていこう」

　俺と商人がグラスをぶつけ合い、一気に酒をあおる。

　それを見て、ずっと我慢していたセツナたちが料理に手を付け始めた。

　うまいかなんて聞く必要はない。顔を見ればわかる。

　俺も食べるとしよう。セツナたちに全部食べられてしまいそうだ。

「いい店だな。酒もうまいし、料理も最高だ」

「大事な取引相手を呼ぶときはここにしているんだ。この店で接待して気を悪くしたやつを俺はまだ知らねえよ」

　たしかにここなら、いろいろな取引もうまくいきそうだ。

　セツナとイヴは、さきほどから料理に夢中で頰ほおをリスのように膨らませて大変可愛らしい。

　フレイアは幼いころからの習慣が染みついているのか、器用にフォークとナイフを使って上品に食べている。

　不思議と食事をしているだけで絵になる。これが王女様の品格というものだろう。

「でっ、兄さんの言ってた儲もうけ話ってなんだ」

「その前に、自己紹介だ。これから一緒に商売するんだから名前ぐらい知っておかないと不便だろう。俺はケヤルガという。旅の錬金術士をやっている。連れているのは従者と奴隷だ」

　表向きの身分を明かす。

　回復術士は【癒】の勇者を連想させてしまうので、人に名乗るときは必ず錬金術士と語っていた。

「ケヤルガ……覚えた。いい名前だな。俺っちはカルマンって言うんだ。見てのとおり魔族だ。いや、ふらりとブラニッカに立ち寄って、ちょっとしたきっかけで商売を学んだら面白くてな。すっかりはまっちまったってわけよ」

　入れ墨のような紋様がある以外は人間と変わらない。

　彼なら商売をするうえで他の魔族より有利だったかもしれない。

「そうか、ならこのあたりで大儲けしないとな」

「兄さん、俺っちもそのつもりだよ。まっ、商売が楽しいってことより最近じゃうまいものを食えるってのが大きくてこの街に住み着いているんだがな。……それでそろそろ儲け話といこうじゃないか」

　商人……カルマンの目に真剣さが宿る。

　さて、こちらも気持ちを切り替えていこう。ここからは商談だ。

「カルマン、この街の市場を見て回ったんだけど、錬金術士がほとんどいないのか、ポーションの流通量が少ないし、値段が高い」

「まあな、魔族連中はポーションなんて作らないし、この街に高度な知識を要するポーションを作れる人間なんていない。国境の向こうに渡る行商人がたまに持ってくるのを仕入れる程度だな」

　今日一日、街を歩いて気付いたがラナリッタなどでは考えられないほど、ポーションを見かけないし、あったとしても高価だった。

　しかも、需要がないわけじゃない。高い値段を見て不満そうにしながらも人間も魔族も買っていた。

　つまり、需要に対して供給が少ないからこそ、異常に値上がりしている。

　ここで適正な値段のポーションを用意すれば飛ぶように売れるはずだ。

「俺が錬金術士だってことは話したよな。当然、こんなものも作れる」

　昼間購入した空き瓶に特製ポーションを詰めたものがぎっしり入ったバッグを机の上に置く。

「これ、全部ポーションか？」

「そうだ。人気がある治癒力向上と体力回復の二種類。どれも一級品を用意した」

　その気になれば、一級品なんてレベルを軽く超えたものも作れるが、あえて一級品レベルに抑えている。

　やりすぎると、さまざまなところから目をつけられる。あまり悪目立ちはしたくない。

　カルマンは二種類のポーションをそれぞれ、品定めする。

「たしかに一級品だな」

「わかるのか」

「それぐらいわからないで商人はできねえよ。でっ、これを仕入れさせてくれるのか？」

「あんたならうまく売ってくれるだろう」

　露天商の真似事をすれば、カルマンに任せるより儲かるだろうが、新参者がいきなり売り始めても、客に品質を信用してもらえない。

　それに、俺には時間がない。露店に張り付くなんてやってられない。

　だが、カルマンには商人としての信用がある。彼が一流のポーションだと言えば、客にも一流だと思ってもらえるし、何より楽ができる。だから、販売を任せることにした。

「……この街で、これほどのポーションを俺が売るなら間違いなく大儲けだ。まいったな。兄さんの儲け話がここまでうまい話とは思ってなかったよ。女将おかみさん、酒の追加だ。例のアレをもってきてくれ。あの秘蔵の酒だ！　酒の格に合う料理も頼む。わりい、まだ俺のもてなしが足りなかったみたいだ！　これでかんべんしてくれ」

　カルマンが声を張り上げる。

　今飲んでいる酒も、相当うまいがまだ上があるのか。

　それに合う料理も想像しただけでよだれが出てくる。

「十分楽しんでいるから気にしないでくれ。だが、もてなしてくれると言うなら素直に甘えよう」

「おうよ。俺のモットーは、『儲けさせてくれるやつほど大事にする』だからな。だが、これの上はねえぜ」

　本当にいいやつだ。

　商売を抜きに酒を飲んでも、きっと楽しめるだろう。

「それを聞いて安心したよ。商談にもどろうか。ちょうど、街の住民たちは騎士どもが大勢でやってきたせいで不安がってる。ポーションはこういうときによく売れるはずだ。それを踏まえて値段をつけてほしい」

「兄さん、商売上手だね。よしっ、わかった。仕入れ値に少し色をつけてやる」

　そのあと、価格と納入数について交渉を始めた。

　その結果、俺から見てもかなり好条件の値段で買い取ってくれることになった。

　おそらく、この絶好の商機を逃さないことを優先してくれたのだろう。

　ポーションの販売だけでなく、いくつか商店を巡っても見つからなかった品物を注文しておいた。商人仲間のネットワークを使って探し、見つかればキープしてくれるらしい。

　そっちは採算度外視の、カルマンの気遣いだ。ありがたい。

　この人と出会えてよかった。

　だから、一つおせっかいを焼こう。

「この街はたぶん戦場になる。今は商機でもあるが、早く逃げないと危ない。危険を感じたらすぐに逃げられるように準備をしておいたほうがいい。命あっての物種だ」

「はっ、俺を誰だと思ってやがる。そんな下手を打ったりねえよ」

　カルマンは、酒を飲んで楽しそうに笑った。

　そのタイミングで新たに運ばれてきた酒を飲んで言葉を失った。なるほど、とっておきというだけはある。

　料理のほうもワンランク上だ。

　セツナたちも、すごく喜んでいる。……贅ぜい沢たくを覚えさせてしまったのはちょっとまずかったかもしれない。

　会話が盛り上がる。その中で、カルマンが聞き捨てならないことを言った。

「人間の軍隊が街に入ったな。兄さんも気を付けたほうがいい。とくに【剣】の勇者だっけ、あいつはやばい。兄さんの連れは隠しといたほうがいい」

「何か、あったのか？」

「俺のお得意様の金持ちのお嬢様が、【剣】の勇者ってやつにひどい目にあわされたそうだ。……端的に言えば強ごう姦かんだな。それ以来、お嬢様は屋敷から出られなくなった。相手が相手だけに泣き寝入りよ。……美少女が相手なら見境ないって話だぜ。兄ちゃんの連れは三人とも美少女だ。見つかれば目を付けられる。あぶねえよ」

「ああ、気を付けるよ」

　こっちの世界でも【剣】の勇者は好き勝手やり、多くの人間を泣かせているらしい。

　天誅が必要だ。街の平和のためにも俺の復ふく讐しゆうのためにも始末をしないといけない。

　その後は雑談で盛り上がった。

　驚いたことにカルマンは、人見知りの激しいセツナとも普通に会話できていた。

　たっぷりとうまい酒と飯を食って、その日は解散。

　カルマンは俺たち全員分の勘定をもってくれた。さすがに俺の分以外を払ってもらうのは申し訳ないので、自分たちの分は俺が払うと言ったが、投資だと言って彼は譲らなかった。

　今日のお礼にたっぷり儲けさせてやろう。

　カルマンと別れた後は、セツナたちと宿に戻る。

「ケヤルガ様、すっごく美味しかったですね」

「ん。素敵だった。メニューを見たらまだまだ美味しそうなメニューがたっぷりあった」

「うん、私も気になってた。すね肉の特製煮込みとか絶対食べたいよね」

　三人娘が料理の話題で盛り上がっている。

　いつの間にかイヴもすっかり溶け込んでいた。どうやって仲良くなったのだろう？　ちょっとあとでセツナに話を聞いてみよう。俺もイヴと仲良くなりたい。

「しばらく夜はあの店に通おうか。金もできたし、俺も食べたいメニューが残っているしね」

　三人とも、無邪気に笑った。

　幸せな夜だ。

　そして、この場で一つどうしても決めないといけないことがある。

【剣】の勇者に復讐するために、イヴとセツナを傷つけられることを前提に餌として差し出すかどうかだ。

「セツナ、イヴ。おまえたちは可愛かわいいな」

　つい本音が出た。美味しいものを食べて幸せそうに笑う二人を見ているとそう思ったのだ。

「……急に言われたら照れる」

「そっ、そんなことで騙だまされないよ！　どうせエッチなこと考えているんでしょ」

　二人の反応が面白くて笑ってしまう。

　この子たちは本当に可愛い。傷つけたくない。守りたいと思ってしまった。

　だから、やめだ。

　この子たちを餌にはしない。犠牲になんてできない。

　だが、【剣】の勇者への復讐を諦めたわけではない。それは絶対にやり切る。

　やつへの餌は、他に用意する。

　それは俺自身だ。

　俺はやつへの復讐のため、一時だがケヤルガを捨て……可か憐れんな一輪の華、ケアーラに生まれ変わるのだ。







[image: 第十三話　回復術士は可憐な一輪の花になる]







【剣】の勇者に復讐するために、俺はセツナとイブを餌にして襲わせるのではなく、ケヤルガを捨てケアーラとなることで俺自身を餌にし、襲ってきたところを仕留めることにした。

　ケアーラになる……つまりは俺自身が女性になるということだ。

　葛藤も恐怖もある。

【剣】の勇者は俺にとってのトラウマだ。

　そんなやつを誘うことにひどい抵抗がある。

　怖いのだ。だが、それでもやらないといけない。

　やつを乗り越えないと、ここから先へは進めない。
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　宿に戻り、いつものようにセツナとフレイアをたっぷり愛しつつ、むっつりなイヴをからかった。

　イヴは布団をかぶって、音を聞かないようにしているように見えて、その実、耳を澄ましてこっそり自分を慰めている。

　ばれていないと思い込んでいるのが可愛らしい。

　ことが終わると、ベッドに体を横たえながらうっすらと目をあけて考え事をしていた。

　左腕には裸のセツナが抱き付いていた。

　彼女の寝顔は本当に可愛らしい。ほっぺたをつつくとぷにぷにとした柔らかい感触が返ってくる。

「変身は朝の日課が終わってからだ。それまでに覚悟を決めよう」

【剣】の勇者は味にうるさいタイプだ。

　いい女でなければ引っかかってくれない。

　俺の【改良ヒール】で姿を変えられても、性別までは変えられない。

　男であるというハンデを乗り越えて、あの女に手を出させるのは並大抵の演技では不可能だろう。

　ありとあらゆる努力を尽くして、女を越えた女になる必要がある。

　幸いなことに、俺は最高の美少女に囲まれて旅をしている。その経験を生かそう。
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　朝の訓練からセツナたちが帰ってきた。

　最近ではイヴも一緒に訓練に参加している。

　イヴいわく、守られているだけじゃダメ、自分自身が強くならないと意味がないそうだ。

　才能だけで、努力をしてこなかった彼女が才能を磨き始めたことに驚きと喜びを感じる。

　最近、セツナとイヴが妙に仲がいいと思ったら、こうやって訓練を一緒にしているからだろう。

「朝ご飯が届いているよ」

　ここの宿は最初に泊まった宿ほどではないが、ご飯が美お味いしい。

　なので、朝食もおまかせしている。

　セツナたちがお腹を空かせて帰ってくるのを見越して、四人なのに八人前頼んでいるが、いままで余ったことは一度もない。

「ケヤルガ様、今日のごはんも美味しそう。イヴ、フレイア、たっぷり食べて。食べないと強くならない」

「もちろんだよ。運動してからのご飯は最高だね」

　セツナとイヴの欠食児童組が飛びついてくる。

　早速パンをもぐもぐと食べ始め、スープで流し込む。

　もう一人のほうはグロッキーな顔をしてうらめしそうにしている。

「なんで、セツナちゃんもイヴちゃんも、あれだけ無茶な訓練して胃が食べ物を受け付けるんですか……不可解です」

　フレイアのほうは相当ぼろぼろなようで、パンをスープに浸すなど苦労しながら必死に飲み込んでいる。

　セツナの訓練を受ければ、初心者はこうなる。

　平然としているイヴのほうが異常だ。適応能力が異様に高い。

　しばらく、三人の食事を見守る。

　こっそり、フレイアには初歩的なほうの【回復ヒール】を使った。

　自己治癒能力の強化で筋肉痛を癒すのだ。筋肉痛が治らないまま、毎日無理な特訓をしてもむしろ逆効果。こうして、毎日万全な状態にすることで密かにサポートしていた。

　フレイアが目に見えて元気になり、食事のスピードも上がる。

　食べ終わるのを見計らって声をかける。

「フレイア、頼みがある」

「なんですか？　ケヤルガ様」

「俺に化粧をしてほしいんだ」

　その分野の技術も【模倣ヒール】していたが、すでに忘却の彼方かなただ。

【模倣ヒール】した知識や技能は、定着させない場合、一か月もすれば忘れてしまう。

　重要な知識や技能は定期的に割り当て、忘れないように気を付けているが、どうでもいいものは気が付いたらなくなっている。

　さすがに化粧を必要とするなんて思っていなかった。

　加えて、化粧に必要な美的感覚を俺は持ち合わせていない。幼いころから美しいものに囲まれて育った王女フレアであるフレイアなら期待できるだろう。

「いいですよ。でも、まさかケヤルガ様が女装趣味だったなんて……」

　微妙に引き気味でフレイアが失礼なことを言った。

　失礼なやつだ。

「違う。この街を焼野原にしようとしている一団がいてな。その一団に潜入するためには女性のほうが都合がいい。俺にそっちの気があるわけじゃない」

「安心しました。アレまで切り落としてケヤルガ様に可愛がってもらえなくなると寂しくなるなって不安になっちゃいました」

「……それは心配し過ぎだろう」

　フレイアは、自分のポーチの中から化粧道具を取り出す。

　一度、本気でねだられて買ってやったものだ。

　化粧なんて旅には必要ないと言ったが、フレイアいわく女性にとっては鎧よろいより大事なものらしい。

　フレイアの場合、化粧なんてしないでも十分すぎるほど美人だし、本人も自覚があるのか、うっすらとしか化粧しない。

　フレイアいわく、そのうっすらが非常に重要らしい。

　フレイアはたまにセツナにも化粧をしようとするが、そのたびに本気で逃げられている。セツナは化粧品のにおいが苦手らしい。さすがは狼おおかみ。

「では、こちらの椅子に座ってください」

「ちょっと待ってくれ、その前にやることがある。【改良ヒール】」

　顔つき、骨格、体形を変えて女性に見える姿になる。

　性別は変えられないのでちゃんとついているが、見た目だけはしっかりとした女性だ。

　控えめだが、ちゃんと胸があるし、腰はくびれ、尻は膨らんでいる。

　重心が狂って、慣れるまで時間がかかりそうだ。

　筋力が落ちているから身体能力も低下している。そもそも全体的にふにゃふにゃ柔らかくて心もとない。やはり、男がいい。

「うわああ、ケヤルガ様、可愛いです。セツナちゃん、イヴちゃん、来てください」

「可愛い。ケヤルガ様、ぎゅっとさせて」

　セツナが胸に飛び込んでくる。比喩ではなく俺の胸に顔を埋めてすりすりしてくる。セツナの顔の重みで俺の胸が形を変えている。

　うっ、セツナの仕草は可愛いけど複雑な気持ちだ。

「……中身の極悪さが完全に消えてるね。女の私が見み惚とれるほど綺き麗れいだよ」

　イヴもオッケーをだしてくれた。

　とりあえず、容姿は合格点。

「でも、今のケヤルガ様の顔、どこかで見たことが……。あっ、わかりました。ケヤルガ様の本当のお顔に似てるんです」

「セツナも同感。ケヤルガ様の本当の顔は可愛い。それがもっと女の子っぽくなってる」

「えっ、腹黒ケヤルガの顔って、こんなのなの!?　意外過ぎるんだけど」

「……言わないでくれ。本来の顔は好きじゃない。甘さと幼さがにじみ出ていて俺らしくない。理由がなければ、こんな顔を選ばなかった」

　フレイアが気付いた通り、今の俺の顔は本来の〝ケヤル〟の顔を女性らしくしたものだ。

　その顔を選んだ理由は二つ。

　一つ目はあまりに本来の顔つきから離れ過ぎると表情筋をうまく操れない。男女の壁を越える以上、そのデメリットは顕著になる。だから、もともとの顔をベースにせざるを得なかった。

　二つ目は【剣】の勇者の好みの顔だからだ。

　一度目の世界で【剣】の勇者が俺を激しく虐待したのはフレアに構われていることへの嫉妬もあったが、もう一つは男に欲情したことを認めないためでもあった。あの女は少女のような俺の顔を気に入っていた。屈辱を与えるためと、何度も無理やり女性ものの服を着させられたが、そのときの【剣】の勇者の顔は発情していた。

　……もし、ケヤルの顔をアレンジした女なら、間違いなくあの女を釣れる。そこで、その誘いを拒めば無理やり襲おうとするだろう。それで復ふく讐しゆう条件成立だ。

　念には念を入れておこう。

　ポーチから注射器を取り出す。

　薬液をたっぷり注ぎ、首元に刺して体に投与する。

　やっぱり、血管に直接流し込むのは効く。

　その薬液の正体は、フレイアの体液を材料に精製した特製ポーション。

　人を惹きつけるには、見た目や性格だけじゃなく、匂いやフェロモンなどといったものも重要だ。それらを手に入れるためのものだ。

　フレイアの体液を原材料にした香水もあるので併用しておく。

【剣】の勇者がかつて愛した王女フレアの匂いとフェロモン、一度目の世界で気に入っていたケヤルの容姿を女性向けに改造して勝負する。

　とはいえ、フレイアの体液を材料にしたポーションを体内に投与するのは抵抗があるので、すべてが終わったら、しっかり【回復ヒール】で消しておこう。

「ケヤルガ様、ほんとうに女の子みたいです」

「でないと、潜入作戦なんて成功しないからな」

　この女装が完璧かは【剣】の勇者以外を対象にして、復讐ゲームに必要なアイテム入手を兼ねた実験をしてみるつもりだ。

「では、さっそくお化粧しますね。元がすごくいいので、あくまで控えめに、魅力を引き出す方向でがんばってみます」

　フレイアが鼻息を荒くして近づいてくる。

　妙にやる気まんまんだ。

　ちょっと嫌な予感はするが、好きにさせてみよう。

　いつも、フレイアで遊んでいるんだ。たまにはフレイアに遊ばせてやろう。

　化粧が終わる。すると次にフレイアは服を持ってきた。

「スカートはきついな。ズボンはないのか」

「だめです。せっかく、可愛かわいいのですから、絶対にスカートです。そっちのほうが似合いますし」

　フレイアが持ってきたのはスカート、それもミニスカートだ。

　これをはくのはかなりの勇気がいる。

「あっ、ケヤルガ様。下着も私のをはいてください」

「……いや、どうせ見えないしそれはいいだろう」

「だめです。案外、スカートってめくれちゃうし、そのとき男物下着なんてドン引きされちゃいますよ」

　わからない。案外というほどの頻度で下着が見られてしまう服を着る感性がわからない。

　さっそく、着替えてみる。

　……なんだ、この頼りなさは。

　足元がすーすーして気持ち悪いし、少し歩いてみたがそれだけで下着が見えてしまいそう。

　もはや、羞恥プレイの領域ではないだろうか？

　これで街を歩くとか正気か？

「うわぁ、可愛いです！」

　フレイアの声でセツナもやってきた。

　いつもの無表情だが、目がきらきらしているような気がする。

　耳がぴくぴく動き、いきなりスカートをまくり上げてきた。

　思わず、手で押さえる。

「セツナ、いったいなんのつもりだ」

「なんとなく、ケヤルガ様を見てるとそうしたくなった」

　顔が赤くなる。

　こんな辱めを受けるのは初めてだ。

　……ケアーラになるのは今回を最初で最後にしよう。ちょっと、耐えられそうにない。
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　女っていいな。

　なんてことを考えながら路地裏を歩いていた。

　女装に目覚めたわけではない。

　ジオラル王国の精鋭部隊、聖せい槍そう騎士団はノルン姫以下数名が領主と交渉中で、暇そうにしていた。

　騎士団のうち口が緩そうな連中から情報を引き出していたのだが、ぺらぺらしゃべってくれる。

　やはり、美人は得だ。女装した俺、ケアーラは文句なしの美少女。男は単純で、疑いすらせずに必要な情報をくれた。
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　その情報の中には、【剣】の勇者が女を漁りにいく酒場の名前すらあった。

　さて、情報は手に入れた。次はアイテムの入手だ。

　人ひと気けのない路地裏に入っていく。

　丸腰で薄着のいい女が一人でそんなところに入れば、レイプしてくださいお願いしますと言っているようなものだ。

　ほら、来た。

「ひひっ、いい女じゃねえか。こいつは運がいいぜ」

　左手で抱き留められ、右手で口元を押さえられる。

「あっ、兄貴ずりいぜ。独り占めする気か」

「そうだ、そうだ、俺たちはチームだろ、三人で分け合おうぜ」

「ああ、わかったよ。だがな、最初は俺だ」

　俺は今、ガラの悪い大男三人組に拉ら致ちられていた。

　力自慢だというのが見て取れる立派なガタイ。だが、おつむのほうが足りなそうだ。

　暴れれば殺すと脅されて、どこかに連れていかれようとしている。

　釣りに来たのは確かだが、ここまで入れ食いなのはさすがに想定外だ。

　人気のない建物に連れ込まれ、投げ捨てられる。

「さて、たっぷり可愛がってやるぜ」

「兄貴、外で出してくだせえよ。あとで俺らも使うんで」

「オラはどっちでも構わない。後ろのが好きなんだな」

　好き勝手言ってくれる。

　さて、復讐ポイントを確認しよう。

　一定値貯まっていれば、めでたく復讐開始だ。

　……だめだ、微妙にポイントが足りない。

　拉致られた、後ろから抱きしめられた、罵声を浴びせられた。

　もうひと押し欲しいな。

　でも、せっかく買った服を破られたらもったいないし。

　よし、チャンスをやろう。ボーナスゲームだ。

　ぎらついた目で男たちがにらみつけてくる。

　その男たちをにらみ返し、口を開いた。

「私はあなたたちより強いよ。もし、私に手を出したら、きっと後悔するよ。それこそ、人じゃいられなくなる。逃げるなら今のうちだよ？」

　警告はした。

　どうでるか。

「ぎゃはははははは、お嬢ちゃん、面白い冗談だ」

「けけけ、もっと頭のいい脅し考えろよ」

「怖い怖い、オラ、怖いからがんばって襲うぞ」

　男たちは大爆笑。

　善意を踏みにじられた。復讐ポイントが加算されてしまった。

　男たちに合わせて俺も大笑いすると、男たちがぎょっとした顔で笑いを止める。

　さあ、死刑宣告だ。

「ざーんねん。規定値に達したので、今から復讐ゲームを始めよう。大丈夫、安心してくれ。人はやめてもらうけど……おまえらの大好きな交尾は好きなだけやらせてやるから」

　せっかく、最後のチャンスをあげたのに。

　これだからバカは困る。相手の力量すらわからないのか。

「てめえ、まずは黙らせてやる」

　兄貴と呼ばれた男が殴りかかってくる。

　大振りだ。止まって見える。

　その手を取り、相手の勢いを利用して投げて、背中から落とす。

「ごふっごふっ、てっ、てめえ」

「黙れ」

　倒れた男の顎をつま先で蹴りぬく。

　脳を揺らされた男は意識が飛んだ。

　殺すわけにはいかない。ちゃんと、最高のお薬で便利な俺のアイテムとして役に立ってもらわないと困るのだ。

「さて、残り二人か。抵抗してもいいけど、抵抗しないほうが楽に壊れることができるよ？」

　さっさと刈り取るとしよう。

　この三人組には感謝してほしいぐらいだ。

【剣】の勇者は性格こそ最悪だが美人だ。

　その【剣】の勇者とあとでしっぽり楽しめるのだから。
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　残り二人を数秒で鎮圧した。

　男たちを蹴り飛ばし、三人重ねて椅子にして、その上に座る。

　男椅子に座りあんにゅいな気分に浸る。

「こんなに男って簡単に釣れるのかよ。同じ男として悲しい。いや、俺が魅力的すぎるのか。こいつらには悪いことをしたかな。見た目も性格も可愛すぎる俺が目の前を通ったら我慢なんてできないもんな。さて、お薬たーいむ」

　ポーチの中から、新作の特製ポーションを取り出す。

　ちょっぴりやりすぎて金豹族を壊してしまったポーションの改良版、あの女の死は無駄ではなかった。こうして改良ポーションを完成させることができたのだから、あの女もきっとどこかで喜んでくれるだろう。

　これを投与すれば、この男たちは幸せになる。

　一生、痛みも不安も苦しみも感じなくなるのだから。
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　女装しケアーラとなった俺を襲った馬鹿三人組をとある場所に潜ませて、薬で眠らせておいた。

　放っておけば、罪のない人を襲い始める獣たち相手なので容赦はしない。

　そもそも下手をすれば、俺はこいつらに輪りん姦かんされるところだった。

　ふと、廃屋にあった鏡を見る。【剣】の勇者に復讐するため、女性を装ってみたが、なかなか女装した俺も悪くないようだ。

　男が入れ食いだったのも納得だ。

　これなら、【剣】の勇者も釣ることができるだろう。

　そろそろいい時間だ。移動するとしようか。
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「無駄に洒しや落れた店を選びやがって」

　文句を言いながらドレス姿で街中を歩いていた。

【剣】の勇者が狩場にしている店はこの街でも上流階級が集まる店だ。

　さすがに、旅用の服では入れないのでドレスを購入し、それに着替えている。

　余計な出費で懐が痛い。

　目的の店にたどりついた。鮮やかに装飾された入り口と、醸し出される雰囲気だけで、一般人お断りの店だとわかる。

　店に入る前に深呼吸する。

　今の俺は、貴族の令嬢。そのつもりで立ち振る舞わないといけない。

　自己暗示をなんとかかけ終えた。

　夜に咲く可か憐れんな一輪の花ケアーラ。

　その魅力を見せつけるとしよう。
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　店の中に入った。

　入り口にはガードマンがいて、怪しい客は追い返しているようだ。

　俺の姿は貴族の令嬢に映ったらしく、何も言わずに通してくれる。

　中は洒落たバーで少々居心地が悪い。

　上流階級の方々が楽しく談笑している。

　ピアノの音色が聞こえる。素人のもの好きでやっているわけではない。プロの生演奏だ。

　その音色に耳を傾けながら、カウンターに座る。

　老紳士が別の客のカクテルを作っていた。手が空いたのを見計らって注文をする。

「マスター、なるべく軽くて甘いお酒を」

「かしこまりました。お嬢様」

　マスターが目の前でカクテルを作ってくれた。

　果実酒を水で割り、見たことがない赤い果実を絞ってグラスに入れて完成。

　飲んでみると、注文通り度数は低く果実の甘味がする酒だ。

　さわやかさが後を引く。

　酒がうまくて安心した。しばらくの間は、この店に通うつもりなのだ。高い金をまずい酒に払いたくはない。

【剣】の勇者がここに来るつもりなのはすでに聞き出しているが、一日で会えるとは限らない。

　騎士たちから情報を聞き出すとき、一工夫しておいた。

　行きつけの店の名を聞くときに「【剣】の勇者様に惚ほれて、もう一度会いたいの」と言っている。

　騎士団の連中は、可愛かわいい女の子が会いたがっていると、【剣】の勇者に伝えるだろう。

　そうなれば、【剣】の勇者は喜んでやってくる確率がぐんと上がる。

　俺が昼間やっていたのは、聞き込みを兼ねた撒まき餌えだ。

　俺はマスターと談笑しながら、ときおり声をかけてくる男どもを追い払った。俺は美しいので、男が放っておいてくれない。

　雑ざ魚こに用はない。俺が狙う獲物は一人だけだ。
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　カラコロンッと音がなる。扉に取り付けられたベルの音。

　誰かがやってきたようだ。

　俺はにやりと笑う。

　おっといけない、笑い顔は淑女らしく微笑でないと。

　あの女だ。身にまとう魔力だけでわかる【剣】の勇者が来た。

　まさか、初日でやってくるとはな。

【剣】の勇者は、軽やかな足取りで俺の隣までやってきて座る。

　周りの視線が集まるのを感じていた。

　なにせ、見た目だけなら【剣】の勇者ブレイドは、美しい貴公子なのだから。

　身長が女性にしては高く、美しい金髪に引き締まった細身の体。

　身にまとうのは、細身のスラックスと仕立てのいいシャツ。

　不思議と色気があり、店内の女性たちはうっとりした顔で【剣】の勇者を見つめていた。

「お嬢さん、ここの店は初めて？」

　きざったらしい笑みを浮かべて、ブレイドが問いかけてくる。

「ええ、初めてよ。あなたは常連さんかしら？」

「実は僕も初めてなんだ。君におすすめのお酒を教えてもらおうと思ったんだけど、当てがはずれちゃったな」

　軽やかに笑う。

　そして、ブレイドはマスターに話しかけて、おすすめのメニューを二つ頼み、一つを差し出してくる。

「これが美お味いしいらしい。君も飲んでみるといい。僕のおごりだ」

　こういった何気ない仕草をよどみなくできるのが、この女の特徴だ。

「見知らぬお方におごっていただくなんて悪いわ」

「そう思うなら、乾杯に付き合ってくれないか？　一人で飲むのは寂しいんだ」

「それぐらいなら、構いません……では、乾杯」

　二人でグラスをぶつける。

　その後、ブレイドは軽妙なトークを展開する。

　自分ばかり話すのではなく、自然な流れで俺に話させ、聞き手に徹する。絶妙な相あい槌づちのタイミングで、会話がつまりそうになればさりげないフォローもする。

　会話が盛り上がると、どさくさに紛れて酒をどんどん飲ませようとしてくる。

　さすがは、日ごろから女を食いまくっているだけはある。女を落とすテクニックには舌を巻く。女を食うためには手段を選ばない女だ。

　もし、俺が女なら、こいつに好意をもっていたかもしれない。

　だが、胸の内には復讐の炎が燃えている。その綺き麗れいな顔をぐしゃぐしゃにしてやりたくてしょうがない。

　どんどん、時間が過ぎていく。

「そろそろ、行かないと」

「お嬢さん、今日はもう遅い。女性の一人歩きは危ないよ。悪いことは言わない。今日は僕の部屋に泊まっていきなよ」

　あくまで、こちらを気遣っているように見せているが、その胸の内には欲望が渦巻いているはずだ。

　ついていけば最後、やつは野獣となり、この身を蹂じゆう躙りんするだろう。

「ごめんなさい。やっぱり、今日会ったばかりの男の人とは……、ちょっとお手洗いに行かせていただきます」

「急に変なことを言ってごめんね」

「いえ、気にしてません」

　にこにこと、ブレイドは微笑ほほえんだままだが、俺じゃないと気が付かないほどの一瞬だけ、表情が歪ゆがんだ。

　あの女は、一人の女に時間をかけることを嫌う。毎日とっかえひっかえ、いろんな女を楽しみたいので、こうやって焦らす女は嫌いなのだ。

　あいつが時間をかけてでも欲しがった唯一の例外はフレア王女ぐらいだ。他の女なら、とっととレイプしていた。

　さて、ここから先はきっと俺の予想通りの行動をとってくれるだろう。

　席を外し、錬金魔術の一種、鏡を使った鏡面魔法を使う。

　店の奥に消えつつも、しっかり残された奴の様子を見ることができる。

　俺がいなくなったのをいいことに、めんどくさそうな表情を浮かべて、懐から白い粉が入った袋を取り出す。

　それを、俺のグラスに混ぜ込んだ。それも二種類だ。

　一つは睡眠薬、もう一つは媚び薬やく。あいつが常に持ち歩いている、レイプのお供だ。

　毒を盛られたことで、復讐ポイントが大幅に加点された。

　様子を見計らって戻る。

「今日は飲み過ぎたわ。そろそろ私は帰りますね」

「話せて楽しかったよ。また、この店で会えないかな？」

「機会があれば是非。では」

　俺が立ち上がろうとすると、その手をブレイドは摑つかんだ。

　勝手に乙女の肌に触れた。復讐ポイントにさらなる加算。

「きゃっ、急になんなの」

「せっかくマスターが作ってくれたカクテルを残すのはもったいないじゃないか。飲んであげなよ」

「今日は飲みすぎて、もう辛いの。よろしければ、あなたが飲んでくださる？」

　さて、獲物が罠わなから逃げていくのを見て、【剣】の勇者はどんな反応をするか。

　内心で笑いながら、様子を見ていると、やつはカクテルを口に含んだ。

　まさか、自爆？　そうしないと不自然だから睡眠薬と媚薬入りのカクテルを飲んだのか？

　だが、それは甘い考えだった。

　口にカクテルを含んだまま、口づけして流し込んでくる。

　あまりにも想定外の動きだったせいで、反応が遅れた。

　気持ち悪い、吐き気がする。

　我慢だ。我慢。

　復讐ポイントを超加算しておこう。

　乙女の唇を奪った罪は重い。

「いきなり、なにを」

「このカクテルは君に飲んでもらうために作られたものだからね。やっぱり君に飲んでもらわないとって思ってさ……ちょっと強引な手を使っちゃった」

　にやりと、ブレイドが笑う。

　体がふらついてくる。

　体内で抗体を生成。この程度の薬ならすぐに無力化できる。

「お嬢さんは飲み過ぎてしまったようだ。仕方ない、僕の部屋で介抱するよ」

【剣】の勇者は周りに聞かせるようにそう言った。これで大手を振ってお持ち帰りできるわけだ。

　そして、お姫様抱っこされ、店の外へとブレイドに連れ出される。このままやつの部屋へ連れていかれるのだろう。こいつのやり部屋は誰も立ち入りできないし、防音もしっかりしている。

　つまり、復ふく讐しゆうには絶好の場所だ。はなから、それが俺の目的だった。すべては順調だ。




　ブレイドが路地裏に入った瞬間だった。一人の初老の男が現れる。目が血走っており、震える手でナイフを構えていた。

「貴様が、貴様が、娘を……よくも、よくも！　なんだ、その女は？　まさか、娘だけでは飽き足らず、また毒牙に」

　初老の男性はすさまじい憎悪をブレイドに叩たたきつける。

「娘？　えっと、この街に来てから僕が遊んだのは……ルリーシェ？　マリアン？　あっ、それともエリス？　心当たりがありすぎてわからないよ」

「……ミルラだ」

「ああ、あの子か。いまいちだったから言われるまで忘れてたよ。あれは失敗だったね。ろくな女じゃなかった」

「殺してやるううううううううううううううううう！」

　初老の男の怒りが限界を超えて、ナイフを腰だめに抱えたまま突っ込んでくる。

【剣】の勇者相手にこんな無謀な攻撃は、無謀を超えて自殺行為だ。

　だが、彼はそうしなければいけないほど怒り狂っているのだろう。

　状況はわかる。娘を弄もてあそばれ……おそらくは壊されている。父として仇かたきを取りにきた。

　薄くブレイドは笑う。そして、あろうことか初老の男に向かって俺を投げ捨てた。可か憐れんな美少女である俺をだ。

「あっ、やっちゃった。お気に入りだったのに。まあ、いいか。別の子で我慢しよう」

　初老の男性はナイフを引っこめようとするが、間に合わない。このままでは刺される。

「ちっ」

　狸たぬき寝ね入いりをやめて目を開き、空中で体をひねりつつ、突き出された初老の男性の手を弾き飛ばす。そうすることでナイフを避けて、ついでに初老の男の顎を指先で揺らし意識を刈り取る。

　復讐の邪魔をするのは心苦しいが、このままでは彼は確実に返り討ちにあい殺される。復讐仲間へのささやかな優しさからの行動だ。

　路地裏を転がる。

　せっかくのドレスが台無しだ。怒りがふつふつと沸き上がる。

「へえ、驚いた。僕の特製カクテル、効いてなかったんだ。それに、その身のこなし。君はいったい何者？　興味が湧いてきたよ」

　何が楽しいのか、にこにこと笑いながらブレイドが歩み寄ってくる。

　……こいつは本当にクズだな。あれだけのことがあったのに娘のために復讐をしようとした初老の男に興味をなくしている。

　ガラではないが、この人の分も俺が復讐してやろう。

「黙っていたらわからないよ。可愛い子猫ちゃん、僕に君が何者かを教えてくれないかな？　……答えてくれないんだね。じゃあ、仕方ない、体に聞こうかな」

　ブレイドが斬りかかってくる。

　遅い。これは本気ではない。手加減をしているのだろう。

　俺相手に手加減とはいい度胸だ。剣の側面を平手で叩き、その反発でそのまま頰ほおを裏拳で叩く。とある老武術家の得意とした技だ。

　ブレイドは大したダメージを受けてはいないだろうが、予想外の反撃に驚き、そのまま数歩下がる。

　商人のカルマンからもらった細身の剣をスカートの中に隠し持っていた。スカートをまくり上げて剣を引き抜き構える。

　さて、どうしたものか。ここでの戦闘は想定外だ。

　ここでガチバトルを繰り広げてもやつを殺してしまうことしかできない。それでは復讐としてあまりにもぬるい。どうにか、うまく負けてやつのやり部屋に穏便に連れていってもらいたいところだが……。

　ブレイドが呆ほうけた顔のまま、殴られた頰を押さえた。

「顔を、僕の美しい顔を殴ったな……このメス豚あああああああああああああああああああ！　ぶち殺すぞ!!」

　怒号を上げる。

　悪鬼のような顔だ。これがブレイドの本性。

　あいつは女性が好きだが、けっして一人の人間として愛を注ぐわけじゃない。

　都合のいい愛玩動物としか見ていない。思い通りにならないとこのざまだ。

　穏便にさらわれるためには、まずはあいつを落ち着かせないと。少々面倒だが、時間稼ぎをするとしよう。

　ブレイドも剣を抜く。神剣ラグナロク。

【剣】の勇者の【神装武具】。

　その力は光をまとうこと。刀身に光が満ちていき周囲を照らす。あの光が満ちれば満ちるほど切断力が増し、身体能力を向上、さらには自己治癒力が強化される。

　純粋な剣の技量であれば、【剣】の勇者は【剣聖】の足元にも及ばない。

　だが、その技量の差を圧倒的なステータス差と神剣の性能差で覆す。

【剣聖】クレハと【剣】の勇者ブレイドがぶつかり合えば、おそらくブレイドが勝つだろう。

　相手の構えを見る。

　隙だらけで、打ち込み放題に見える。こちらから仕掛けてみよう。

　神速の踏切、【縮地】で一気に距離を詰めつつ、最短距離を走る突きへとつなげる。

　超一流の剣士であろうと、回避は間に合わないタイミング。

　だが、嫌な予感がした。

　ブレイドは回避が間に合わない剣を指先で摑んだ。

「お嬢さん、なかなかの剣の腕前だ。だけど……僕に挑むには百年早い！」

　剣ではなく蹴りが飛んでくる。

　ブレイドに指で摑まれピクリとも動かない剣を手放し、腹に力をいれる。インパクトの瞬間後ろに跳び衝撃を逃がす。

　だが、せまい路地裏だ。すぐ後ろに壁がある。全身を使った受け身で衝撃を分散。

　鈍い痛みが全身を襲う。……なんて馬鹿力。まともに蹴りの衝撃を受けていたら内臓がいくつかやられていた。

　恐ろしいことに、俺の突きを受けたのは技量なんて関係ない。

　ただ極限まで強化された身体能力と動体視力によるもの。神剣ラグナロクは身体能力だけじゃなく動体視力まで強化するのか。

【剣】の勇者ブレイドが距離を詰めてくる。剣術の歩法と呼べるものではなく、ただ走るだけ。
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　なんて、無様。剣を思い切り振りかぶる。剣を学んでいるものからすれば、ふざけているとしか思えない。しかしブレイドの剣速は規格外。あんな見え見えの一撃すら、その速さゆえに脅威となる。

　距離を詰め切られる前にドレスの裾に隠していた毒針を放つ。正面から三本。それは囮おとりで、本命は死角から放つ透明で視認が難しい一本。

　三本は軽く弾かれ、本命の一本がブレイドに突き刺さる。

　強敵用に精製した、大型の魔物すら数秒で絶命させる秘密兵器。

　ブレイドの動きが一瞬止まる。だが、やつはにやりと笑った。

　全力で横っ飛び。俺がいた位置に剣が振り下ろされると、壁が切り裂かれ、砕ける。

　腰が入っていない腕の力だけで放っている三流の剣なのに、俺の全身の力を集約した一撃よりも重く、速い。

　なんて理不尽。

「子猫ちゃん、僕に毒でも使ったかい？　でも、僕の剣に光が満ちている限りそれは効かないよ。僕は誰よりも強いんだ」

　……剣による自己治癒力は、毒に対しても有効か。

　武器を失った俺は、胸元からナイフを取り出し構える。

「その身のこなし、次々に飛び出す暗器、子猫ちゃんは暗殺者かスパイかい？」

「さあ、どうかしら？」

　想像以上の化け物だな。

　自分の考えの甘さを思い知る。

　戦闘に入った瞬間、〝ここで殺してもつまらない〟なんて、甘えたことを考えてしまった。

　しかし、戦闘が始まってみれば、こちらの剣技はただの身体能力で上回られてしまい、暗器の類も通じない。

　望みがあるのは【改悪ヒール】による即死攻撃だが、触れないと発動させられない【改悪ヒール】をブレイドに当てるのは一苦労しそうだ。

　手段を選ばなければ勝率を六割程度まで引き上げられる。逆に言えば六割が限界。四割の確率で殺される。それほどブレイドは強い……そんなリスクは負えない。

　逃げるか。逃げるだけならなんとかなりそうだ。

「可愛いし、強い子は僕の好みなんだ。……ベッドの上でたっぷり尋問してあげるよ。僕の綺き麗れいな顔を殴った罰も与えながらね」

　ほう、てっきり殺す気だと思ったが、まだ生かして連れ去る気でいてくれているようだ。

　ありがたい。なら付け込める。

　逃げるのはやめだ。

　当初の予定どおり、さらわれるとしよう。あいつは強いがあまり頭はよくない。連れ去るつもりであるなら、うまく誘導できる。

　俺はあえて、ふらつき顔を手で押さえる。顔を赤くして息も荒くする。

　……まるで、さきほどブレイドに盛られた毒が今頃になって効いてきたかのように。

「あはははは、子猫ちゃん。ようやく薬が効いてきたようだね。なんだ、効かないんじゃなくて効くのが遅かったようだね」

「薬、いったい、なんのこと？」

「あのカクテルにはたっぷりと気持ちよくなる薬と眠くなる薬を混ぜていたんだよ」

「卑ひ怯きよう者もの！」

　悲壮感たっぷりに叫ぶ。ブレイドはより油断する。

　悔しそうにやけくその特攻を演じる。それもわざと動きを鈍くした。

　薬が効いていればこれぐらいの動きが限界だろうし、この程度の動きならブレイドも楽に俺を無力化できる。

「やんちゃな子猫ちゃんだ」

　ナイフを突き出す。遅く、鈍く、弱く、躱かわしてくださいと言っているかのような情けない突き。

　ブレイドは笑いながら軽々躱す。そして剣を持たない左手を振り上げて、俺の腹に叩たたき込む。

「ぐふっ」

　悶もん絶ぜつする。演技ではなく本当に意識が飛びそうだ。

　思ったより容赦がないな。今の俺は乙女だ。乙女の腹にこんな真似をするとは……これもしっかり復ふく讐しゆうポイントに加算だ。

　崩れ落ちる体をブレイドが抱き留め、そして俺の胸を揉もみ、尻を撫なでてくる。

　気持ち悪い手つきだ。鳥肌が立つ。

「僕はね。優しいんだよ。だから顔は殴らないでおいてやる。せっかくの綺麗な顔が潰れると萎えるからね」

　ブレイドが俺の頰を舐なめる。

　とどめとばかりに、もう一発腹に入れてきた。

　意識が落ちていく。

　……よくもやってくれたな。この借りは絶対に返す。やつのニヤついた顔を脳裏に刻み込む。

　その想いを最後に俺の意識は落ちていった。
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　目を覚ますと、白いベッドに寝かされていた。

　それなりに豪華な部屋だ。

　手を動かそうとすると、ベッドにくくりつけた手錠につながれていて身動きが取れない。

「あれ、思ったより早く起きたね」

　ブレイドが紅茶を飲みながら、微笑ほほえみかけてくる。

「ここはどこ？　鎖？　いや、放して、ここから出して。人を呼ぶわよ」

「どうぞどうぞ、誰も助けに来ないけどね。まったく、困った子猫ちゃんだ。大人しくしていれば、ちゃんと可愛かわいがってあげたんだけどね。僕の綺麗な顔を殴るようなやんちゃな子には、ちょっと意地悪をしないとね」

　ブレイドが笑って、にじり寄ってくる。

「やだ、来るな、けだもの！　最低のクソ男！」

「それは誤解だよ。僕は女だ」

　ブレイドは服を脱ぐ。

　下着姿になった彼女の鍛え上げられた肢体があらわになる。

「あなた、女なのに女を襲うなんて、気持ち悪いわ！」

「ひどいことを言うね。最初はみんなそう。でも、僕が新しい世界を教えてあげたあとはね、女同士のほうがいいって言うんだ」

　薬に頼り、無理やり快楽を与えておいてよく言う。

「今から可愛がってあげるね。困った子猫ちゃん。たっぷり気持ちよくしてあげるから。君のことをたくさん教えてね」

　怪しげな薬を俺に無理やり口移しで飲ませてきた。

　媚び薬やくの追加分だろう。

　それが終わると覆いかぶさってきて、体をいやらしく撫ぜて、スカートの中に手を入れ、そして下着の中まで……。

「さあ、新しい扉を開こう。……噓うそだ、なんで、なんで、男のものが!?　おうええええええ、おうえええええ、汚い、気持ち悪い、おうえええええええ、僕が、男の、おうえええええ」

　俺に覆いかぶさりながら、【剣】の勇者は何度も嘔おう吐とする。

　失礼なやつだ。ケアーラとなった俺は、そこも可か憐れんだ。

　このゲロ女がうっとうしいので腹を蹴りとばす。

　ごろごろとブレイドが転がる。

　ちなみに、今日はいている靴には隠しナイフを仕込んでいて、蹴るとケヤルガ印の素敵な毒をたっぷり塗ったナイフがつま先から飛び出る。

　ゲロ女の腹部から血が流れ、毒が回り始めた。

　俺の毒は、この女が俺に使ったチンケな薬とは格が違う。

　回り始めれば意識は混濁し、体がまともに動かなくなる。

　化け物じみた身体能力を持つ、【剣】の勇者だろうが一般人以下となる。

　さきほどの暗器の毒は神剣ラグナロクの効果で無効にされたが、今はその神剣を手放している。

　やっぱり、こいつはただ強いだけだ。

　暗器使いだとわかっているのに、ただ縛っただけで安心して所持品を没収せず、ましてや己を守る神剣を手放して相対するなんて。

　さきほどの借りを返すとしよう。錬金魔術で手錠を壊す。

　神剣がなければ、この程度のやつはおそれるに足らない。

「残念だったわね。私は男よ。あなたは、男を口説いて、男とキスをして、男のアレを触ったの」

「噓だ、おえええええええええ、僕が、僕が男と、おうえええええええええええ」

　見ていて気持ちいい吐きっぷり。

　しょうがないので、男の証を見せてやると、さらにゲロの勢いが倍化。

「うああああああ、男のくせに、女の恰かつ好こうをするなんて、変態！　変態！　変態！」

「いや、お前にだけは言われたくない」

　この男装女が。

　さて、復讐を始めるとしようか。

　もうすでに復讐ポイントはしっかり貯まった。むしろ、大幅に規定値を超えている。

　路地裏でも、腹に二発いいのをもらった。その後、胸とケツを揉まれたし頰ほおを舐められた。

　乙女の尊厳は地に堕とされたのだ。

　だから、この女には地獄を見せてやろう。とびっきりのやつをな。
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【剣】の勇者ブレイドは俺が男だと気付いて悶絶している。

　あの男嫌いの筋金入りのクソ女が、男と楽しくおしゃべりして、男の手を握り、男と口づけして、あげくの果てに男の証まで握ってしまったのだから、こうなるのは当然だ。

　さらに毒を塗ったナイフで腹部を刺されていい感じに毒が回り始めている。

　急所は外してやったので刺し傷が原因で死ぬことはない。しばらくすれば血は止まるだろうが、毒は確実にやつを蝕むしばむ。

　都合のいいことに、ここは【剣】の勇者のやり部屋だ。

　防音を徹底しているし、騒いでも誰も助けにこない。

「殺す、殺してやる」

　ブレイドが俺をにらみつけているが、ゲロ塗まみれかつ、下着姿なのでさまにならない。

「できるならどうぞ。ほら、やってみなよ」

　俺は笑う。

　やつは【剣】の勇者の象徴である【神装武具】を手放している。

　そして、俺の調合した毒は、神経毒と筋きん弛し緩かん剤ざい、そして感覚を鋭敏にするものを混ぜたオリジナル。

　これが回ると、まず平衡感覚を失い、ろくに力が入らなくなる。さらに、ありとあらゆる五感がひどく鋭敏になってしまう。

　俺も媚薬を使って遊ぶことが多いが、この女には快楽なんて与えてやらない。

　むしろ、抵抗すらできずに痛みをたっぷり味わってもらわないと気が済まない。

　こいつには、一度目の世界では散々可愛がってもらった。殴る蹴るは当たり前、食事を抜かれることもたびたびあった。服を脱がされ犬の恰好で散歩させられたことも、時には無理やり女物の服を着させられ自慰を命じられたこともある。

　こいつは、男の尊厳をぐしゃぐしゃに踏みにじった。

　だから、俺は決めていたのだ。まず、自分が女であることを強く認識させたうえで、その尊厳を踏みにじって地獄のような苦しみの中で死んでもらう。

「体が、動かない、くそっ、剣さえあれば」

　だろうな。神剣ラグナロクは路地裏の戦いでも別の暗器に塗ってあった毒をあっさり無効化した。

　バカなやつだ。神剣の強さを自分の強さと思い込み、油断して、手放した。

「いいざまだなぁ、【剣】の勇者様」

　やつの頭を踏みつける。

　なかなか気持ちいい。

「貴様、僕が【剣】の勇者と知っていて、こんな狼ろう藉ぜきを」

「ああ、知っているからこそやっているんだ。逆に聞きたいのだが、なんでこの状況でそうやって強気になれるんだ？　お前は俺の機嫌を損ねるとすぐに死ぬんだ。ほら、こんな風に」

　スカートに隠してあった短刀を引き抜き、ストンッと落とす。

　その刃はブレイドの利き手の小指を切り落とした。

　あっ、うっかりスカートが必要以上にめくれてしまった。下着を見られてちょっぴり恥ずかしい。

「きゃあああああああ、僕の、僕の指いいいいい」

「あああ、やっちゃった。俺の機嫌を損なうから、大事な大事な小指がなくなっちゃった。可哀そう。それがないと、ろくに剣なんて振れないなぁ。【剣】の勇者は廃業だな。あひゃひゃひゃひゃ」

　思わず笑い声を上げる。

　小指というのは、剣を扱う上で非常に重要だ。剣を支え、自在に操ることで敵を圧倒する。

　この瞬間、剣士としてのやつは死んだ。

　俺以外の回復術士では、部位欠損は治せないのだ。

「さて、自分の立場がわかったかな？」

「殺す、おまえは絶対殺す」

「それっ、もう一本」

　ナイフを拾って、落とす。

「きゃああああ」

　あまり乱暴なことはしたくないが、口で言ってもわからないなら体で覚えてもらうしかない。

　次は薬指。

　ちゃんと自分の立場がわかるまでに指が全部あるといいけど。

　こいつ、バカで学習能力がないから心配だ。

　さて、次行こう、次。
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「あーあ、また気絶した」

　ブレイドが白目をむいて失神している。頰には涙の伝ったあとがくっきり。

　あれから、適当にしつけをした。思ったよりは頭がいいようで、左手の指がすべてなくなる前に自分の立場というものを理解してくれた。

　情けない。この程度で気を失うなんて。こんなのが勇者なんて人類の未来は暗い。

　もっと勇者としての自覚を持ってほしいものだ。

　さてと、お仕事お仕事。

　こんなのじゃ、全然復ふく讐しゆうとは言えない。俺の恨みはまだまだ消えはしない。

　ここまでは準備運動。ここからが本番だ。

「【改良ヒール】」

　ケアーラの姿を、【剣】の勇者ブレイドのものにする。

　それから棚をごそごそと漁る。

　やっぱりあった。人が入るぐらいの大きめのバッグ。

【剣】の勇者はときおり、さらった女をやりすぎて殺してしまうときがある。そのときのために、こんなものを用意しているのだ。

　止血を終わらせ、クソ女の体をカバンに放り込む。

　ここはおそらく、騎士団の陣の中にある。【剣】の勇者の姿で、このバッグを持って出れば、周りの騎士たちは、また【剣】の勇者がやりすぎたと特に警戒もしないだろう。

　これで大手を振って、外に出られる。

「その前に、資源は再利用しないとなっと」

　金銭の類や、宝石類、金目の物はしっかり回収。

【剣】の勇者は勇者としての報奨金をたっぷりもらってるし、実家はとある大貴族なので、金回りがいい。死人に金は必要ない、俺の懐に入れておこう。

　ついでにワインとつまみも拝借。なかなかの逸品だ。こいつは楽しめそう。

「これが欲しかったんだよな」

　目玉商品をゲットする。【神装武具】だ。

　今は剣の形をしているが、こいつは勇者と契約した際に、その勇者に適した形の武器となる。

　その契約は持ち主である勇者が死ぬことで破棄され、本来の姿である宝玉に戻る。

　つまり、【剣】の勇者が死ねば俺のもの。この玩具おもちや、ほしくてほしくてたまらなかった。

　大事に布に包んで腰に差す。

　よし、準備ができた。

「出発だ。さーて、どれだけ俺を楽しませてくれるかな♪」

　例の場所に移動して、復讐のために手に入れたアイテムを使うとしよう。
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【剣】の勇者入りのバッグを持って、堂々と外に出た。

　そして、スラム街のほうに足を運ぶ。

　俺を襲ったクソども……大事にとっておいた復讐アイテムを眠らせている廃屋に向かっていた。

　気が付けば鼻歌を鳴らしていた。

　これから地獄が始まる。

　目的地についた俺は、鞄かばんから【剣】の勇者を取り出す。さらに、俺の体をケアーラの姿に【改良ヒール】。

　そして、三段重ねにして眠らせているゴミどもの前にポンッと放り出す。

　さらに、ちょっぴり足を弄いじって、歩けないようにしてあげた。

　それが終わるとポーチを取り出して、いくつかの薬を調合。

　いい感じのものができた。

「今回のテーマは『食欲と性欲のはざま』だよっと」

　出来上がったポーションをクズ三人組に注射して注入。

　こいつらを起こすための成分も入っているので、十分ほどで目を覚ますだろう。

　その前に、ブレイドに今回のゲームの趣旨を説明しないといけない。

　とりあえず、ブレイドの腹を蹴り飛ばす。

　起きるまで何度もだ。骨が折れる音や、内臓が潰れる音が聞こえるけど、気にしない。

「ごふっ、がっ、いったい、ここは」

　ブレイドが目を覚ます。全身あざだらけになっていた。つい楽しくなって、腹以外も蹴りすぎてしまった。

　死ぬ前に起きてくれて一安心だ。

「ここはスラム街の廃屋だ」

「ひっ、許して、もう、逆らわない、逆らわないから」

　あれ、さっきのお仕置きで心が折れかけてる。

　つまらないな。もう少し芯が強いと思ったのだが……。

　まあいいや。ゲームは予定通り始めよう。

「逆らってもいいよ。その剣も握れない手と、歩くことすらできない足で何ができるかはわからないけど」

　そこまで言って、ようやくブレイドは二度と自分の足で立つことができないことに気付いて、絶望に表情を歪ゆがめる。

　同情はしない。この女は、何人ものか弱き女性を無理やり襲い、ときには殺してきた。

　死んで当然のクズだ。

　なにより、可か憐れんなケアーラとなった俺の唇を奪い、男の証を握った。これはただ死ぬだけでは済まない罪だ。

「もう、やめて、帰して、なんでもするから」

　まさかの土下座。

　見ていて、楽しいがそれぐらいでは見逃してやれない。

「おまえに聞きたいんだが、ついさっきまでは逆の立場だったよな？　もし、あのとき俺が懇願していればお前は逃がしてくれたのか？」

「もっ、もちろんだとも、僕は、その強引に誘っただけで、本気で嫌がればそれ以上無理強いはしない。ほんとだ、信じてくれ」

　思わず爆笑する。

　なんて見苦しい言い訳だ。女を薬で気を失わせて部屋に連れ込むやつが、本気で嫌がったら無理強いしないだと。

　頭がおかしいんじゃないか？

　しかも、こいつは唇を奪い、路地裏で俺の体を弄もてあそび、部屋では男の証を握った。もう、この時点でレイプは成立している。

　強ごう姦かん魔まには罰が必要だ。

「そうか、嫌がれば逃がすのか。なら、問答無用に殺すのは可哀そうだな」

「ぼっ、僕を帰してくれるのか」

「今から行うゲームをクリアすれば見逃してやる。題して、『食欲と性欲のはざまで』」

「ゲーム？」

「そう、あそこに三人の汚い大男が重なってるじゃないか。あれ、強烈な飢餓感を感じて人間ですら生でばりばり食べたくなるポーションと、強烈な性欲を感じて死ぬまで腰を振り続けるポーションを与えているんだ。脳のリミッターが外れているから、すさまじい力を発揮する。まあ、半日で完全に壊れちゃうけどね」

　怯おびえた顔で【剣】の勇者は三人の男たちを見た。

「それで、ここからが本番だけど。明日の朝まで、あの男たちから逃げられれば帰っていいよ。まあ、その力が入らない体じゃ、普通には逃げられない。助かる方法を教えてやろうか？　おまえの女を見せつけて、三人の性欲が食欲に勝っている間だけは殺されずに済む。もし、食欲が勝れば生きたまま食べられるだろうね。朝まで、あの三人を女として満足させれば生き延びられる。簡単だろ？」

「そっ、そんな、あんな男たちに、僕が」

「さあ、あと二分。女の武器を使って男に媚こびて生きるか、男を拒否して、食われて死ぬか。好きなほうを選べ」

　ブレイドの体は、いまだに神経毒と筋きん弛し緩かん剤ざい、感覚を鋭敏にする薬に蝕むしばまれている。指がないため剣は握れず、足は動かない。

　あの男たちに対抗はできまい。

　こいつが生き延びる方法は一つ、プライドを捨ててあの汚らしい男たちを誘惑し続けることだけだ。

　さて、こいつの誇りとやらはどれだけ素晴らしいものだろうか。

「ありゃ、ちょっと精力剤強すぎたかな」

　男たちが起き上がる。目には理性のかけらもなく、特製の精力剤で筋肉と股間がありえないほど膨れ上がってオークのようだ。

　男たちが倒れて動けない【剣】の勇者に目を付けた。

　剣の勇者の股からちょろちょろと小便が流れている。

　そして彼女は……泣き笑いをしながら全力で男を誘い始めた。

　下着を脱ぎ捨てて、自分の性器を指で広げる。

「たっ食べないで、ほっ、ほら犯していいから、僕を食べないで」

「おいおい、そんな男っぽい口調で大丈夫か？　食われるぞ」

「ひっ、ひいい、私をどうか、可愛かわいがってやってください。濡ぬれ濡れです。挿入すると気持ちいいですから！」

　指で性器をかき回し、水音を立てながらブレイドは叫ぶ。

　いやらしい女の匂いがして、化け物になった大男たちがブレイドを獣欲の混じった眼で見る。

「あははははははははは、【剣】の勇者は簡単に男に体を許すんだな。汚らしい下等生物と思っている男、そのまた最下層に」

　男を嫌い、男を真似、男のふりをして女を喰くらう、偽りの貴公子は、ただのいやらしい雌に成り下がり必死に男を誘惑する。

　完全に心が折れている。その姿は滑稽で、滑稽で、腹の底から笑う。

　男たちがブレイドに覆いかぶさった。

　一気に、己の逸いち物もつを突き立てる。まだ十分に濡れていないうえに、薬のせいで異常に肥大化しているため、挿入時にぶちぶちと音がした。

　ブレイドは女同士でばっかり愛し合っているせいで、そこの開発は進んでおらずせまいようだ。

　血が流れている。

「いたいっ、いだい、いだいいいいいいいいいいいい」

「ガアアアアアアアアアアアアアア!!」

　そんなことをまったく気にせずに男は腰を振り始める。

　別の男が口の中に、己のものを放り込む。

　そして、三人目はわき腹にかみついた。

「ひぎゃあああああああああああああああああああ」

　どうやら、三人目は性欲を満たす先がないので食欲に走ったらしい。

　ブレイドはこのまま喰われるのか？　そう思っていると、手で三人目のアレをしごき始めた。

「おっおおおおう、おおおおう」

　三人目がわき腹から口を離した。どうやら、手コキで満足しているらしい。

　なかなか、頑張るじゃないか。

　男たちの動きが激しくなる。そして、ブレイドの中で精を放ち、引き抜く。

　すさまじい量だ。たった一発で膣ちつ内ないから溢あふれ、口からもこぼれる。ブレイドの全身が白濁に染まる。

　男たちの目が食欲に染まる。やることはやったので、次は食事というわけか。

「食べないで、食べないで、まだ、まだ気持ちよくできるからあああああ！」

　うつろな目で、涙を流しながら、ブレイドは己の性器を見せつけ、精液をかきだす。

　ぎりぎり、男たちの性欲が勝ったらしい。第二ラウンド。

　今度は、一度目の失敗を受けて学習したのか、アナルのほうも見せつけて、そっちでも男を相手にする。

　ブレイドは口と性器とアナルすべてで、男を受け止める。

　その姿には、数々の女性たちと愛を重ねた男装の麗人の面影はなく、ただの浅ましい雌豚だった。

「あはははあ、バカだ。こいつら、笑い死にそう」

　さて、朝まで男たちを興奮させ続けられるかな。一回目が終わったときに食欲に転びかけたからな。

　かなり厳しそうだ。

　長くなりそうだから、酒とつまみも持ってきている。

　ゆっくりと見物させてもらおう。

　これは、俺のためだけの最高のショーなのだから。
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　朝が来た。

　なかなか楽しい見世物だった。

　まさか、【剣】の勇者があそこまで頑張るとは。

　恥も外聞もなく、ひたすら男を誘惑する姿には笑わせてもらった。

　まあ結局は、奮闘むなしく食べられてしまったが。

　五回戦まで行ったのは褒めてやりたい。

　最後のほうは、理性を失った男たちがあんまり乱暴するものだから、その体は女と呼べるものではなくなっていた。

　あれでは誘惑も何もあったものじゃない。なにより、心が折れかけていた。

　だから、優しい俺はフレア王女の姿になり、応援してやった。なにせ、あいつはフレア王女に恋し、崇拝していた。

　元気になってくれると思ったのだが、逆にそれで心がぽっきり折れて、すべてを諦め食われてしまった。常識的に考えれば俺の変装とわかりそうなのに、『醜い僕を見ないでフレア王女』と懇願してきたのは傑作だったな。

　ちなみに、大男三人組は始末した。

　三人がかりで女を襲うクズは殺したほうが、世のため人のためというやつだ。

　それに俺は、あの薬の中毒者が嫌うにおいをまとっていたが、やつらは極限の飢餓に我を忘れて襲ってきた。

　いわゆる正当防衛だ。

「くくく、あははははははは、ああ、これでまた一人復ふく讐しゆうが完了したな」

　俺が絶対に許さないと決めていた三人の勇者。

【術】の勇者フレアは、記憶を消して俺の下僕として尽くさせている。

【剣】の勇者ブレイドは、そのプライドを捨てさり、男に媚び続けて死んだ。

　残っているのは、【砲】の勇者ブレッドただ一人。

　ブレッドは黒い肌の筋肉達だる磨ま。

　ショタ好きの男色野郎だ。あれも生かしておけない。

　イヴのために、現魔王を始末するのと並行して、しっかりやつの足取りも追う。絶対に殺してやる。

　ああ、今でも悪夢にうなされる。あのイカレ男色野郎は最低最悪の手段で殺してやろう。

　復讐が終わるまでもうひと踏ん張りだ。これからも頑張っていこう。

　さてと。

「【改良ヒール】」

　しばらくお世話になったケアーラの姿を捨てて、ケヤルガの姿に戻る。

　そして、あらかじめ用意しておいた服に着替える。

　やっぱり、この姿が一番しっくりくるのだ。

　セツナたちのもとに帰るとしよう。

　晴れやかでいい気分だ。

　戦利品もある。【神装武具】だ。漠然と契約するより明確なイメージができるまで契約を待ったほうがいいだろう。俺のためだけの武器。最高のものを手に入れるとしようか。
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　宿に戻るとセツナとフレイアが出迎えてくれた。

「ケヤルガ様、お帰り」

「お仕事、うまくいきましたか」

「ああ、ばっちりだね。目的はちゃんと果たしたよ。しっかりと情報も手に入れた」

　復讐のためにやったことだが、表向きの目標は情報収集。

【剣】の勇者ブレイドの記憶はしっかりと覗のぞいている。

　三日後には、妹姫のノルンがこの街の領主に言いがかりをつけて、大規模な掃討任務が始まることがわかった。

　それまでに、なるべく金を稼がないといけない。あとでさっそく、商人のカルマンのところにポーションの売り上げ確認と、追加分の納入に行こう。

「早ければ、三日後にこの街はジオラル王国の軍勢に蹂じゆう躙りんされるようだ。正義の心を持つ俺としては見過ごせない。なんとか防ぎたいと思う。そうすればお尋ね者だ。逃げる準備もしておこう」

　愛着あるこの街を滅ぼされれば、もうそんなの復讐するしかない。

　……とくに、信頼でき仲良くなった商人のカルマンが殺された日には、温厚なケヤルガ様も冷酷な復讐鬼に早変わりだ。

「ん。準備をしておく」

「ですね、早めに旅に必要なものをたっぷり補充しないといけません」

　二人は旅慣れしてきたので、自分でいろいろと考えて行動できる。

「でも、残念です。もう、いつもの姿に戻ってしまったんですね。ケヤルガ様の女の子の姿、可愛かったのに」

「セツナも残念……ちょっと、あの姿のケヤルガ様に抱かれてみたかった」

　フレイアとセツナが俺の顔を残念そうに見る。

　わりと失礼なやつらだ。このケヤルガの顔も案外気に入っているのだが。

　そこまで言うなら、こんどケアーラの姿でたっぷりといじわるなプレイをしてやろう。

　ケアーラは性転換しているわけではないので、ちゃんとアレがある。

「そうだ、フレイア。このドレスは必要か？」

　ケアーラとして高級バーに入り込むために必要だったドレスを取り出す。

　おそらく、もう二度と着ることはない。汚れているが洗えば使える。

　セツナやイヴには大きすぎるし、与えるとしたらフレイアだ。

「その、お気持ちは嬉うれしいのですが……胸が」

　その言葉を聞いて、フレイアの胸元を見る。

　うん、これは無理だな。

　どう頑張ってもサイズが違いすぎる。

「残念だけど、これは売ろう。二束三文にしかならないだろうが」

　フレイアが、名残惜しそうにドレスを見ていた。

　だが、仕方ない。入らないものは入らないのだ。
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　昼食を終えてから、イヴも連れて四人で外に出た。

　旅支度のためだ。

　その軍資金を得るために、まずはカルマンのところに向かう。

　ポーチには補充分のポーションが大量に入っていた。

　ポーションが売れていれば、この補充分も買ってもらえる。さて、売り上げはどうだろうか。

「おっ、待ってたよ兄さん。ポーションは全部売れてるぜ。朝から実際に使ったやつが、もっとないのかって何人も駆け込んできて大変だったんだぜ。追加分を心待ちにしてたよ」

「それは何よりだ。ちゃんと持ってきてるよ」

　狙い通り、ポーションはバカ売れしているらしい。

　ポーチの中身と金貨を交換する。

　これだけあれば、しばらく金には困らない。

　カルマンと談笑をする。

「ほほう、このような街に一級品のポーションがあるとは意外ですな」

　一人の壮年の紳士が背後から声をかけてくる。

「おっ、そこの人、お目が高い。この街でこの質のポーションを売ってるのはうちだけですぜ」

　少し、青ざめる。

　こいつは、ジオラル王国の騎士団が街にやってきたときに、俺の監視に気付いた超人、【鷹眼】。

　今は私服だが、私服でも赤く洒しや落れた服を身にまとっていた。

　……何よりの問題は、談笑している間も俺は気を抜いてなどいなかった。その俺がこいつの接近に気付けなかった。

　三英雄。想像以上の化け物のようだ。

「君がこのポーションの製作者ですかな？」

　ごまかしても無駄なので頷うなずく。

「その若さでよくぞ。いい腕の錬金術士ですな。是非、当家に招きたい。錬金術だけでなく、覗き見が得意で、それなりに戦える人材ですからな」

　反射的に飛びのき、柄つかに手を添える。

　本能がそうさせた。

　やはりあの時、目が合ったのは偶然じゃなかった。あの距離で俺をしっかり捉えてたのか。

「やはりいい反応をしますな。わずかな殺気を感じ取り、一瞬で戦闘態勢に入る。ますます気に入った。吾わが輩はいは騎士、トリスト・オルガン。二つ名は【鷹眼】を与えられている。どうですかな？　給金は弾みますぞ」

「断る。俺は自由気ままな旅が気に入ってるんだ」

【鷹眼】……トリストは、目を手で覆って大げさに悲しんでみせる。

「それは残念ですな。それはそれとして、仕事をしましょう。なぜ、君が我々を遠くから見ていたのかを答えてもらってもいいですかな？」

「……俺は旅の錬金術士だ。ぞろぞろと、あんな大軍が街に現れようものなら警戒もする」

「うむ、その通りだ。だが、一つ警告をしておきますかな。あんまり、勘違いされるような行動はよしたほうがいい。こちらも相応の対応が必要になる。若く、才能がある人材は国の宝。摘み取るのは心が痛む」

　彼には凄みがある。

　真正面から戦って勝てるか自信がない。

　いや、不意打ちすら難しそうだ。【剣】の勇者のように、明確な弱点が見当たらない。

「気を付けるよ。警告を感謝する」

「素直なのはいいことですな。商人、回復ポーションと治癒力向上ポーションを十個ずつもらおうかな」

「あいよ」

　そうして、【鷹眼】はポーションを購入して去っていった。

　セツナが俺の裾を引っ張る。

「あの人、すごい達人。見ていて震えた」

　ほう、セツナにはわかるのか。

「俺とあいつ、どっちが強いと思う？」

「純粋に強さだけなら、ケヤルガ様。だけど、底知れない何かがある。たぶん、勝てない」

「俺も同意見だ」

　身体能力では圧倒できるだろう。

　この身に宿した英雄たちの技量は、やつを上回るはずだ。

　それでも、なぜか勝てる気がしない。

　気が滅入る。

　ノルン姫を殺す際の最大の障害があいつだ。

　あれの警戒を潜くぐり抜け、ノルン姫を殺すのは骨が折れそうだ。

　だが、やらないわけにはいかない。俺の故郷を襲った真の黒幕である可能性が非常に高く、だんだん好きになってきたこの街を焼き尽くそうとする悪の権化だからだ。

　正義感溢あふれる俺は見過ごせない。あいつを生かしておけば次々に悲劇が生まれてしまうのだ！

　やつらが動き出すまで三日ある。その間にいろいろと手を考えよう。

　例えば、行方不明になっている【剣】の勇者の姿を借りるのもいいかもしれない。

　あの女なら、楽に中枢部に入り込むことができるだろう。

　……とりあえず、考えるのはあとにしよう。

「カルマン、ありがとう。これで軍資金ができた」

「兄さん、俺っちのほうこそ、たっぷり儲もうけられて感謝してる。明日も追加頼むぜ」

「もちろんだ」

　カルマンと別れる。

　さて、軍資金も手に入ったことだしたっぷり買い物をしよう。

「ケヤルガ様、あの屋台で売ってる串焼き美味しそう」

「下着の替えが少し足りないので買っていただけると助かるのですが……」

「約束してたナイフ、買ってよ。あっちに可愛いのがあったんだ」

　セツナたちがそれぞれ、めぼしい商品を見つけたようだ。

　せっかく【剣】の勇者の始末という大きな仕事が終わったんだ。

　今日ぐらいはゆっくりと楽しもう。

　そして、明日から新たな標的を狙う狩人かりゆうどになるのだ。
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「セツナ、フレイア、イヴ。俺は奥の部屋で精神集中をするから、絶対に入ってくるな」

「ん。わかった。ちゃんと待ってる」

　ベッドに裸で横たわり、息を荒くしたセツナが上気した顔で返事をした。

　ついさきほどまで、セツナとフレイアをたっぷり可愛かわいがっていた。

　すっきりしたおかげで、名案が浮かんだ。悩んだときにはヤってみる。これが一番だ。

　俺は意気揚々と奥の部屋に入る。

　そして、精神を高めていた。

　これから【神装武具】と契約をする。

【剣】の勇者が死亡したことで【神装武具】は本来の姿である赤く丸い宝玉に戻っている。

　このままでは武器として使えない。勇者が【契約】することで【神装武具】は持ち主の心を読み取り、望むかたちとなる。

【契約】するには素手で宝玉を握るだけでいい。

　例えば、【剣】の勇者は豪ごう奢しやな装飾剣、神剣ラグナロクを手にした。

　あいつの派手好きな性格が反映されて、豪華な目立つ装飾があしらわれ、さらにただの切れ味がするどい剣ではなく折れず曲がらず刃こぼれもせずに、概念的な斬撃を可能とする理想の剣として顕現した。

　例えば、【砲】の勇者は武骨だが機能美に満ちた銀の大砲、神砲タスラムを手にした。

　べテランらしい機能性重視の考え方が見事に反映されている。その最大の特徴は無限の弾丸の供給。

　例えば、【術】の勇者は世界樹でできた神しん杖じようヴァナルガンド。

　彼女が好む雅で品がある杖。

　本来、杖には、材質によって向いている属性とそうでない属性が存在している。しかしヴァナルガンドは四大属性使いのフレアの力を活かすためにすべての属性との相性が最高。なおかつ魔力収集力、演算効率も非常に優れている。

【神装武具】は担い手が望む武器となるのだ。

　逆に言ってしまえば、間違った望みを持ってしまえばせっかくの【神装武具】が無駄になってしまうし、死なない限り契約は解除できない。

　だから、素手で触らないようにして持ち歩き、俺にとっての最高の武器のイメージが固まるまで待った。

「本当はもう少し、じっくり考えたかったんだがな」

　そうも言っていられない事情ができた。

【鷹眼】。あの男は危険だ。

　三日後の襲撃までに【神装武具】は必ず手にしなければならない。

　俺の望む武器のイメージはだいぶ固まった。

「俺の望み……それは、かつて俺を蔑んだやつらへの復ふく讐しゆう。そのために必要なものは強さだ。俺の【回復ヒール】の力を強化することで俺だけの強さを得る。さらに、けっして死なないこと。死ねば、復讐できない。復讐を終えずに死んでたまるか」

　まだまだ、俺の復讐は終わっていない。

　強さがいる。そして、生き延びる力もほしい。

　攻撃力は【改悪ヒール】のおかげで十分あるが、この身の強度はさして高くない。

　どんな怪我も病も【回復ヒール】できる俺とはいえ、不意打ちを食らえば、最悪【回復ヒール】することすらできないほど肉体を破壊される恐れがある。その欠点を解消したい。

　蹂じゆう躙りんしたい、死にたくない。

　強く強く祈る。

　その思いを叶かなえるための、具体的な形状をイメージする。

　回復術士らしからぬ回復術士である俺にふさわしい武器を。

　脳裏にちゃんと浮かんだ。俺の新たな武器のイメージが。

「さあ、契約だ」

　思いを込めて、手袋を外して血の色をした宝玉を握りしめる。

　熱と魔力が痛いほど伝わってくる。

　それだけじゃない。

　魂に何かがささやいてくる。

　……さすがは【神装武具】。意思を持つ武器か。面白い。

『我を求めるか、【癒】の勇者よ』

「ああ、お前のすべてをもらう。俺のために尽くせ」

　魂に力を入れる。

　意思の力に意思で答える。

　なんて存在の強さだ。びりびり震える。

『勇者である、お主に問う。世界を救う覚悟があるか』

　実に〝らしい〟質問だ。

　俺は獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　世界を救う覚悟か……そんなものあるに決まっているだろう。

「もちろんだ」

　でまかせではない。

　俺はこの世界を愛している。

　俺の望むがまま、面白おかしく人生を送れるこの世界が大好きだ。

　可愛いセツナやイヴとすごす世界が大好きだ。

　だから、この世界に危機が迫っているなら助けてやってもいい。

　俺の世界を俺が守らないでどうする。

『ならば我は我の役目を果たすために力を貸そう』

　どくんっ。

　鼓動が高鳴る。

　その音がどんどん大きくなっていく。

　力が流れ込んでくる。俺の中にある【勇者】の力と共鳴する。

「これが、【神装武具】」

　ずっるいな。【剣】の勇者どもは、こんな力を授かっていたのか。

　高ぶる熱が心地いい。アレに触れなくてもこの快楽だけで達してしまいそうだ。

『汝なんじは我武器に何を求める』

「俺が望むのは蹂躙と不死。さあ、俺が望む姿に変われ」

　赤い宝玉を握る手に力を込める。

　魂が重なっていく。

　赤い宝玉はさらに激しく光り、熱くなり、砕けた。

　砕けた宝玉が粒子状となって一か所に集まり、形を変えていく。

　つながった魂から、俺の意思を読み取り、望む姿に変わっていくのだ。

　激しい光がやみ、俺のために生まれ変わった【神装武具】が顔を出す。

　それは手甲だった。

　宝石があしらわれ、細緻な紋章が刻まれた銀の手甲。

　特徴的なのは前面にスリットがあること。これが重要な役割を果たす。

『我はこれより、【癒】の勇者の武器となる。名を、神甲ゲオルギウス。ゆめゆめ忘れるな』

「ああ、忘れるものか。神甲ゲオルギウス。おまえは俺のものだ」

　神甲ゲオルギウス。

　俺のためだけの武器。

　笑いが止まらない。

　ああ、ずっと【神装武具】が欲しかったんだ。

　これで真の勇者になった。

　ゲオルギウスの声が聞こえなくなった。用事は済んだと眠ってしまったらしい。

「よろしく頼むよ。おまえの力を存分に使わせてもらう。俺の世界のためにな」

　ゲオルギウスを腕にはめた。

　その瞬間チクリと痛みが走った。ゲオルギウスの内側から目には見えないほど細い針が伸びており、それが突き刺さったのだ。

　神経が接続される。

　ゲオルギウスのすべてが理解できる。俺が望んだ機能がきっちりと盛り込まれている。

　まずは基本機能として、自然界に存在する魔力……マナを取り込み自動で体を覆う防御を可能にする。

　そして重要なのはここからだ。自動防御機能を切ってから、ナイフを取り出し右手首を切り裂くと血が噴き上がる。

　それが一瞬で治療された。

「さすがだ。これで俺は死なない」

　目玉として【自オー動ト回ヒ復ール】が搭載されている。

　これは俺の神経と接続し、命の危険が迫ったときに強制的に【回復ヒール】する機能だ。

　これにより、たとえ致命傷を負おうが、意識を奪われていようが、毒に体を冒されて指一本動かせなかろうが、生きてさえいれば俺は俺を癒せる。

　即死以外なら、魔力が尽きない限りどうにでもできる。

「さすがに攻めの能力はここでは試せないか。今までの【改悪ヒール】は相手に触れなければ使えなかったが、これからは違う」

　そして、もう一つの機能が隠されている。

　それがこの前方のスリットだ。

　これは他の二つの機能とは違い、攻撃のための能力だ。

　使うのが楽しみで仕方がない。

「ふははは、思った以上だよ。【神装武具】」

　ここまでとは思っていなかった。

　これがあれば、あの【鷹眼】を相手にしてもさほど苦労しないだろう。

　さて、用事は済んだ。

　三日後に起こる惨劇のための仕込みをしないといけない。

　それに、夕食はカルマンの紹介してくれた店にいかないと。

　あれだけのいい店だ。ちゃんと楽しめるうちに楽しまないのは損だ。

　セツナたちと一緒に精一杯楽しもう。

「はやく、こいつの性能をたっぷり楽しめる機会が来るといいなぁ」

　俺はそう言って、ゲオルギウスをそっと撫なでる。

　こいつの初陣はそう遠くない。

　そのときにはたっぷりと血を吸わせてやろう。こいつもそれを望んでいる。

　俺は高笑いし、三人の待つ部屋に戻る。

　こいつのせいで高ぶってしまった。鎮めるために女を抱きたい。さきほど、たっぷり可愛がったばかりで悪いが、もう少しセツナたちに頑張ってもらおう。興奮のせいで、たぎってたぎって仕方ないのだ。
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【神装武具】を手に入れた俺は、妹姫率いる聖せい槍そう騎士団の内部に入り込んでいた。

　見張りの騎士の一人と入れ替わり様子をうかがっている。

　目的は情報収集と勝つための布石を打つことだ。

　やはり【剣】の勇者が消えたことは大騒ぎになっている。

　ジオラル軍は、ブラニッカ郊外にテントを広げて陣地を作っている。

　妹姫や上級将校ら一部は街の中に貴賓用の宿を用意されているが、大部分はここで生活しているのだ。

【剣】の勇者の捜索が必死に行われている。【剣】の勇者が行方不明になったとして、万が一暗殺されたのなら、【剣】の勇者を殺せるような化け物が敵側に存在することになる。

　勇者たちの戦闘力は圧倒的だ。

　単体で一個師団に匹敵する。つまるところ【剣】の勇者を殺せる相手と戦うことを想定するなら、一個師団を用意しないといけない計算になる。

「おい、ハリス。交代の時間だ。明日は早いぞ。帰って体を休めろ」

「お言葉に甘えさせてもらいます」

　さてと、そろそろお仕事の時間だ。

　今の俺は、上級騎士のハリス・クリルトンに化けていた。

【剣】の勇者ブレイドのふりをして戻ることも考えたが、一日経ってしまい、怪しまれるリスクのほうが大きい。

　なので、ちょうど昨日お気に入りの酒場で、酔って暴れていたバカな騎士様がいたので、利用させてもらった。

　……こいつはセツナの尻に手を伸ばしてきた。

　俺の所有物おもちやにちょっかいをかけるとはなかなかいい度胸といえるだろう。

　もちろん、その手を叩たたき落としたが、逆上して襲い掛かってきた。ちょっと力を入れ過ぎて手首をへし折ってしまったのは俺も悪かったかもしれないが。自業自得だろう。

　それなのに、逆恨みをして剣まで抜いてきやがった。とんだクズ野郎だ。

　うっかり顎に掌底を入れて、頚けい椎ついをへし折ったとしても不可抗力というものだろう。

　唯一評価できるところは、たっぷりと金品を所持していたことだ。

　死人には必要ないものだったので、回収して路銀の足しにさせてもらった。

　そのハリスになり替わり、こうして聖槍騎士団の陣地に入り込んでいる。

　さてと、お仕事お仕事。

「この数相手にまともにやりあってられないからな」

　陣地の中に忍び込んで改めてそう思う。

　正義の味方である俺は、妹姫からこの街を守ってやりたいのだが、あまりにも敵の数が多すぎる。

　現実的な策としては、ブラニッカの守備隊とぶつかり戦力が削られ、混乱しているところを狙うのがいいだろうが、それすらも現状では難しい。聖槍騎士団は強すぎるのだ。

　この街の保有戦力なら一瞬で叩き潰つぶされて終わりだ。

　だから、少々細工をする。

　強すぎるなら弱くなってもらえばいいだけ。

　何人か気絶させて、【回復ヒール】により記憶を奪い、食糧庫の場所にたどりつく。

　戦争において、兵糧を狙うのは基本だ。

　見張りどもにはぐっすり眠ってもらっている。

「さてと、ケヤルガ印の特製ポーション。魔物毒たっぷり配合の遅効性ヴァージョン。さあ、地獄を見てもらおうか」

　即効性のものを使うと、最初の数十人程度で気付かれてしまい被害があまり広がらない。

　だが、遅効性なら発覚が遅れて、取り返しのつかないところまで広がる。

　だから、半日ぐらいから気分が悪くなり、一日経つころに地獄の苦しみを味わうものを用意した。

　これならば、ちょうど戦いを始めたときに薬が回り始める。遅効性にした分、どうしても威力は弱まるが、それでも全身に痛みが走り、腹がねじれるぐらいには悲鳴を上げ、下は大洪水の愉快な状況を演出できる。

「ふんふんふん♪　ねらいはやっぱりワインっと」

　軍の行進の場合、水の他に腐りにくくなおかつ戦士たちの士気向上に効果があるワインを持ち運ぶ場合が多い。予想通りだ。ワイン樽だるがたっぷり用意されていた。

　そして、ジオラル王国では伝統的に、戦いの前夜に景気づけに振る舞われることが多い。

【回復ヒール】で奪った記憶を調べ、聖槍騎士団でも、その風習があることを確認した。

　そのワイン樽がごろごろと転がっている。

「毒が入れ放題だな」

　早く、お仕事を終わらせよう。

　ワイン樽の口を開いて、ポーション瓶を少し傾ける。二、三滴で十分だ。これ以上入れると遅効性ではなくなる。

　魔物毒を錬金術士の技能で練り上げれば、これほど強力な毒ができる。

「全部の樽に入れるまで二時間といったところかな」

　これだけの大所帯だ。樽の数は百を超える。それに食糧庫はここだけではない。

　いくつかの場所を回らないといけない。

　俺は根気よくすべての樽に毒を注いでいった。
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「ポーションの量がぎりっぎりだったな」

　魔物毒を使っているだけあって、あまり数が用意できていないこともあったが、想定以上に備蓄の量が多かった。

　だが、しっかりと毒をすべてのワイン樽に注いでいる。

　戦場で、腹痛にのたうちながら、下痢を垂れ流す騎士どもの醜態を思い浮かべると、こんな面倒なことにも耐えられる。いかに最強の騎士団といえども下痢を垂れ流しながらではまともに戦えまい。

　そろそろお暇いとましようか。

　このまま、妹姫を襲撃できればベストだったが、妹姫と上級将校は街の中だ。

　だいたい、まだノルン姫は俺の復ふく讐しゆう対象になっていない。今の時点で襲うのはポリシーに反する。

　それに【鷹眼】がノルン姫の傍にいることが今回の情報収集でわかった。

　あれには会いたくない。あの男なら姿を変えた俺だと気付きかねない。そうなれば、苦労して仕込んだ毒ワインのことがばれてしまいかねない。

　殺してしまえば問題ないだろうが、【神装武具】がある今の俺なら十中八九は勝てる。逆に言えば、二か一は負ける可能性がある。

　二度の対たい峙じでわかった。やつの強さはその眼にある。視力が優れているだけではない。筋肉の些さ細さいな動きすら見通す観察眼。異常なまでの動体視力。そして、その視力を活かすだけの超人的な反射神経。

　だが、それはやつの欠点でもある。

　見えすぎる眼は体への負担が大きい。長時間の戦闘には向かない。自軍が下痢のせいで苦戦し戦線が崩壊すれば、やつはフォローしなければならなくなる。そうして疲れ果てたところを狙う。

　やつとて人間だ。特製ワインで腹を壊し、劣勢な戦場で消耗すればたやすく仕留められるだろう。

　俺はにやりと笑い、食糧庫を後にした。
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　いよいよやつらが街を襲撃する日が来た。

　すでに宿は引き払っている。【鷹眼】が俺を疑っている以上、拠点を変える必要があった。

　とある民家を借りており、俺たちは全員、武装して窓から街の様子を見ていた。

　さっそくジオラル王国軍が動き始めた。

　ぞろぞろと騎士どもが完全武装でやってきた。

　住人たちはみな、警戒して窓から様子をうかがっている。

　さて、どう動くか。俺もじっとそれを見ている。

　一団の先頭にはきらびやかな馬車がいた。

　どういう仕組みか、馬車の荷台が展開され、ステージが出来上がる。

　なかなか面白い馬車だ。あとで可能であれば回収しよう。

　そこに立つのは王女フレアと同じく、美しい桃色の髪を持つ麗しい少女。凛りんとしていながら可愛かわいらしく、それでいて気品があるという矛盾した存在。

　姉とは違い、特別な力をもたず、ただその頭脳だけで王国の実質的な権力さえ摑つかんでみせた天才、ノルン姫だ。

「みなさん、聞いてください。私たちは魔族に支配されたこの街を救いにやってきました。魔族は人間を家畜のように扱い、人間の血をすするだけでは飽き足らず、他の街にも毒牙を伸ばすために、ここで力を蓄えております」

　拡声魔術でも使っているのか、声がよく響く。

　好き勝手言ってくれる。

　この街の住人が血をささげるのは、あくまで税を軽くするために自分の意思でやっていることだ。

　そもそも、ジオラル王国に見捨てられたからこそ、魔族との共存を選び、なんとかこの街は平和を手に入れた。今更、よそのやつが口を出すことじゃない。

「うるせえ！　俺たちはうまくやってんだ！　救ってほしいなんて誰も頼んでねえぞ！」

　住民の一人が馬車の前にやってきた。

　見知った顔だ。確か、俺に野菜を売ってくれたおっちゃんだな。

　狂牛族の襲撃で死んだかと思っていたが、無事生きていたようだ。

　おっちゃんが叫ぶと、そうだそうだと次々に住民が出てくる。

「魔族だって立派な客だ！」

「人間にできないことだってできんだぞ！」

「よそ者が口を出すな帰れ！　帰れ！」

　いつの間にか、三十人ほど集まり帰れコール。

　それを見たノルン姫が微笑ほほえむ。そして、右手を掲げ……下ろした。

　それと同時に騎士たちが剣を抜いて突撃、馬車の前に集まった人間たちを皆殺しにする。

「おそろしいですわ!?　この方たちは魔族に洗脳されておりました。ああ、なんてひどいことをするのでしょう。恐怖で支配するだけではなく洗脳で心まで奪うなんて……」

　芝居がかった声と仕草で、悲劇のヒロインぶる。ご丁寧に涙を目に溜ためて。

「でも、安心してください。これより正義を執行しますわ。魔族を皆殺しにしてこの街を救います。殺すのは魔族。そして、洗脳されている人間も殺すことで救って差し上げます」

　可か憐れんな少女はその可愛らしい唇でとんでもないことを言う。

　こいつ、自分で正義なんて言ってやがる。俺の経験上、自分で正義なんて言うやつにろくなやつはいない。どう見ても頭がおかしい。まともな神経をしていたら正義なんて言葉を臆面もなく使えるものか。

「ねえ、皆様は洗脳なんてされてないですよねえ？　我々に歯向かったり、魔族をかばったりしていませんよね？　人間ですもの、正常なら私たちに協力して当然です！　そうじゃない洗脳されている可哀そうな人間は殺して救います。繰り返します。皆様、洗脳なんてされてないですよねえ!?」

　可憐な少女は、楽しそうに笑う。まるで花畑で子犬と戯れるようなあどけない表情で。

　こいつ、完全に狂っている。

　洗脳なんてされていないことはわかっているんだ。

　これは人間への脅しだ。協力しないと殺すと。

　そして、今殺した連中は見せしめ。

　こんなものを見せられたら、誰もが魔族を差し出してでも自分を守ろうとするだろう。

　そして、ともにすごした魔族たちを売った人間たちは、罪悪感に捉われ、その罪から逃れるために、あとになって魔族に搾取されていたと証言するだろう。

　そうなれば、ノルン姫は正しかったことになるのだ。名実ともに魔族から人間を救ったとほめたたえられる。

　これが、ノルン姫のやり方。

　絶対に許せない。こんな蛮行、この真の正義の味方である【癒】の勇者が捨て置けるものか！

　何が正義執行だ。本当の正義を見せてやる。

　外の景色を見ながら拳を握りしめる。

「あのおじさんの店、わりと気に入ってたのにな。おっ、ほかにもお気に入りの屋台の店主に、あっちは道具屋のお姉さんが殺されてる。あの人たち割り引きしてくれたいい人だったよね。うん、結構ポイント高い。いい感じに復讐ポイントが加算されていくなぁ」

　しばらくこの街で過ごしただけあってなかなか知り合いが多い。顔見知りが傷つけられるのはいい気がしない。

　ノルン姫の号令で騎士たちが次々に魔族たちを襲っていく。

　一方的な戦いになってきた。魔族たちも抵抗するが、聖せい槍そう騎士団が強すぎる。若干動きは鈍いが、まだ毒は回り切っていないらしい。

　また一人魔族が犠牲になった。思わず俺は叫んでしまう。

「カルマン!!」

　カルマンの商店が襲われていた。

　そして、彼が凶刃に倒れる。あれは、もう助からない。

「そんな、この街でできた初めての友達なのに、いいやつだったのに！　なんであいつが死なないといけないんだあああああああああ!?　許せない、許せないなああああ、これは許しちゃいけないなぁ！　なんてったって、友達を殺されたんだから！」

　これでようやく復讐が始められる。

　友を失い涙がこぼれる。その涙をぬぐって、俺は本当の正義を執行する。

　よく死んでくれたカルマン。お前の死は無駄にしない。

　そして……もし、ノルン姫を捕らえ記憶を漁り、本当に俺の村を襲った黒幕だったそのときは……。
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「大変なことになるな。故郷と友達、その両方を奪われたのだから、普通の復讐じゃ済まさない」

　ただでは死なせない。

【剣】の勇者は死ぬことを許したが、ノルン姫には死すら許さない。一生かけて償ってもらう。

　フレイアと同じく、俺の便利な玩具おもちやになってもらう。あの頭脳は手元に置いておくと何かと便利そうだ。それに、姉妹丼、それも高貴な姫君の姉妹丼はなかなか美お味いしそうだ。思わず下半身が元気になる。

　さて行こう。ここからは、世界を救う【癒】の勇者の英えい雄ゆう譚たんだ。

　絶望に染め上げられ、地獄となったブラニッカを俺が救う。
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　セツナたちと共に行動を開始した。

　全員ローブで姿を隠させる。

　あらかじめ、錬金術で土を操り作っておいた地下室に逃げ込む予定だ。イヴは正真正銘の魔族だし、セツナは亜人だがやつらが区別するとは思えない。二人とも襲われる危険性が高い。

　想定外だったのは朝一で襲撃をかけてきたことだ。

　もう少し遅れると思っていた。おかげでワインに仕込んだ毒が回り切っていない。

　ちゃんと、毒入りワインを飲んだことを確認しているのだが、時間稼ぎが必要だ。

　ノルン姫を襲うのは、せめて薬が回り、王国軍が弱体化して魔族たちと乱戦になってからだ。それまでは地下室で時を待つ。

　想定しうる最悪の事態は、この街の領主がジオラル王国側につくことだ。

　人間だけでも生かすために、魔族を売ることも考えられる。

　そうなってしまえば、この街全体が魔族を差し出す形になり、戦況の拮きつ抗こうなんて一瞬たりとも起こらないだろう。

　さすがは、俺がもっとも危険視していた女だ。

　戦争を始める前の演説だけで、ここまでの状況を作ってみせた。

「ケヤルガ様、どうかした？」

　地下室の入り口で俺は立ち止まった。脳裏にはさきほど窓から見た光景が浮かんでいた。

　それは、この街でできた知り合いたちが襲われている光景。

　先に、地下室に降りようとしていたセツナたちが心配そうに俺の顔を見ている。

「少し、野暮用ができた。みんなはここで待っていてくれ」

　地下への入り口の扉を閉めて、俺は街のほうへ飛び出した。

　……ノルン姫が、想定外の行動をしてきたのなら、ただ指をくわえていてはダメだ。

　今の状況に適した手を打たないと。
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　当初の計画では、ワインに仕込んだ毒が回るまで地下室に隠れているつもりだった。

　しかし、ノルン姫は早朝から行動を起こし、しかも演説でブラニッカの人間の心をしばった。このままでは毒が回る前に戦争が終わる。

　手を打つにはまずは、現状の把握をしなければいけない。付近で最も高い建物の壁を駆け上がり、【翡翠眼】で全体の状況を確認する。

　街では相変わらず、騎士たちに魔族たちが蹂じゆう躙りんされていた。予想以上に一方的だ。やはりだ。地下に潜って毒が回るまでなんて悠長なことは言っていられない。

　一つのひらめきがあった。

　この状況、フレイアをうまく使えば覆せるかもしれない。

　だが、その策だけで十分か？　フレイアを使った作戦の前に、もう一つぐらい手を打っておきたい。

　こういう場合有効なのは、騒ぎを起こして戦力を少しでも削りつつ、敵の戦力を分散させること。

　方針はこれでいいとして具体的な手段を考えないと。

　そんな時だった。野菜をおまけしてくれたことのある魔族の商人が騎士たちに追いかけまわされ転んだ。騎士がにやつきながら、わざとゆっくりと剣を振り上げて近づいている。

　殺されたカルマンと目の前の商人の姿が重なった。

　次の瞬間、俺は建物から飛び降り、騎士と商人の間に割って入り、剣を受け止め、返す刃で鎧よろいの薄い喉を貫いていた。

「兄ちゃん……あんた、人間なのに、どうして」

「どうしてだろうな」

　らしくもなく、考える前に体が動いた。

「貴様、いったい何者だ！」

「魔族に洗脳された人間だな、殺して解放してやる！」

「粛清を！」

　一人殺されたことで、騎士たちが次々とやってくる。

　そいつらを全力で駆逐し始める。

　……これは疲れるな。殺しても、殺しても増援を呼んできやがる。

　こんなところで、数人の魔族を救ったところで戦況に直接的な影響はない。

　しかし、悪くはない。

　ここに、騎士が数十人がかりで襲いかかっても倒せない特級戦力、それもノルン姫の計算にないイレギュラーな存在が現れたとなれば、ノルン姫も相応の戦力を派遣しないといけなくなるし、第三勢力の存在を疑ってくれれば慎重にならざるを得ない。

　多少の時間稼ぎにはなるだろう。

　次々と現れる増援を、屠ほふっていく。

　気が付けば、周囲の騎士を一掃していた。

　生き残りの騎士たちが逃げていく。ここにいる戦力では多少増援を呼んだところで対抗できないと考えてのことだろう。それでいい、脅威が存在することをノルン姫に伝えてくれなければ意味がない。

　拳を握りしめる。

　俺は確かに騒ぎを起こすつもりだった。だけど、その手を考案している最中であり、野菜売りの商人を助けるために動いたのは考えての行動じゃない。

　一歩間違えば、まったく違った結果になっていたかもしれない。

　そんな俺のもとに遠巻きに見ていた魔族たちが集まってきた。

「兄ちゃん、ありがと。俺たちのために」

「また、店来てくれよ。こんど、おまけするからさ」

「ああ、あんたは命の恩人だよ」

　感謝の言葉を受けるが頭が混乱している。返事をしたいのに、言葉がうまく浮かばない。

　俺はただ小さく頷うなずき、背を向けた。

　俺は人助けをしたわけじゃない。……そうだ、きっとあの野菜売りの商人が視界に入った瞬間、ここで騒ぎを起こせると閃ひらめいて体が動いたのだ。そうに決まっている。

　頭を切り替える。

　情報収集と、ノルン姫の手を遅らせるための一手は打った。

　次はフレイア……【術】の勇者フレア王女を使った手を使う。
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　セツナたちに遅れて俺も地下室に入る。

「悪いな、野暮用は終わった」

　突然飛び出していった俺のことをみんなが心配していた。

　適当な言い訳をしつつ、これからの作戦を考える。

「ケヤルガ様、外はどうなってると思う？」

　セツナが問いかけてくる。

「魔族たちが魔物を呼び寄せて徹底抗戦中だけど、かなり不利な戦いになっていた」

　個々の戦力では勝っていても向こうは正規軍だ。一人一人が強いし、有機的な連携でその力を何倍にも引き上げられる。

　逆に魔族側は連携などなくそれぞれ好き勝手に動くだけ。各個撃破されるのがおちだ。

　ブラニッカにも常備軍はあるみたいだが、その構成員のほとんどは人間らしい。

　彼らにジオラル王国に歯向かう気概があるのかは疑問だ。

　……ないだろうな。人間同士の戦いに挑むにはかなりの覚悟がいる。

　ましてや、向こうにいるのは可か憐れんで英雄扱いされているノルン姫。

　なにより、魔族を見捨てて何もしなければ死なずに済む。

　戦えないだろうし、仮に戦えたとしても士気は最低だ。

　その状況を覆さなければ、ジオラル王国の勝利は揺るがない。

　だからこそ、その状況をフレア王女というカードをもって覆す。向こうが姫を使うのなら、こっちも姫を使うのだ。

　ノルン姫の策は完璧と言っていい。それを崩すには彼女が想定していない駒を動かすしかない。

「フレイア、ちょっと話があるんだ」

「何でしょうか、ケヤルガ様」

「少しだけ、みんなに勇気をあげてほしい」

　ジオラル兵に毒が回るまでの時間稼ぎのための秘策を繰り出そう。

　少々危険だが、ここはリスクを冒す場面だ。
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～ノルン姫専用馬車内～

「報告をしなさい」

　ノルン姫は部下から戦況を聞いていた。

「はっ、魔族と魔物の抵抗は激しいものの、順調に撃破を続けております」

「そう、では領主の反応は？」

「まだ、返事をしてきません」

「意外に粘るわね。優秀そうだから投降したあとは、ちゃんと国境の向こうの街を任せるって言ってあげたのに。そんなに薄汚れた魔族たちが好きなのかしら？」

　つまらなそうにノルン姫はため息をつく。

　この戦争の勝敗など、自分が言葉を発した瞬間に……否、戦う前から決まっていた。

　ノルン姫に言わせれば、勝てるかどうかわからない戦争をすることなど愚の骨頂だ。

　必勝の条件を整え、戦争の前に勝利を確定すること。それこそが軍師の仕事。

「まあいいわ。どうせ、すぐに終わるもの。使えそうな男だったけど、代わりはいくらでもいる」

　うるさい魔族どもを黙らせたら、すぐにでも残党を処分できる。

　魔族をかばったブラニッカの領主の一族も粛清だ。

　ジオラル王国に歯向かうというのがどういうことかを教えてやらねば。

「謎の剣士はどうしたの？」

「東区画での一件以降、姿を現しません」

「ここでのイレギュラー、気になるわね。……人員を追加します。絶対に見つけ出しなさい」

「はっ」

　ノルン姫は、たった一人の増援、数十人の騎士を斬り伏せた剣士の存在を気にしていた。

　その実力は脅威だが、実のところ戦争全体を考えれば、些さ細さいな問題だ。

　だけど、ノルン姫はその剣士に何かを感じ取っていた。ひどく嫌な予感がしている。切り札の一枚である【鷹眼】を使ってでも潰すべきではないか？　そう考えるほどに。

「……姫。気になる報告がございます」

「なに？」

「体調を崩す兵たちが非常に多いのです」

「戦えるの？」

「はっ、戦闘には支障はありません」

「なら、いいわ。どうせ一日で終わるし。戦いが終わったらしっかり休ませてあげて」

　そう言ってから興味をなくしたノルンは、グラスを傾ける。

　そこにはジュースが注がれていた。

　彼女は酒が飲めない。ジオラル王国は十二歳から飲酒が許されるのだが、ノルン姫は酒の苦みを嫌う。そのことが彼女を助けていた。

　大人たちとは違い、少女にすぎず抵抗力が弱い彼女が毒入りワインを飲んでいたら、今頃無様にいろいろなものをぶちまけていただろう。

　彼女の傍には【鷹眼】が寄り添っている。

　姫の演説という一手が必要だったからノルン姫は最前線に出てきた。

　しかし、本来は後方に控えているべきだ。守りの不安を解消するために最強たる【鷹眼】を配置している。

　本来は【剣】の勇者もいるはずだったが、何者かに始末された。

　おそらく、ハニートラップにかかったものとノルン姫は見ている。

【剣】の勇者の戦闘力は、あの【剣聖】をも超える規格外の存在だ。

　真っ向勝負で負けるはずがない。その彼女には弱点があった。色に狂っている。そこを突かれれば、あるいは殺されることもありえる。

　そう想定し、調査をしてみると一人の女に夢中になっており、ベッドに連れ込んでいたと情報が入った。

　十中八九、その女に殺されたとノルン姫は推理してみせた。

　そして、それは当たっていた。

「例の剣士は気になるけど、大勢は決したわ。あとはもう時間の問題ね。……さて、私の仕事はもうないみたいだし、この退屈をどう紛らわそうかしら」

　戦争中なのに、恐れも、不安も感じていない。それも彼女の才能だ。

　ノルン姫はあくびをした。

　だが、次の瞬間目を見開いて立ち上がる。声が聞こえた。

　彼女がもっとも、嫌って愛し、見下して密かに憧れていた少女の声。

　こんなところで聞けるはずなんてない。

　ありえるはずのない声。

　その声は、第一王女フレアのもの。

「お姉さま、どうしてここに」

　ノルン姫は目を見開いて、窓を開けて外を見る。

　すると、空には王女フレアの顔が風魔法によって映されていたのだった。
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～スラム街にて～

「さてと、そろそろ仕掛けるか。準備はいいか、フレイア？」

「ええ、もちろんです！」

　姫には姫で対抗だ。

　やつらが、この街の人間の心をしばったように、こっちもジオラル王国の兵士どもの心をしばる。

　とある廃屋の屋根に俺とフレイアは登っていた。

　そして、俺の【風】の魔術でフレイアの姿を拡大転写し空に映し出した。それだけでなく、フレイアの声の音量を大きくし、遠くまで響かせる。

　これは俺にしかできない魔術だ。

　力の制御が細かすぎる。持てる技能を【風】の魔術に特化してセットアップし、【改良ヒール】で素質値を魔力に極振りして、ようやく実現可能になった。

　空に映し出されたフレア王女は悲し気な目をしている。

　やっぱり、美少女の王族は絵になる。聖女とあがめられるだけはあるのだ。

　ノルン姫にもカリスマ性はあったが、フレイア……フレア王女の人望はその上をいく。

　戦場の誰もが、茫ぼう然ぜんとした顔で空を見上げていた。

　フレア王女が口を開いた。

「皆様、聞いてください。私はジオラル王国第一王女、【術】の勇者フレア・アールグランデ・ジオラルです」

　美しい声だ。聞いているだけでうっとりする。

　内面はクソだが、フレア王女の声は神に愛されているとしか思えない。

「私はとある目的から、この街でしばらく過ごしていました。その日々の中で人と魔族は共存できることを確信しました。この街では人と魔族が笑い合って生きていた。支配なんてない、洗脳なんてない、ただ共に生きているのです」

　ジオラル王国の兵士や騎士はお互いの顔を見合わせる。

　聞いていた話と違う、と戸惑っている。

「それなのに、なぜこんなひどいことをするのでしょうか？　この街の魔族は敵ではありません。魔族全員がいい人だなんて言うつもりはありません。悪い人もいます。ですが、それは人間も同じ。この街の魔族の人たちは、ちゃんと話し合える魔族です。どうか、これ以上無駄な血を流させないでください。これは聖戦ではありません。ただの略奪と殺さつ戮りくです。誇りあるジオラル王国の聖せい槍そう騎士団よ。その槍を、その矜きよう持じを、無む垢くな人々の血で汚すのはやめなさい」

　悲し気に憂いを込めた目でフレア王女は微笑ほほえむ。

　男なら誰もが彼女を笑わせるためになにもかもを投げ出すだろう。

「この街は奇跡のような街です。魔族と語り合えることを、ともに過ごしていけることを教えてくれた。そんな宝物を、思い込みでなくすわけにはいきません。どうか、戦いをやめてください。そもそも、人と魔族、どれほど違いがあるのでしょうか？」

　フレア王女の言葉に力がこもる。

「私は、魔族の人たちと酒場で一緒にご飯を食べてお酒を飲んで笑い合いました。魔族も人間も美お味いしいものは美味しいんです。楽しければ笑うんです。みんな一緒なんです。ある日、とっても大きなミートパイがお店で出されました。人間も魔族も一つの大きなパイを切り分けて食べて、美味しいねって笑ったんです」

　あのミートパイは美味しかった。唐突な日常の話に誰かがくすりと笑った。

「ただ、少し見た目が違うだけで殺し合うなんて悲しいじゃないですか。目を覚ましましょう。この街が見つけた宝物を世界に広げていきましょう。他の街でもミートパイを人間も魔族も一緒に美味しいねって笑い合う。そんな世界になることが私の望みです」

　予想以上の効果が現れ始めた。

　圧倒的なカリスマ性を持つフレア王女の演説には不思議な力がある。

　騎士や兵士たちが手にした武器を落とし始めた。なかには感動して泣き始める者もいる。

「最後にもう一度だけ繰り返します。少し見た目が違うだけの、語り合って笑い合える隣人。ちゃんとまっすぐ彼らを見てください。それは本当に斬らねばならない敵でしょうか？　誇りある騎士たちよ。私はあなたたちを信じています」

　そうして、フレア王女の演説は終わった。

【風】の魔術を解除する。

　ふう、疲れた。めちゃくちゃしんどいなこの魔術。

　今、近接戦を挑まれたら、ただの雑ざ魚こ状態なので、技能の割り当てと素質値を元に戻す。

　よし、これで大丈夫。

　ついでに、フレア王女の姿をフレイアに戻してやる。

「どうでしたか？　ケヤルガ様」

「完璧だ。いい演説だった」

　なにせ、原稿を書いた俺ですら、うるっと来たからな。鼻くそをほじりながら五分で適当に作った原稿も、フレア王女が言葉にした瞬間にそれっぽくなるから不思議だ。

　まるで本当の聖女のようだった。

「今回のは、私の内心と一緒だったのでやりやすかったです」

　な、ん、だ、と!?　フレイアになったとはいえ、性根が腐ったフレア王女が、あんなことを思っていただと。

　驚きだ。環境は人を変えるものだ。

「そうか、それはよかった。フレイアのおかげで戦いの流れが変わった」

　目に見えて、ジオラル王国の騎士たちの動きは悪くなり、そしてこの街の住人たちの士気が最高潮になる。

　魔族を売り渡そうとしていたブラニッカの人間たちも魔族と並び、戦う。

　人間と魔族が手を取り合い戦う姿を見て騎士たちが狼ろう狽ばいするという、なかなか面白いことになっていた。

「ようやくか」

　そして、ワインに仕込んだ毒が回り始めた。

　騎士たちが腹を押さえて青い顔をしている。

　ズボンから下痢が漏れている連中が現れだした。

　ここからどんどん悪化するぞ。

　気が付けば、街中大混戦。

　一方的でジオラル王国軍有利な状況から、対等、いや、ブラニッカ側が押しているぐらいだ。

　さて、仕掛けるならここだろう。

　のこのこ戦場にやってきたノルン姫をさらおう。

　さぁて、美味しい姉妹丼を食べるぞ。

　見た目だけなら、世界で一番美しい姉妹だ。姉妹丼を食べるときはフレイアはフレアの顔に戻そう。そっちのほうが楽しめそうだ。ノルン姫の目の前でフレアを犯すとどんな反応をするだろう？　姉が淫いん靡びに乱れ、男をねだる姿はトラウマになるかもしれない。

　にやりと笑い、俺とフレイアは建物の陰に消えていく。

「頭はいいが、まだまだ甘いな」

　ノルン姫、おまえの戦略は完璧だったよ。

　だがな、俺がいることを忘れちゃだめじゃないか。

　その見落とし、死ぬほど後悔させてやる。
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　フレア王女の演説によって、ジオラル王国の一方的な蹂じゆう躙りんで終わるはずの戦い、その流れが変わった。

　魔族たちを見捨てて自分だけ助かろうとしたブラニッカの人間たちは立ち上がり、魔族と共に手を取り戦う。

　そして、その姿を見てジオラル王国の騎士たちは戸惑う。

　さらにとうとう俺がワインに仕込んだ毒が回り始めた。

　遅効性だが、超強力な腹下しだ。

　騎士たちが苦く悶もんに表情を歪ゆがめて腹を押さえ始めた。ひどいものになれば下痢でズボンを汚している。

　剣や槍すらろくに持てないようだ。

　あっけなく、ブラニッカの住民たちに打ち倒される。

　そんな様子を路地裏から眺めていた。なかなか滑稽で面白い見世物だ。

　さて、頃合いだ。

「まず、フレイアを地下シェルターまで送るよ。それから俺は別行動だ」

「ケヤルガ様はどうなされるのですか？」

「この戦争を終わらせる。ブラニッカの人たちの血がこれ以上流れるのは避けたいし、ただ命令に従っているだけのジオラル王国の騎士たちだって死んでほしくない……だから元凶であるノルン姫をさらって〝説得〟しようと思うんだ」

　これは建前だ。

　平和だとか、流れる血だとかはわりとどうでもいい。

　俺の目的は復ふく讐しゆうただ一つ。あいつらはカルマンを……親友を殺したんだ。絶対に許せない。許すわけにはいかない!!

　だが、一応フレイアの前では世界を救うために旅をしていることになっている。

　多少の無茶をやっても勝手に脳内変換してくれるとはいえ、ある程度の配慮はしよう。露骨に復讐のためというのは見せない。

「私もお供します！」

　フレイアになった影響か、正義感があるようでやる気になっている。

　だけど……。

「その必要はないよ。フレイアの殲せん滅めつ力りよくはたしかに貴重だけど、なるべくスマートに行くつもりだ。最小限の犠牲でこっそりノルン姫をさらう。その作戦だと、フレイアは足手まといになる」

　魔術士にこういった隠おん密みつ行動は向いていない。

　そのことはフレイアもよくわかっているようで、それ以上口答えはしなかった。

「わかりました……力になれずに悔しいです」

「いや、フレイアは十分に役目を果たしてくれたさ。さて、急ごうか」

　フレイアを送り届けたころには毒の効き目は最高潮に達しているはずだ。

　聖槍騎士団はぼろぼろになった戦線を立て直すために温存していた護衛たちも吐き出す。

　その混乱の中ならば容易に忍び込めるだろう。
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　フレイアを地下室まで送り届けたあとは、適当に騎士を気絶させてから路地裏に連れ込んで鎧よろいをはぎとり、【模倣ヒール】することで記憶とその姿を得た。

「運がいい、大当たりじゃないか」

　気絶した騎士は、伝令役の知り合いらしい。

　そして、そいつの居場所を知っている。

　この男のふりをして伝令役に近づき、成り代わってしまえば楽にノルン姫のところまでたどりつけるというものだ。

　ノルン姫本人が戦場にしゃしゃり出て自ら指揮を執ってくれているおかげだ。

　あいつがでしゃばりでよかった。

　一発で伝令役につながる兵を捕らえられたのは、きっと俺の日ごろの行いがいいからだ。神様はちゃんと見てくださっている。

　あるいは天国のカルマンが力を貸してくれたのかもしれない。

【改良ヒール】で姿を王国兵のものに変える。

　鎧をカシャカシャと鳴らしながら歩き始めた。
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　騎士の姿に擬態した俺は、ちょうど伝令のために移動中だった一人の兵士に知り合いのふりをして近づき、あっさりと入れ替わることに成功していた。

　そして、記憶を漁っている。

　さすが伝令役だ。今まで出していた指示がわかるのはありがたい。

　ノルン姫の戦略が見て取れる。

　それにこれからやろうとしていることも。

　思わず笑ってしまった。

「あーあ、あの女も運が悪い。伝令役が伝令を伝える前に倒されるなんてな」

　あの女の評価を一段階上げる。

　あの女はここから立て直す策を考えだして、指示を出していたのだ。

「この指示が前線に伝われば、まずいことになりそうだったな。危ない危ない」

　ノルン姫の策がきちんと伝わっていれば、おそらく成功しただろう。

　だが、残念だ……その指示が伝わることはない。

　なぜなら、伝令役はぐっすりと眠って俺と入れ替わったのだから。

　俺はこのまましれっとした顔でノルン姫のところに伝令役の兵士として顔を出す。

　いよいよクライマックスだ。

　俺は必死に、にやけるのを堪こらえながらノルン姫の馬車に向かう。

　誰も俺をとがめない。

　騎士たちにそんな余裕はない。もし、平時の戦場であれば怪しむものも現れたかもしれない。

　だが、次々に体調を崩す騎士たち、徐々に劣勢になっていく戦場。

　彼らには違和感に気付く余裕すらなかったのだ。
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　ノルン姫のいる馬車内に入る。馬車の入り口を守る見張りの兵たちも伝令役の顔は覚えているので、すんなりと通してくれた。

　中に入ると、ノルン姫が親指の爪を嚙かんでいた。

「どうなってるの？　まさか、フレアがこんな形で介入してくるなんて。なにが平等よ。魔族や亜人なんて虫のようにしか思ってないくせに」

「……聖女様はそんなお方ではありませんでしたよ」

【鷹眼】がフレア王女に対して暴言を吐くノルン姫に意見していた。

　ちっ、やはり傍に控えているか。戦線を立て直すために離れてくれていれば最高だったのに。

「あの女に比べたら私なんて可愛かわいいものよ。私は感情ではなく、王国の利益になるから亜人差別や魔族差別をしているけど、あの女は感情のままに差別するから始末に負えない。ただ、気になるわね。あの演説、あの女らしくない。あれはあの女の言葉じゃないわね」

　実に不快そうにノルン姫は嘆息する。

「と言いますと？」

「まず、第一にあの女が自分で考えた演説なら絶対に無意識のうちに上から目線になるのよ。でも、あれは対等な目線だった。その時点でおかしい。第二にあの女は騎士たちに向かって、信じています。そう言った。ありえない。そんなふうに他人の善意に期待するほどあの女は他人なんて信じていない。あの女なら信じなさい、あるいはやめなさいと命令するはず。第三に、あの女が私に逆らうはずがない」

　ずいぶんとひどい言いようだが、的を射ている。

　さすがはノルン姫といったところか。

「以上のことから、あの女は誰かに操られてる。さっきのあの女の言葉に自分の意志なんてどこにもないのよ。じゃあ、いったい誰がフレア王女を操ってる？　考えられるのは【癒】の勇者ケヤルしかいないわ。面倒ね。ここに来て、行動どころか目的も見えない特級戦力が現れるなんて。あの男がブラニッカを守る合理的な理由が一つもない。理解に苦しむわ」

　ぱちぱちぱちと心のなかで拍手を贈る。

　あの演説を聞いただけで裏にいた俺を断定した。

　いいな。この女は使える。頭がいい。

　俺の所有物おもちやにした暁には、その頭脳をたっぷりと利用させてもらおう。

「あなた、何そこで突っ立ってるの？　報告があるのなら早く言いなさい」

「はっ、姫殿下」

　俺は殺意を押し殺して微笑ほほえみ距離を詰める。

　すぐにでも、さらってしまいたいが邪魔者がいる。

　この場にいる護衛は三人。うち一人は【鷹眼】だ。

【鷹眼】は平気な顔をしているようだが、毒ワインは効いている。

　耐久力があるのと強い精神力の持ち主であるおかげでやせ我慢ができているだけだ。戦闘力はがた落ちになってる。

　残り二人は毒が回っていないようだ。

　酒が苦手で飲んでいないのか？

　まあいい、【翡翠眼】で見た限り、他の二人は普通の超一流でしかない。

【鷹眼】さえ葬ってしまえばあとはどうにでもなる。

　やつは油断している。最優先は【鷹眼】の始末。

　ノルン姫の隣にいるやつに近づいて一撃目で確実に……。

　ちっ！

　首を傾ける。すると何かが頰ほおをかすめて飛んでいく。

　おそらく、針のような暗器。それを【鷹眼】が袖から一瞬で射ち出した。

　警告も予備動作もなかった。それは伝令役の入れ替わりを確信していなければできないこと。

　避けられたのは、【鷹眼】が絶不調かつ、俺自身がこの状況でも気付かれるかもしれないと恐れていたからだ。

「やはり、避けますかな。それほどの武。錬金術士というのは何の冗談ですかな？」

「なぜ、気付いた」

「足取りですな。体重移動、呼吸、そういうものがすべて一流の武人のものでした。少なくともさきほどまでの伝令とは違う」

　会話に応じつつも【鷹眼】の攻撃は止まない。

　ありとあらゆる場所から暗器を放ってくる。戦場では弓の名手だが、室内戦では暗器使いに早変わりするのが【鷹眼】のスタイルだ。

　この会話すらも、注意を逸そらすための手段に過ぎない。

　今度は口から吹き矢のようなものを繰り出してきた。

　指で挟んで止める。その間に距離を詰められた。顔面への蹴りを放ってくる。スウェーバックで躱かわすと靴の先端から刃が出てきた。左手を突き出して防ぐ。深々と刃が手のひらに突き刺さった。

【神装武具】の【自オー動ト回ヒ復ール】が発動する。

　ありがたい。早速、神甲ゲオルギウスの有用性が証明できた。

　刃には、たっぷりと麻ま痺ひ毒どくが塗られていた。このやり方には親近感を覚える。

　もし、【自オー動ト回ヒ復ール】がなければ、麻痺毒で身動きができずに【回復ヒール】すらままならない状況に追い込まれていただろう。

　もっとも【自オー動ト回ヒ復ール】があるから喰くらってやった。

　刃が突き刺さったままつま先をぎゅっと摑つかみあげる。

【鷹眼】の強さの源は世界最高の眼。圧倒的な動体視力と反射神経だ。

　こうやって、ありえない選択肢を選ぶことで虚を衝つかない限り有効打を与えるのは不可能だった。

　触れさえすればあとは【改悪ヒール】で始末できる。

　そう思い魔力を高めるが、【鷹眼】は足首をひねる。あまりの痛みに手を離してしまう。そして追撃を恐れて後ろに跳んだ。

　刃が抜けたあとは、【回復ヒール】で治療した。

　やれやれ、コンマ数秒硬直してくれれば、殺せていたのに。

「おかしいですな。繰り出す暗器のことごとくが読まれている気がします。それに、最後の毒は大型の魔物ですら動けなくするもの。なぜ、動ける？」

「質問は一つにしてほしいな。一つ目、俺も暗器使いだから。二つ目、毒は効きにくい体質なんだ」

　お互いに隙を探り合う。

　残り二人の護衛がゆっくりと背後に回ってくる。

　囲まれた。

　さすがに、【鷹眼】を相手にしながら超一流の騎士二人は相手にできない。

　早急に手を打たないと。

「【癒】の勇者、観念しなさい！　残念だったわね。いくらあなたでも【鷹眼】の目の前にのこのこと現れるなんて自殺行為よ」

　まあ、確かにそうだ。

　せっかく、毒で弱らせても形勢は不利。やってられない。

　こんな化け物とまともにやり合うなんて正気の沙汰じゃない。

　だから、まともじゃない手を使う。

　せっかくなのでゲオルギウスの攻撃の能力を試させてもらおうじゃないか。

　ノルン姫は、大きく息を吸った。悲鳴をあげて馬車の周りの騎士や兵士たちを呼び寄せる気だ。直後には悲鳴が響き、敵の兵士たちがなだれ込んでくるだろう。

　一刻の猶予もない。

　早急に勝負をつけるため即死攻撃である【改悪ヒール】に頼るしかない。

　だが、【鷹眼】にコンマ数秒触れ続けることができるか？

　答えはノー。それでもやる。

　なんの小細工もなく突っ込んだ。

　そして、拳が届く距離に入る直前に拳を突き出す。どうぞカウンターを叩たたき込んでくださいという愚かな攻撃にしか見えないはずだ。

　そして、放つのは必殺の……。

「【改悪ヒール】」

　触れないと意味がない必殺魔術。しかし、俺の魔力の高まりに【鷹眼】は警戒し、身構えて反撃を繰り出してこない。

　それが致命的な隙となった。

　神甲ゲオルギウスの前方のスリットから黒い光が吐き出され放射状に広がる。

　一撃必殺の【改悪ヒール】には触れないといけないという欠点があったが、この神甲ゲオルギウスならば【改悪ヒール】を飛ばせるのだ。

　飛ばせる距離は一メートル未満。だが、そのわずかな距離が強敵との戦いでは生きる。

「ぐふっ、これは、いったい、かっ、からだが」

【鷹眼】の体が不自然に膨らみ、はじけた。

　繊細な壊し方はしてやれない。

　だから、細胞を強制増殖させた。魔力の消費が激しい一撃だが効果的だ。

　……ちょっともったいない。【鷹眼】の技能と知識と経験。それらを【模倣ヒール】したかった。

「んな余裕ないしな」

　そうぼやいて、一本の針を投とう擲てき、さらにナイフを二本投げる。

　針がノルン姫の首に突き刺さると、その声はか細いものになり彼女の悲鳴はろくに響かなかった。二本のナイフは、ただの超一流程度に収まる護衛の騎士の首筋を切り裂き血が噴き出る。

　邪魔者はいなくなった。助けも来ない。

　目的を果たすとするか。

「あなた、いったい、なんなの」

「王子様だよ。お姫様をさらいにきた」

　ノルン姫の口元に布を押し当てる。

　毒針で潰した声は聞き取りづらい。俺はどうしてノルン姫がこんな目にあったかを教えてやることにした。

　さて、あとは連れ帰るだけ。

「カルマン、おまえの仇かたきは討ってやるからな。友の無念を晴らすためとはいえ、幼い少女に手をかけることは許されないかもしれない！　この胸に宿る復ふく讐しゆうの炎はもはや誰にも消せはしない。友のため俺は人を捨てた獣になろう。カルマン、あの世で見ていてくれ」

　まだ、十三程度に過ぎない幼いノルン姫にひどいことをするのは、良心が痛むが仕方ない。なんたって復讐だから。

　あと、ついでにブラニッカの人が助かる。不利な状況で指揮者がいなくなればジオラル王国軍は自動的に撤退となるだろう。

　正義の味方的になかなかいい感じだ。

　さてと、どうやってノルン姫を連れ帰ろう。

　そして、連れ帰ったらどうやって楽しく遊ぼうか。

　フレイアをフレア王女に戻して楽しむのは決定しているが、細かいところまで決めていなかった。

「よし、いいことを考えた」

　二人の姉妹愛をたっぷりと見せてもらおう。

　姉妹の仲を深めないと、これからの旅に支障がでる。

　なぜなら、姉妹そろって俺の所有物おもちやになるのだから。

　俺はなんていい人なんだろう。そんなことを考えながら笑った。これから楽しくなりそうだ。
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　防音が施された豪華な馬車の中には五人がいた。

　一人は伝令役の姿をした俺、一人は三英雄と呼ばれるほどの強者【鷹眼】トリスト・オルガン。他に二人の超一流の護衛騎士。そして、ジオラル王国の第二王女ノルン姫。

　しかし、【鷹眼】と護衛の騎士たちは息絶え、ノルン姫も喉に射ち込まれた毒針のおかげで助けも呼べない。

　つまるところ、ここから先は俺のやりたい放題だ。

　さて、もはや伝令の兵に化け続ける必要もない。

【改良ヒール】を解除して、ケヤルの姿になった。

「さて、改めて自己紹介といこうか。俺は【癒】の勇者ケヤル。おまえらにすべてを奪われた者だ」

　そうして微笑みかける。

　ノルン姫とは長い付き合いになるのだから第一印象は大事だ。できるだけいい笑顔を作ってみた。

　それなのに、ノルン姫は怯おびえた表情を見せる。失礼だなぁ。

「いったい、なんの目的でこんなこと！」

　毒針のせいで音量は小さいが、聴覚を強化することでなんとか聞き取れた。

「ブラニッカには友達がいたんだ。カルマンっていって魔族の商人でね。いいやつだった。よく一緒に酒を飲んでさ、お互いの夢を語り合った。あいつはいつかもっと大きな人間の街で商店を開くのが夢だって笑ってたんだ。俺もその夢を応援していた」

　この街は人間と魔族が共存する街。

　その中でもカルマンは、利益という絆きずななら人間と魔族は一つになれると固く信じていた。そして誰よりも人間を好きになってくれた魔族だった。

「いっ、意味がわからないわ」

「そのカルマンが殺されたんだ」

　そんなカルマンは死んでしまった。

　夢を叶かなえることなく、ブラニッカの小さな店の主のまま彼の人生は終わったのだ。

「そう！　ノルン姫、おまえが起こした戦争のせいで!!」

　そう言って俺はすごんだ。

　ノルン姫は馬車内に用意されていた立派な玉座から立ち上がり、慌てて逃げようとするが、バランスを崩して倒れる。そのまま四よつん這ばいになって進むが、そんなものを逃がすほど間抜けじゃない。首根っこを摑つかんで仰向けにして、その体に跨またがる。

「なあ、教えてくれ。どうして、俺の親友は死なないといけなかったんだ？」

「まっ、まさか、あなた、たかが魔族一匹のためにこんな大それたことをしでかしたの？」

　驚いた声でノルンは言ってくる。

　たかが魔族一匹だと!?

「ふざけるな！　おまえは人の命をなんだと思っているんだ！」

　思わず、平手打ちをしてしまった。

　命の大事さを知らない小娘には教育が必要だ。

「一人ひとりに、夢や希望や未来がある。命というのは何よりも大切な宝物なんだ！　それを〝たかが〟!?　俺の親友を殺して、さらにバカにするのか！　絶対に許さない！」

　怒鳴りつけられるのは初めてなのか、ノルン姫の目には涙が浮かんでいる。

　いくら軍略の天才と言えど、こうして男に組み伏せられればただのガキか。

「ごっ、ごめんなさい。謝るから、謝るから。許して、なんでもあげます。だから、殺さないで」

「怖いか!?　理不尽な暴力は怖いか!?　きっと、おまえたちに襲われている魔族も今のおまえのような気持ちだったんだろう。だが、おまえは容赦なく殺そうとしている。そんなおまえが許されるわけがないだろうが」

「ひっ、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい」

　ただ謝るだけか。

　これだから子供は困る。

　泣けば許されるとでも思っているのか。

　まあ、いい。とりあえず、軽いお仕置きからだ。

　ゆっくりとノルン姫の首に手をかける。

　これはただの前菜だ。死の恐怖というのを味わってもらおう。

　気道を絞めていく。

「あっ、あっ、あっ」

　ノルン姫は暴れるが、非力な少女の力ではどうしようもない。

　死がゆっくりと近づく絶望で表情が歪ゆがむ。

　なかなか、可愛かわいらしい表情じゃないか。思わず勃起してきた。

　そして、抵抗むなしく意識が落ちる。

　ここで前菜は終了だ。本番は拉ら致ちってからゆっくりと。

「そろそろ別の伝令が来てもおかしくない時間だな。さっさとお暇いとまするか」

【鷹眼】の姿に【改良ヒール】し、さらにノルン姫をさらうために持ち込んでいた麻袋に彼女をつめた。

　あとは逃げるだけだ。

　その前にっと。

「【回復ヒール】」

　ノルン姫の技能と記憶を得るために【回復ヒール】を行った。

　ほう、案外レアな技能を持っているじゃないか。

　それだけじゃない。

　やっぱり、俺の村が襲われ、初恋の人が死んでしまったのはこいつの差し金だったとわかった。

「やはり、アンナさんの仇だったのか。絶対に許せないな」

　ダブル復讐ボーナス確定だ。

　カルマンのことだけでも許せないのにアンナさんまで。……これはもう地獄を見てもらってから一生、俺の玩具ペツトになって償ってもらうしかないじゃないか。

　そして……。

「そうか、フレアのことが好きだったのか」

　フレアの記憶では、ノルン姫はいつも彼女に嫌がらせをしていた。

　だが、それは好意の裏返しに過ぎなかった。好きだから構ってほしい。

　ノルン姫が、軍略と政治力を身に付けたのはそれしかなかったから。

　姉と違って何も持たない自分が、姉の視界に入るには、努力でどうにかなるものを磨き上げるしかない。非力な女性かつ魔術の才能もないノルン姫の身で叶うのはそれしかないと血のにじむような努力を続けた。

　父にねだり最高の教師を何人も付けたこともあるだろうが、彼女の執念がそれを可能とした。

　……だが、結局はフレアに嫌われてしまった。

　可哀そうに。

「安心してくれノルン姫。俺のもとでなら、フレアと仲良くできるさ。従順な肉奴隷としてだけどな。あひゃひゃひゃひゃ」

　うん、姉妹仲を取り持つ俺はなんていいやつなんだろう。
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　それから、戦争はブラニッカの勝利で終わった。

　フレア王女の演説で士気がガタ落ちになったうえに、ワインに仕込まれた毒で体調を崩され、さらには戦いのさなか最高司令官がさらわれたとなれば、ジオラル王国軍はまともに戦いを続けられるわけがない。

　多数の被害を出して、撤退していった。

　今回の遠征でジオラル王国は大損害を受けた。しばらくはおとなしくなるだろう。

　もっとも、ノルン姫の捜索部隊は編制されるだろうが、そんなものは可愛いものだ。

　戦いが終わり、ブラニッカでは祝勝ムードになっている。

　ともに戦った人間たちと魔族たちが肩を抱き合って、ジョッキを掲げている。

　傷跡は大きいが、やがてその傷跡も癒えるだろう。

　それで、俺は何をしているかというと……。

「フレイア、その格好も似合うな」

「わん！」

　セツナとイヴの二人を引き払っていた宿屋に戻し、俺とフレイアは今日のために作った地下室にいた。

　もちろん、ノルン姫に復讐するためだ。

　カルマンとアンナさんの無念を晴らさないといけない。

　ノルン姫は両手の手錠を鎖で結ばれ天井からぶら下げられていた。つま先を伸ばせばぎりぎり地上につく高さ。

　そして、フレイアはフレア王女の姿で下着姿になり、犬耳と犬尻尾のおもちゃをつけられている。

　なかなか、滑稽で可愛い。

　普段からやりたいのだが、これをやるとセツナが馬鹿にされているみたいで不快だと怒るので、こういう機会でないと使えない。

　さてと、そろそろノルン姫が起きるころだな。

　ノルン姫が体を動かして、ゆっくりと目を開いた。

「こっ、ここは」

「おはよう。ノルン姫。面倒なので最初に教えてやる。おまえは俺にさらわれた。ここは外に声が届かない地下室だ。おまえがさらわれたことでジオラル王国軍は大敗して撤退だ。誰も助けにこない」

「そんな、噓うそ」

「本当だ。そしてこれは俺にとっての復ふく讐しゆうだ。友達を殺されて、そしておまえのせいで故郷を奪われた。端的に言うとな。これから、おまえをいたぶって遊ぶんだ。痛いだけじゃなくて気持ちよくしてやるから喜んでくれよ」

　いやらしい笑みを浮かべる。

　本来、笑顔が素敵な俺なので、嗜し虐ぎやく的てきな表情は似合わないが、頑張ってそれらしい笑みを浮かべた。

　ノルン姫には効果が抜群らしい。目に見えて顔が青くなる。

「噓よ。そんなの噓」

「噓じゃない。ただな、俺は優しいからゲーム形式にしてやろうと思う。ゲームに勝てば逃がしてやるし、それに今回は出血大サービスだ。ゲームを受けなくてもここから出してやってもいい。まあ、そのときは裸に剝むいて、魔族どもの前に〝今回の首謀者です〟と大々的にアピールしてから放り出すがな。俺がやる復讐より、よっぽど残虐で楽しいことになりそうだ」

　それはそれでありだ。

　これだけたくさんのやつらに恨まれている女を独り占めにするのは悪い気がする。

「十秒で決めろ。ここでゲームを受けるか、それとも魔族どもに差し出されるか」

　ノルン姫が目を見開いて、体を震わせる。

　まあ、どっちにしろ、ろくなことにならないことぐらいはわかっているのだろう。

　かなり動揺しているな。目の前の犬フレアに気付いてすらいない。

　わざとらしくカウントダウンをやってやる。

「三、二、一……」

「受けるわ！　そのゲームを受けます」

　まあ、予想通りの回答だ。

　よし、ゲームの説明をしよう。

「くぅーん、くぅーん」

　しかし、邪魔をする者がいた。犬フレアだ。

　さきほどからズボン越しに俺の股間に頰ほおずりしたり、お尻を擦り付けたりする。

　発情ポーションを飲ませて発情しているから仕方ないとはいえ、ちょっとうっとうしい。

　さらに意識を混濁させるポーションも合わせて飲ませている。ポーションの効果が切れればフレイアは今日のことを夢か何かだと思うだろう。

「フレアお姉さま！　いったい何を！」

「くぅーん、くぅーん」

　せつない鳴き声は続く。

　妹の声はフレアには届かない。おねだりに夢中でそれどころじゃないし、そもそもフレイアの記憶からノルン姫は消えている。

　俺はやりたいようにやらせつつ、なんとかゲームの説明を開始する。

「ゲームのルールは簡単だ」

　俺はそう言って、ノルン姫のドレスを引き裂く。

　未成熟だが、将来性を感じさせる白い肌があらわになる。

　ノルン姫は涙目で俺をにらみつける。天井の鎖止めを魔術で外すと、すとんっとノルン姫が座り込んだ。

　手錠は外さないが、ある程度は動ける。

「今から、犬フレアと遊んでもらう。犬フレアは淫乱な雌犬でね。相手をするのが大変なんだ」

　犬フレアの頭を撫なでてやると、犬フレアが目を細めた。

　おう、よしよし。

「だから、ノルン姫とも遊んでもらおうと思う。フレア、そんなに俺のが欲しければあの女をいかせろ。犬らしく舌だけを使ってな。無事いかせたら、たっぷり可愛がってやる」

「わん！」

　犬フレアがノルンに覆いかぶさる。

「きゃあああ、フレアお姉さま、やめて、正気に戻って」

「わんわん！」

　今にもフレアはノルン姫に襲い掛かりそうだ。まだゲームのルールの説明が終わっていないというのに。

「待て！　まだだぞ。いい子だ。……ゲームの内容は簡単だよ。朝が来るまでにいかなければ、おまえの勝ち。いってしまえば犬フレアをたっぷりとノルン姫の前で可愛がってやるし、お前に見せつける。その後はおまえも可愛がってやる。嬉うれしいだろ？　大好きな姉に舐なめてもらえて、一緒に可愛がってもらえるんだからなぁ!!」

　想像するだけで興奮してきた。

　姉に蹂じゆう躙りんされる妹、そして姉の痴態を目の前で見せつけられ、姉と同じ男に犯される。

　なかなか乙なものだ。

「そんな、ひどい」

「そして、全部が終わったら、そこの犬フレアみたいに、全部忘れて俺のペットになるんだ。楽しいぞ、明日になればノルン姫も犬耳つけて馬鹿みたいに俺の股間に頰を擦り付けておねだりするようになる。まあ、そうなりたくなければ、必死に耐えるんだな。俺はおまえたちと違って約束を守る男だ。耐え切ったら逃がしてやる。さてと、説明は終了だ。フレア、よし！」

「わん！」

　さて、朝までと言ったが、そう長くはもたないだろう。

　ゆっくりと、姉妹愛を見学させてもらおうか。

　フレアとノルン。二人は見た目だけなら世界一美しい姉妹なのだから……。
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　犬耳を付けたフレアが、ノルンを押し倒している。

　そして、手で太ももを押さえつけて、器用に口で下着をずらす。

「ほう、毛がまだ生えてないのか。発育不全じゃないか？」

「うるさい！」

　涙目のノルンが俺に向かって叫ぶ。

　そうこうしているうちに犬フレアが舌を出し、ノルンのあそこを舐める。

　犬フレアは舌だけでいかせないと、俺に可愛かわいがってもらえないので必死だ。

　発情していて辛いのか、内股をなんども擦り合わせ、下着がびしょびしょになっている。

「フレアお姉さま、やめて、そんな」

　犬フレアの舌が男を知らないノルンの膣ちつ内ないを蹂躙する。よく動く。セツナと一緒に可愛がることも多く、なかなかのテクニックを犬フレアは身に付けている。

　ノルンの顔が赤くなる。

　犬フレアの頭を手で押さえつけるが、力の差は歴然。犬フレアの顔が愛液で濡ぬれる。

「おいおい、もう濡れ始めたのか。そんなのじゃ朝までなんてもたないぞ」

　拍子抜けだ。これなら一時間とでも言えばよかった。

「だ、ま、れ、あっ、やだ、やだやだやだ」

　声のトーンが高くなっていく。

　どうやら犬フレアが弱点を見つけたらしい。

　元はいつも俺を喜ばせようとしているフレイアだ。ノルンの反応を見て、気持ちいいところをずっと探していたらしい。

　そこを重点的に攻め始めた。

「いや、フレアお姉さま、そこ、だめっ」

「わん、わん♪」

　犬フレアの頭にはノルンをさっさといかせてしまい、ご褒美をもらうことしかない。

　舌の動きは激しさを増すばかり。ノルンがどんどん高まっていく。

　動きが単調になり、ノルンが耐えられる……そんな希望を持ったときだった。

　ノルンのクリトリスの皮を器用に舌で剝はがし、ひとなめ。

「ああああああああああああああんん。いやああああ」

　今までとはまったく違う刺激にノルンは耐えられるはずもなく、腰を震わせて絶頂した。

「わん！　わん！　わん!!」

　犬フレアは嬉しそうに鳴き声を上げて、俺のほうを見る。

　ノルンの愛液に顔を濡らして、期待を込めて腰をくねらせる。

　可愛い犬だ。よくやってくれた。ご褒美をやらないとな。

「……なんだ、たった十五分じゃないか。やる気があるのか？　どれだけ淫乱なんだ。姉の舌で感じるなんてな」

「うっ、うるさい。どうせ、変な薬を盛ったんでしょ」

「心外だな。正々堂々の勝負だっていうのに」

　俺はゲームでは噓をつかない。

　だいたい、今でもあそこをひくひくさせて物欲しそうにしているのに、よくそんなことが言えたものだ。

　ノルンの目の前に行くと、犬フレアが俺の股間に頰ずりをする。わかってる。ちゃんとご褒美をやる。

「ゲームに負けたおまえには罰ゲームだ。そのまえに、おまえの姉がどれだけ淫乱なメス犬か教えてやる」

　犬フレアに命令し、ノルンに覆いかぶさったまま、四よつん這ばいにさせる。ただし、ノルンの顔の上に犬フレアの性器が来るようにしてだ。

　犬フレアの性器はすでにびしょびしょでひくついている。

「罰ゲームだ。目を逸そらすなよ。……まあ、逸らしてもいいが、そのときは、覚悟しておけよ。俺はルールを破るやつが大嫌いなんだ」

　ノルンの体が震える。

　すでに俺がどういう人間か、痛いほどわかっているようだ。犬フレアに挿入する。
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　ノルンの目の前で、俺と犬フレアの性器が結合する。激しく出し入れする。

「きゃん♪、　きゃん、きゃん♪　きゃううううん♪」

　嬉しそうな鳴き声を犬フレアは上げる。妹の前だというのにとんでもない淫乱だ。

　愛液がぽたぽたとノルンの顔の上に落ちる。ノルンは顔を背けたいだろうが、俺が釘くぎを刺したせいでそれすらできない。

　その顔には恐怖と……興奮の色があった。姉が目の前で犯される姿にたしかに興奮しているようだ。

　犬フレアが背筋を思いっきり逸らせた。いったようだ。

　俺も限界だ。

　特殊な状況と、いつもより熱くうねる犬フレアの膣内のせいで、いつもより早く精を吐き出してしまう。

　あれを引き抜くと、どろりと精液と愛液が混じったものがノルンの顔にかかる。

「フレア、お座り」

「わん！」

　犬フレアがお座りすると、当然、彼女の性器がノルンの顔に押し付けられる。

　たっぷりと精液と愛液にまみれた性器がだ。

　ノルンは顔をしかめつつも興奮している。

「フレア、おまえのあそこをノルンのあそこに思い切り擦り付けろ。俺を興奮させたらまだ可愛がってやるぞ」

　そう言われると即座に体勢を変えて、犬フレアは自分の性器をノルンの性器に擦り付け始めた。

「やめて、フレアお姉さま！　そんなの、変だから」

「わんわんわん！」

　犬フレアに妹の声は聞こえない。

　ただ、欲望のままに腰を振る。ノルンの可愛らしい性器がぴくぴくと開き男を誘い始めた。

「だいぶ切ないようだな」

「だまれ、だまれだまれ」

「大好きなんだろう。フレア王女が」

「そんなことない、あんな無能」

「噓うそを言うなよ。お姉ちゃんに振り向いてほしくて頑張ってたんだろう。優しい俺は、その願いを叶えてやる。お姉ちゃんを可愛がったあれでおまえを可愛がればお前たちは一つだ」

　ノルンは逃げようとするが、追加のご褒美が欲しい犬フレアは逃がさない。性器同士を擦り合わせながら、しっかりと押さえつける。

　そんな二人の後ろに立ち、しっかりとノルンの腰を摑つかむ。

　もう逃がさない。

　ゲームに負けた敗者への罰ゲームだ。俺はさきほどまで犬フレアを犯していたあれをノルンに突き立てる。

「痛いっ、痛いっ、痛い」

「やっぱり処女だったんだな」

　膜を突き破り血が出る。それでも俺は腰を振る。面白いことにそうしているのに、犬フレアは性器を擦り付けるのをやめない。

　ノルンを犯す肉棒に性器を擦り付けることで貪欲に快楽を求めるのだ。

「やだっ、フレアお姉さまと一緒に犯されてるっ」

　やだと言いつつも、その言葉には愉悦があった。

　姉と一緒に犯されるのが嬉しいらしい。腰の動きを速める。

　ノルンはすでに痛みを忘れていた。淫乱だとは思っていたが天性の淫乱らしい。

　お望み通り、姉と一緒に可愛がってやろう。

　二人の重なった性器に交互に挿入する。二人とも、挿入感が違って飽きずに済む。

「きゃうううううん♪　きゃん、きゃん」

「あっ、やだ、これ変」

　姉妹二人が、嬌きよう声せいを上げる。そろそろきつくなってきたな。

　まずはノルンからいかせてやろう。クリトリスを摘まみ上げると、一気に絶頂に達して、叫びながら背中をのけぞらせる。

　そのタイミングでイチモツを引き抜き、犬フレアを重点的に責めると、犬フレアが膣を痙けい攣れんさせて崩れ落ちる。

　安心していたノルンに不意打ち気味に再挿入。

「いやっ、やだやだやだ、いま、辛いからやだああああああ」

　涙を流してやだやだと繰り返す。

　かといってやめることはない。むしろ興奮する。

　いったばかりで敏感になっているノルンをいじめ抜き、なんどもいかせてから精液を最奥に流し込み、引き抜く。

　ノルンが全身を脱力させ、性器から精液をこぼれさせる。

　先にいっていたフレアは、もったいないとばかりに妹の性器を舐め、溢あふれ出る精液を味わう。

　エロティックな光景だ。

　ああ、さっぱりした。

　やっぱり姉妹丼はいいなぁ。独特の背徳感がある。

　これですれ違っていた姉妹の心が一つになった。

　今までノルン姫は、大好きな姉に振り向いてほしくて努力し、権力を手に入れたが、それが原因となり姉にさけられ、振り向いてほしくて、嫌がらせをするようになるも距離をあけられ、さらにひねくれるという可哀そうなことになっていた。

　そのすれ違いで生まれた距離が、今回の姉妹プレイで埋まり、心が一つになった。

　まあ、一つになったのは心だけじゃないがな。

「ああ、俺はなんていいことをしたのだろう」

　いじめすぎてフレアはノルン姫の上で気絶しているし、ノルン姫も涙で顔がぐしょぐしょで目はうつろ。

「さあて、罰ゲームには続きがある。最初に言ったよな。負ければ、犬フレアみたいに記憶を消して、従順な俺の家畜にするって。ノルン姫として迎える最後の瞬間だ。今から記憶を消してやる。目が覚めれば、もう何も思い出せない俺の奴隷だよ。最後に言い残すことはないか？」

　優しい俺は、最後に話しかけてやる。

　うつろだったノルン姫の眼に光が宿った。

　そして、顔を逸らして小さく漏らす。

「くたばれ」

「あはははははっははは。いいねー。そういう強がり、大好きだよ。服従させる甲か斐いがある。いや、最近、俺が復ふく讐しゆうしたやつはすぐに心が折れてつまらなかったんだよ。こうでないと復讐をする甲斐がない！」

　ああ、面白い。

　そうだな、次に目を覚ましたら従順な妹として俺のことをお兄様と呼ぶように洗脳してみよう。

　それが一番楽しそうだ。

「ノルン姫、おやすみ。永遠にな」

　ノルン姫の頭に手をあて、【改良ヒール】をする。

　俺の与える神聖な光によって、邪悪で自分勝手な悪女ノルン姫は消え去り、純真で人懐っこい妹として生まれ変わる。そしてこれからは姉妹仲良く暮らせる。

【改良ヒール】を唱えながら高笑いしていた。

　生まれ変わるノルンが楽しみで楽しみでしかたない。

　これで、俺の新しい玩具ペツトが増えるのだ。きっと、天国のカルマンとアンナさんも喜んでくれるだろう。





◇






　俺は気を失ったフレイアとノルンを抱えて、宿に戻る。

　セツナとイヴにも新しい仲間を紹介しよう。今夜は歓迎会だからご馳ち走そうだ。

　気が付けば俺の足取りは軽くなっていた。

　うん、いいことをしたあとはすごく気持ちがいい。今日の飯はいつもよりも美お味いしく食べられそうだ。

　宿に戻ると、セツナとイヴが駆け寄ってくる。

「ケヤルガ様！」

「見て見て、お店の人たちがすっごくおまけしてくれたんだ！」

　戦いが終わったあと、すぐに店が営業を始めていた。この街の商人たちはたくましい。

　今日は宿で自炊をするつもりで、夕食の買い物をセツナとイヴに頼んでおいた。

　二人の買い物袋はぱんぱんだった。

「おまけ？」

「うん、ケヤルガ様にありがとうって」

「あと、こんなことしかできなくてごめんって言ってた」

　そうか、俺が気まぐれで助けた人たちか。

　自分でも理解できない無駄な行動。その結果が、感謝とおまけ。

　……これから壊された店の再建が大変なはずなのに、旅人におまけなんて渡している場合か。

　人が好すぎる。

「ケヤルガ様、笑ってる」

「うんうん、おまけって嬉うれしいよね！」

「そうか、笑っているか。……まあ、なんだ。悪くない気分だよ」

　正直な気持ちを口にした。

　打算なしの行動で感謝されたのはずいぶんと久しぶりだ。

　少しだけ、心が温かくなった気がする。

　夕食にしよう。この胸の温かさが消えないうちに。










あとがき




『回復術士のやり直し３』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『月夜　涙』です。




　三巻では、二巻で顔を出したノルン姫、【剣】の勇者への復ふく讐しゆうを実行します。

　ケヤルガですら、知略面では勝てないと判断したノルン姫をどう打ち破るのか、【剣聖】すら凌りよう駕がする剣士である【剣】の勇者をどう倒すのかをお楽しみに。

　そして、一巻、二巻が可愛かわいく見えるほどエロく仕上げました。一巻、二巻はラノベの限界にチャレンジという感じでしたが、こっちは余裕で限界をぶっちぎっていますよ！

　追伸。コミカライズ版が小説三巻と同時の４月１日に発売しております。こちらもぜひ！




　　宣伝




　他のレーベル様になりますが、先月に『スライム転生。大賢者が養女エルフに抱きしめられてます』の二巻をオーバーラップノベルス様から出版させていただきました。

　スライムに転生した大賢者が、正体を隠して娘の使い魔になって甘えたり、娘を守ったりしながら進化を続けていく物語。夏には「月刊少年ガンガン」でコミカライズもスタートする人気作、ぜひ読んでください。

　また、４月30日には、モンスターノベルス様で『そのおっさん、異世界で二周目プレイを満喫中』という作品が出ます。努力家で優しいのに報われなかったおっさんが、前世の社畜サラリーマンで、この世界に酷似したゲームにはまっていた記憶を取り戻し、努力が報われ始めるという物語。こちらもモンスターコミックスでコミカライズが決まっているシリーズなので是非に！




　　謝辞




　しおこんぶ先生、三巻も素敵なイラストをありがとうございます。いい感じに、ノルン姫のドＳっぷりと、責められると一気に弱くなる小娘っぽさが出ていて興奮しました。

　担当編集の宮川様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

　角川スニーカー文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた木村デザイン・ラボ様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。
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